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第２次糸満市観光振興基本計画の策定にあたって 
 

糸満市の観光産業は、豊かな海と共に生きる「海人（うみんちゅ）」文化や、

戦後の復興を成し遂げてきた歩み、そして平和の尊さを世界へ発信する歴史の

中で、多角的な発展を遂げてまいりました。私たちは、先人たちが築き上げて

きたこの地に、活気ある水産業、豊かな農産物、美しい自然、伝統行事やスポ

ーツといった、本市ならではの多彩な魅力を大切に育んできました。 

現在、旅のスタイルは「訪れる」から「深める」へと大きく様変わりしています。旅行者の関心

が、その土地に根ざした暮らしや物語に触れる本質的な体験へと向かう中、本市においても観光の

「質」を高め、地域に確かな価値を残していくための新たなステージに立っています。 

こうした時代の変化を的確に捉え、本市が誇る平和の祈りや歴史、文化を次世代へと繋ぐととも

に、観光を通じて地域の魅力を高め、そこから生まれる活力や雇用が市民の皆様の暮らしをより豊

かにしていくことを目指して、この度「第２次糸満市観光振興基本計画」を策定いたしました。 

本計画では、将来像に「 ITOMAN PRIDE － 誇り、感動、再生。幸せが循環する新しい観光のカタチ、

糸満。」を掲げました。この将来像を実現するため、平和学習や豊かな自然、地域に息づく文化を活

かした「特別な体験」の開発、大型宿泊施設や糸満市観光文化交流拠点施設 くくる糸満を活用した

ＭＩＣＥの推進、さらにはスポーツツーリズムを専門的に牽引する「地域スポーツコミッション」

の確立と、その核となる「糸満市観光協会の体制強化」を力強く図ってまいります。 

さらに、令和８年度からの「宿泊税」導入を見据え、この貴重な財源を、観光客の受け入れ環境

の整備や、本市が誇る自然・文化を守る取り組みへ活用します。これにより、市民と観光客の双方

が豊かさを実感できる、持続可能な観光地経営を確立してまいります。 

この計画に込めた「 ITOMAN PRIDE 」という言葉には、市民や事業者の皆様が地域に抱く「誇り」

を原動力に、訪れる人々との交流を深めることで、本市がさらに輝きを増していくという強い願い

が込められています。 

こうした未来への歩みを確かなものとするため、本計画の策定にあたり、貴重なご意見をお寄せ

いただきました多くの市民の皆様、現場で日々尽力されている市内観光事業者の皆様、そして専門

的な知見から熱心にご審議をいただきました糸満市観光振興基本計画策定検討委員会の委員各位に

対し、心より感謝申し上げます。 

誰もが「糸満に出会えてよかった」と心から実感できる観光のあり方を築き上げ、次代に誇れる

糸満市の未来を共に創り上げていくため、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

2026（令和 8）年４月 

糸満市長 當銘 真栄 
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01 計画策定の背景と目的 

糸満市は、沖縄戦最後の激戦地として多くの尊い命が失われた歴史から「糸満平和都市宣

言」を掲げ、命の尊さと平和の大切さを伝えることを市の基本理念として位置付けてきまし

た。市内に立地する平和祈念公園や慰霊碑群は、現在も修学旅行生や国内外の来訪者が平和を

学ぶ場として重要な役割を担っており、平和を基軸とした観光は本市の大きな特徴となってい

ます。 

また、本市は戦後復興を成し遂げてきた歩みの中で、海人（うみんちゅ）文化や活気ある水

産業、独自の伝統文化や行事、食文化、さらには南山時代等の歴史的史跡など、多彩な地域資

源を育んできました。近年では、マリンレジャーの拠点や大型ホテル、大規模集客施設の立地

が進むなど、観光の受け入れ基盤も大きく進展しています。 

これまで本市では、2015（平成 27）年度に策定した「糸満市観光振興基本計画（以下、前計

画という。）」に基づき、滞在型観光への転換を図ってきました。各地域での観光まちづくりを

推進し、来訪者と地域住民との交流機会の創出や、経済的な効果を地域活性化につなげてい

く、持続可能な観光の実現を目指してきました。 

一方で、近年のコロナ禍を経て、人々の観光行動は大きく変容しました。個人旅行の一般化

や滞在ニーズの多様化、さらにはサステナビリティ（持続可能性）への志向の高まりなど、観

光需要の変化への対応が強く求められています。 

沖縄県においても、第 6 次観光振興基本計画を通じて「量から質への転換」や「観光と地域

社会の共存」、「地域経済循環の拡大」を目指す方針が示されました。これを受け、南部地域に

おいても滞在型観光の推進や、地域資源のさらなる磨き上げが課題となっています。 

こうした社会情勢の変化、県の観光政策の方向性、市内の観光基盤の進展、そして平和発信

都市としての役割の継承を踏まえ、前計画で掲げた取り組みを改めて検証する必要がありま

す。これからの糸満市の観光は、単なる集客にとどまらず、地域の誇りと活力を生み出し続け

る持続可能な仕組みへと発展させていかなければなりません。 

本計画は、本市観光の現状と課題を総合的に整理し、地域資源の価値を高めながら、来訪者

と地域がともに豊かさを実感できる観光のあり方を明確にするため、「第 2 次糸満市観光振興基

本計画」を策定します。 
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02 計画の位置づけ 

本計画は、2026（令和８）年度に策定した「第５次糸満市総合計画後期基本計画」を上位計

画とし、同計画で掲げた施策の取組を推進する観光分野の個別計画として策定します。 

 

 

 

 

03 計画の期間 

本計画の期間は、2026（令和８）年度を始期とし、2035（令和 17）年度までの 10 年間とし

ます。ただし、近年の観光を取り巻く状況の変化の著しさを鑑み、２年に１度の検証を行い、

必要に応じて具体的な取組内容等について見直しを行います。加えて、計画期間の中間期にあ

たる時期には、社会情勢の変化や施策の進捗状況等を踏まえ、計画全体の改訂も視野に入れた

見直しを行うものとします。 

 

 

  

国・県

観光立国推進基本法

観光立国推進基本計画

沖縄振興特別措置法

糸満市

第5次糸満市総合計画後期基本計画
(令和８年度～令和12年度)

第2次
糸満市観光振興

基本計画

糸満市総合戦略
糸満市都市マスタープラン
糸満市地域公共交通計画
糸満市スポーツ推進計画
糸満市風景づくり計画
糸満市観光危機管理計画

など

観光 関連計画

沖縄県観光振興基本計画

新・沖縄21世紀ビジョン
基本計画

沖縄振興基本方針

第2次
糸満市観光振興

基本計画

令和８
2026

令和９
2027

令和10
2028

令和11
2029

令和12
2030

令和13
2031

令和14
2032

令和15
2033

令和16
2034

令和17
2035

運用
開始 検証 検証 検証 検証

目標
年度

糸満市総合計画 第５次糸満市総合計画後期基本計画 第６次糸満市総合計画前期基本計画
（予定）
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01 我が国の観光動向 

（１）我が国における観光の傾向 

① 全体 

国内旅行者数の推移を見ると、コロナ禍による大幅な落ち込みを経て回復基調にあります。

2024（令和 6）年の延べ旅行者数は約 5 億 4,000 万人となり、2019（令和元）年（コロナ前）

と比較すると 8.0％減少しているものの、旅行消費額は 25.2 兆円と過去最高を記録しました。

旅行回数の完全回復には至っていないものの、一人当たりの支出額が増加しており、消費意

欲の高さがうかがえます。 

一方、訪日外国人旅行については、2024（令和 6）年に 3,687 万人と過去最高の旅行者数を

記録し、その消費額も約 8.1 兆円と史上最多となりました。円安や中国を含むアジア市場の回

復が追い風となり、インバウンド需要は急速に拡大しています。 

 

 
出典：日本政府観光局（JNTO) 訪日外客統計 

図表1  国内旅行者数（日本人・外国人）と消費額の推移 
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② 日本人旅行者の動向 

日本人旅行者数の推移を見ると、直近 2024（令和 6）年には延べ旅行者数が 5 億 3,995 万人

に上り、前年から 8.5％増加しました（2019 年比では 8.0％減）。その内訳では、宿泊旅行者数

が 2 億 9,314 万人（前年比 4.2％増、2019 年比 5.9％減）で、日帰り旅行者数が 2 億 4,681 万

人（前年比 14.1％増、2019 年比 10.4％減）という構成です。 

旅行消費額に関しても、2024（令和 6）年は総額で 25.2 兆円を記録し、前年同様大幅増、

かつコロナ前の 2019（令和元）年と比較しても 15.1％の増加となりました。 

内訳を見ると、宿泊旅行による消費額は 20.3 兆円（前年比 14.3％増、2019 年比 18.5％増）、

日帰り旅行による消費額は 4.8 兆円（前年比 17.2％増、2019 年比 1.0％増）となっています。 

旅行者数の回復は進んでいるものの、まだコロナ直前の水準には届いておらず、それでも

宿泊旅行の割合が増加し、単価も上昇しているため、消費額はコロナ前のピークを大きく上

回っています。 

 

 
 

出典：観光庁 旅行・観光消費動向調査 
図表2  日本人旅行者数と消費額の推移 
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出典：観光庁 旅行・観光消費動向調査 

図表3  日本人旅行者数の宿泊・日帰り別推移 
 

 

 
出典：観光庁 旅行・観光消費動向調査 

図表4  日本人旅行者の宿泊・日帰り別消費額の推移 
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③ 外国人旅行者の動向 

2024（令和 6）年の訪日外国人旅行者数は約 3,687 万人（2023 年比で＋47.1％増、コロナ前

の 2019 年比＋15.7％増）となり、過去最高を記録しました。旅行消費額も同年は 8.1 兆円

（2023 年＋53.1％増、2019 年比＋68.8％増）となり、こちらも過去最高の水準です。 

この回復と成長を後押ししている要因の一つが歴史的な円安水準です。2024（令和 6）年の

平均為替レートは 1 ドル＝141～161 円と、2019（令和元）年（105～112 円）と比べて大幅な

円安が進行しており、これが訪日旅行の割安感を生み出し、旅行者数と消費額の増加に寄与

しています。 

日本経済において観光支出は、輸出に次ぐ第 2 位の収入源となりつつあり、観光業の経済的

重要性が一層高まっています。 

 

 
出典：日本政府観光局（JNTO） 訪日外客統計 

図表5  外国人旅行者数と消費額の推移 
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訪日外国人を国籍別に見ると、2024（令和６）年には、韓国からの訪問者が最も多く約

881.8 万人（構成比は推定約 23.9％）、ついで中国から約 698.1 万人（同約 18.9％）、台湾から

約 604.4 万人（同約 16.4％）と続き、この上位 3 カ国だけで訪日市場の過半を占めています。

さらに、アジア圏全体で訪日客の 8 割以上を構成しており、インバウンド需要の大半をアジア

が支えている構図です。 

これらの傾向から、アジア市場が引き続きインバウンド需要の中核を担っていることに加

え、中国市場は団体旅行制限の解除を背景に回復が加速しており、今後さらなる伸長が期待

されることが示唆されます。 

 

 

出典：日本政府観光局（JNTO） 訪日外客統計 
図表6  外国人旅行者の国籍別内訳（2024（令和６）年） 
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（２）我が国の観光政策 

① 観光立国推進基本計画 

現在、観光庁では 2026（令和８）年度から５年間の計画期間となる新たな「観光立国推進

基本計画（第５次）」の策定を進めています。本計画では、2030（令和 12）年の訪日外国人旅

行者数 6,000 万人、その消費額 15 兆円などを目標に設定し、2025（令和７）年度末までに閣

議決定する予定です。 

 

2023（令和５）年３月に閣議決定された「観光立国推進基本計画」においては、観光立国

の持続可能な形での復活に向け、観光の質的向上を象徴する「持続可能な観光」「消費額拡大」

「地方誘客」の３つをキーワードに、『持続可能な観光』『インバウンド回復』『国内交流拡大』

の３つの戦略に取り組むこととしています。 

 持続可能な観光地域づくり 

コロナによって大打撃を受けた観光地や観光産業の再生・高付加価値を図るとともに、

観光 DX 等の推進による「稼げる地域・稼げる産業」の実現を目指す。併せて、自然や文

化等の地域資源の保全と観光の両立や、地域住民への配慮等により、「住んでよし、訪れ

てよし」の持続可能な観光地域づくりを推進する。 

 インバウンド回復 

本格的なインバウンドの呼び戻しにあたっては、文化財、アクティビティ、アート、

食、国立公園、農泊等を活用し、高付加価値旅行者の地方誘客や消費額拡大に向けた高

付加価値なコンテンツの充実等の取組を強化し、さらに、MICE 等のビジネス需要や外国

人留学生の受入れ等、国際的な人的交流機会の創出にも積極的に取り組む。 

 国内交流拡大 

全国で人口減少が進行する中、近年の働き方や住まい方のニーズの多様化を踏まえて、

ワーケーションや第２のふるさとづくり、高齢者等の旅行需要の喚起につながるユニバ

ーサルツーリズム等を、旅行需要の平準化や地域の関係人口拡大に向けた取り組みを推

進する。 
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02 沖縄県の観光動向 

（１）沖縄県における観光の傾向 

① 入域観光客数の推移 

沖縄県の入域観光者数を見ると、2018（平成 30）年度に 1,000 万人の大台を達成したもの

の、新型コロナウイルス感染症の影響で、2020（令和 2）年度には 258.4 万人と 3 分の 1 以下

まで落ち込みました。2022（令和 4）年度以降、大幅回復し、直近の 2024（令和６）年度に

は 995.3 万人となっています。日本人旅行者単体で見ると、2024（令和６）年度の時点で

766.1 万人と、2018（平成 30）年度の 700.4 万人を上回っていることから、今後は外国人観光

客のさらなる回復が期待されます。 

一方、観光収入も全国の消費額と同じく、直近の 2024（令和６）年度において 9,821 億円

と、コロナ禍以前のピークである 2018（平成 30）年度の 7,341 億円を大きく上回っています。 

 

 
出典：沖縄県 入域観光客統計概況、沖縄県観光要覧 

図表7  沖縄県の入域観光客数と観光収入の推移 
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出典：沖縄県 入域観光客統計概況 

図表8  外国人入域観光客数の国籍別内訳（2024（令和６）年度）  
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② 消費額と平均滞在日数の推移 

観光客 1 人当たり消費額の推移を見ると、コロナ禍以前は 7 万円台半ばでほぼ横ばいで推移

していましたが、直近の 2024（令和６）年度は 9 万 8,672 円となっています。平均滞在日数

の変動に見られるように、夫婦やカップル、家族などのリゾートホテルを利用する消費単価

が比較的高い旅行者や、長期滞在が見込まれる新婚旅行者、離島訪問者の増加が消費額を押

し上げたものと考えられます。 

 

 
出典：沖縄県 入域観光客統計概況 

図表9  沖縄県における観光客１人当たり県内消費額と平均滞在日数 
 

  

7
5

,8
8

1
 

7
5

,2
9

7
 

7
2

,8
5

3
 

7
3

,3
7

4
 

7
4

,4
2

5
 

9
9

,9
5

6
 

9
1
,5

5
5

 

1
0

3
,7

0
6

 

9
9

,6
9

9
 

9
8

,6
7

2
 

3.85 
3.71 3.68 3.59 3.70 

4.17 
4.42 

4.25 
4.04 4.05 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 令和4 令和５ 令和６

（日）（円） 観光客1人当たり消費額（円） 平均滞在日数



 

14 

③ 入域観光客の季節変動 

沖縄県の入域観光客数を月別に見ると、コロナ禍以前は、春から夏にかけて増加し、夏休

み中の 7 月・8 月にピークを迎え、10 月の修学旅行シーズンを挟みつつ、秋から冬にかけて微

減が進む、という一定のサイクルが見られました。 

2023（令和 5）年度は 3 月と 10 月にピークがあり、夏場を上回るなど、以前のサイクルと

は異なる様相が見られました。しかし、直近の 2024（令和６）年度にはコロナ禍以前と同様

のサイクルが見られ、2023（令和 5）年度はあくまでコロナ禍後の一時的な流れで、徐々に元

のサイクルに戻っていくのか、あるいは新たなサイクルとして定着していくのかは、引き続

き今後の動向を見極める必要があります。 

 

 
＊コロナ禍の影響下にある期間は破線で表示 

出典：沖縄県 入域観光客統計概況 
図表10  沖縄県の入域観光客数（全体）の月別推移 
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図表11  沖縄県の入域観光客数（国内）の月別推移  
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同様に、海外からの入域観光客数を月別に見ると、コロナ禍以前は国内に比べて、春から

夏にかけてのピークが明確に表れていました。直近の 2024（令和６）年度は、夏場と年末年

始にピークが移行しています。しかし、これは中国本土を中心とする入域観光者数の回復傾

向による影響が大きく、全体の傾向、国内の傾向と同様に、今後の動向を見極める必要があ

ります。 

 

 
＊コロナ禍の影響下にある期間は破線で表示 

出典：沖縄県 入域観光客統計概況 
図表12  沖縄県の入域観光客数（海外）の月別推移 
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④ 地域別推計 

年度別の入域観光客数に訪問地域の回答率を掛け合わせる形で、地域別の訪問者数の推計

を行いました。 

糸満市を含む南部は、コロナ禍以前は 200 万人前後で推移しており、コロナ禍の落ち込み

を挟んで、直近の 2023（令和５）年度には 247.9 万人とコロナ禍以前を上回っています。上

位の地域では、那覇が 510.6 万人で突出しており、次いで本部半島の 266.0 万人、中部西海岸

の 263.5 万人が続きます。 

那覇は沖縄全体の玄関口の役割を担っているため、コロナ禍による変動が大きく、県内で

は最も影響を被った地域と言えます。一方、推計値ではあるものの、南部を訪問した観光客

は、那覇の半数以下に留まることから、今後の観光振興においては、那覇からの自地域への

誘引が重要となります。 

 

 
資料：沖縄県観光実態統計調査より加工 

図表13  沖縄県における地域別訪問者数（推計）の推移 
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⑤ MICE 1開催件数 

沖縄県における MICE 開催件数は、2020・2021（令和 2・3）年度は新型コロナウイルス感染

症の影響により大きく減少したものの、その後は回復し、2024（令和６）年には過去最多の

2,073 件となりました。 

形態別では、Meeting が 282 件(構成比 13.6％)、Exhibition/Event の合計が 229 件(同 11.0％)

となり、2019（令和元）年よりも増加しています。また、地域別・市町村別に見ると、

Incentive Travel に関しては、宿泊施設が所在する那覇市や恩納村、石垣市、名護市、宮古島市、

そして本市が開催件数の上位を占めています。一方、Meeting や Convention、Event は、大規模

な会議施設を有する那覇市や宜野湾市、沖縄市などで多く開催されています。 

なお、参加規模別では、Meeting や Incentive Travel は 10～49 人の小規模、Convention や

Exhibition は 100～299 人の中規模、Event は 1,000 人以上の大規模での開催が最も多くなって

います。 

 

 
※令和元・2 年は Ex と Ev の開催件数が合算されており、Ex に Ev を含めて集計している(以下同) 

出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 
図表14  沖縄県における MICE 開催件数の推移 

 

 
出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 

図表15  沖縄県における MICE 開催件数の形態別構成比  
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1,638

490
273

958

1,544 

2,073 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

令和元 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

（件）
M(企業等の会議) I(研修旅行) C(国際会議) Ex(展示会・見本市) Ev(イベント)

7.8%

13.6%

72.7%

64.1%

13.2%

11.2%

6.3%

1.5%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元

令和6

M(企業等の会議) I(研修旅行) C(国際会議) Ex(展示会・見本市) Ev(イベント)



 

18 

 
出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 

図表16  沖縄県における 2024（令和６）年の MICE 開催件数（地域別） 
 

 
出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 

図表17  沖縄県における 2024（令和６）年の MICE 開催件数（市町村別） 
 

 
出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 

図表18  沖縄県における 2024（令和６）年の MICE 開催件数（参加規模別）  
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⑥ MICE 参加者数 

MICE の参加者数は、大規模催事である Event 開催が最も多かった本島南部（本市含む）が

688,052 人で突出しています。一方、宮古・八重山は、開催件数は３番目でしたが、参加者数

は 26,737 人にとどまり、1 件あたりの開催規模の小ささがうかがえます。 

 

 
出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 

図表19  沖縄県における 2024（令和６）年の MICE 参加者数（エリア別） 
 

 
出典：沖縄県 MICE 開催実態調査（令和６年版）報告書 

図表20  沖縄県における 2024（令和６）年の MICE 参加者数（市町村別）  

74,160

296,904

125,303

688,052

26,737

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

本島北部 本島中部 本島東海岸 本島南部 宮古・八重山

（人）
M(企業等の会議) I(研修旅行) C(国際会議) Ex(展示会・見本市) Ev(イベント)

6
0

7
,9

9
8

 

2
6

7
,1

4
8

 

1
2

1
,6

2
1
 

6
4

,0
7

6
 

2
3

,0
0

4
 

2
0

,0
0

0
 

1
9

,1
9

6
 

1
4

,7
9

0
 

1
3

,6
5

1
 

1
3

,0
4

2
 

1
0

,6
7

1
 

9
,4

2
8

 

9
,0

9
3

 

7
,8

5
7

 

2
,7

1
1
 

1
,8

2
6

 

1
,8

0
0

 

1
,4

1
8

 

8
3

6
 

3
5

2
 

2
9

6
 

1
4

2
 

1
2

6
 

4
4

 

3
0

 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

那
覇
市

宜
野
湾
市

沖
縄
市

豊
見
城
市

恩
納
村

大
宜
味
村

名
護
市

糸
満
市

宮
古
島
市

石
垣
市

読
谷
村

浦
添
市

本
部
町

北
谷
町

宜
野
座
村

西
原
町

嘉
手
納
町

南
城
市

久
米
島
町

南
風
原
町

う
る
ま
市

北
中
城
村

伊
江
村

与
那
国
町

今
帰
仁
村

（人）

M(企業等の会議) I(研修旅行) C(国際会議)

Ex(展示会・見本市) Ev(イベント)



 

20 

⑦ スポーツ関連の動向 

沖縄県のスポーツコンベンション開催状況は、2018（平成 30）年度に 682 件、2019（令和

元）年度に 676 件が開催されたものの、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により 2020・

2021（令和２・３）年は大幅に減少しました。直近の 2023（令和５）年度は 710 件と過去最

多件数を記録し、キャンプ合宿・自主トレの 460 件、イベントの 148 件、いずれも過去最多

件数となっています。 

なお、糸満市における 2023（令和５）年度のキャンプ合宿・自主トレの開催件数・参加人

数は、野球が４件（209 人）、サッカーが３件（114 人）、陸上競技が２件（40 人）、バドミン

トンが１件（35 人）となっています。 

 

 
資料：沖縄県スポーツコンベンション開催実績調査（2023（令和５）年度版）より加工 

図表21  沖縄県におけるスポーツコンベンション開催件数・参加人数の推移 
 

 
出典：沖縄県スポーツコンベンション開催実績調査（2023（令和５）年度版） 

図表22  糸満市における 2023（令和５）年度のキャンプ合宿・自主トレ開催件数・参加人数 
 

 

 

  

327 

422 
460 453 

505 

578 
535 

625 
580 

631 
682 676 

376 
347 

651 
710 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

平
成2

0
平
成2

1

平
成2

2

平
成2

3

平
成2

4

平
成2

5

平
成2

6

平
成2

7

平
成2

8

平
成2

9

平
成3

0

令
和
元

令
和2

令
和3

令
和4

令
和5

（人）（件） キャンプ合宿・自主トレ 件数 大会 件数

イベント 件数 キャンプ合宿・自主トレ 参加人数

大会 参加人数 イベント 参加人数



 

21 

（２）沖縄県における観光政策 

① 新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画（令和４年５月） 

新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画は、これまでの沖縄振興分野を包含する総合的な基本計

画であって、平成 22 年３月に策定した「沖縄 21 世紀ビジョン」にかかげる県民が望む将来像

の実現に向けた行動計画であり、SDGs の達成に寄与することを求めつつ、沖縄振興の基本方

向や基本施策等を明らかにするものです。本計画において、観光施策は、「３希望と活力にあ

ふれる豊かな島を目指して」の中で、「（２）世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖

縄観光の変革」、「（６）沖縄の優位性や潜在力を生かした新たな産業の創出」、「（９）世界に

はばたき躍動する「スポーツアイランド沖縄」の形成」などに取り組むこととされており、

沖縄経済を牽引するリーディング産業として、SDGs、ICT の進化、感染症等の多様なリスクな

ど、外部環境の変化に適応するとともに、豊かな自然環境や伝統芸能、空手など国内外の

人々が求める沖縄のソフトパワーを生かし、世界から選ばれる持続可能な観光地の形成を目

指すこととされています。  
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② 沖縄県観光振興基本計画（令和４年７月） 

「世界から選ばれる持続可能な観光地」という将来像の実現に向け、６つの基本施策、30

の施策展開、85 の施策が整理されています。 
 沖縄県観光振興基本計画の施策体系 

＜将来像＞世界から選ばれる持続可能な観光地 

安全・安心・快適で 
ＳＤＧｓに適応した 
観光地マネジメント 

危機管理体制の見直し・強化 
県民生活・社会と調和の取れた観光振興の実現 
サステナブルツーリズムの推進 
レスポンシブルツーリズムの推進 
ユニバーサルツーリズムの推進 
安定的な財源の確保と推進体制の構築 

多彩かつ質の高い 
観光に向けた 
DX の推進 

ターゲットマーケティングと効率的なプロモーションの推進 
デジタル化・観光 DX・ICT の活用による利便性の向上 
外国人観光客への対応強化 
観光収入の確保と経済効果の発揮 

沖縄のソフトパワー
を生かした 
ツーリズムの推進 

自然を活用したツーリズムの推進 
文化・伝統・芸能を活用したツーリズムの推進 
地元の食材等を活用した食と土産品の品質向上 
マリンタウン MICE エリアの形成を核とした戦略的な MICE の振興 
教育旅行・交流の推進 
空手ツーリズムの推進 
スポーツツーリズムの推進 
沖縄の温暖な気候を活用したツーリズムとウェルネス 
ツーリズムの推進 
質の高いクルーズ観光体験の推進 
カップルアニバーサリーツーリズムの展開 
ICT を活用した新たな観光コンテンツの推進 

基盤となる 
旅行環境の整備 

空港 
港湾 
観光二次交通 
宿泊施設 
拠点整備 
沖縄らしい風景づくり 

脱炭素・ 
グリーンリカバリー
への積極的な対応 

 

人材育成と人材確保
の推進 

質の高いサービスを提供できる観光人材の育成・確保 
観光業界における雇用環境の改善 

 

 南部圏域の施策の方向性（糸満市該当部分を抜粋） 

戦跡として唯一の国定公園である沖縄戦跡国定公園を中心とした戦跡の保存・活用な

ど平和発信地域を形成するとともに、当該国定公園の特別地域の範囲の見直しを図るな

ど、平和の発信と歴史的風景の保全を両立する地域を形成する。 
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③ 沖縄観光推進ロードマップにおける施策の進捗管理 

沖縄県では、令和４年７月に「第６次沖縄県観光振興基本計画」を策定し、目指すべき将

来像である「世界から選ばれる持続可能な観光地」の形成に向けて、質の向上による沖縄観

光の変革に取り組んでいます。 

令和５年３月には、同計画を推進する実施計画として「沖縄観光推進ロードマップ」を策

定し、成果指標（KPI）を用いた施策効果の検証や各施策に係る取組の進捗状況の確認などを

行う PDCA サイクルを確立しており、関係機関や観光関連団体で構成される沖縄県観光推進戦

略会議及び各専門部会で検証結果等について協議を行い、進捗管理を行っています。 
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④ 宿泊税導入の検討 

沖縄県では、観光の持続可能性や受入体制の強化、観光による自然環境・文化資源の保全

および観光の質向上を目的とし、宿泊税（観光目的税）の導入が検討されてきました。2024

（令和６）年度には複数回にわたり検討委員会を開催し、税率や定める課税方式、使途等に

ついて制度設計を進めました。 

2025（令和７）年９月には、県議会において条例が可決され、総務大臣へ協議書が提出さ

れました。今後は 2026（令和８）年度中の施行を念頭に議論が進んでいます。 

この宿泊税は、宿泊施設の利用者を対象とし、その収益を安全・安心な観光環境整備、自

然・景観保全、受入体制の充実、観光資源の維持・更新などに充てることが想定されており、

県全体で観光を支える安定的な財源確保の手段として位置づけられています。 
  



 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 糸満市観光の現況 
01 糸満市観光の近況 

02 前計画における取組のふりかえり 
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01 糸満市観光の近況 

（１）上位関連計画における観光の位置付け 

① 第５次糸満市総合計画後期基本計画（令和８年３月） 

基本理念として「ひかり と みどり と いのり の まち」、将来像として「つながりを深めチャレ

ンジするまち糸満市」を掲げています。 
観光に関する施策や記載を抜粋 

 歴史・文化資源を保全・活用し、「糸満らしさの継承」に取り組みます。（糸満市らしさ
の継承） 

 スポーツツーリズムを推進するために、全国大会誘致やイベント開催に向けた環境整備
を進め、選手や観戦者等の宿泊・観光受け入れ体制の構築を図ります。（スポーツツー
リズムの促進） 

 戦争遺構の持つ歴史的教育的価値や糸満市史においての重要性を踏まえ、調査研究・保
存・活用を進めるとともに、平和教育等を推進します。また糸満市平和祈念祭をはじ
め、平和の尊さを内外に発信します。世界恒久平和を願い、「糸満市平和都市宣言」の
理念の実現に取り組みます。（平和を語り継ぐ仕組みの充実 ／ 平和の発信 ／ 戦争遺構等
の保全・活用） 

 姉妹都市、友好都市との交流を行い、市民レベルでの交流の拡充・創出を図ります。ま
た、多言語による情報提供を進めます。（国内外の多様な交流の推進） 

 自然環境の保全と再生および活用を進めていくとともに、国や県の政策と連動した省エ
ネルギー化や再生可能エネルギーの導入など、脱炭素社会の実現にむけ市民等と協働で
取り組みます。（自然環境の保全と活用 ／ 脱炭素型社会づくり） 

 効果的な道路ネットワークの構築、公共交通網の強化、情報通信ネットワークの整備に
取り組みます。（交通・通信ネットワークの整備） 

 既成市街地では新公設市場を拠点とした商業機能の再生を図り、新市街地においても緑
豊かなまちなみ形成や地域コミュニティの育成等を推進して魅力的なまちとして価値を
高めていきます。（商店街・市場の賑いづくり） 

 産業や地域事業者の特性に即し、現代社会のニーズに応じた競争力を高め、人づくりや
人材の確保・働き方の改善などに取り組みます。（農業の人材育成 ／ 水産業の人材育成 
／ 商工業の人材育成 ／ 観光業の人材育成） 

 地域の特色をいかし、持続可能性や環境との調和を図りつつ、生産基盤の充実、新技術
の活用、競争力のある品目の導入等によって、生産力向上や安定的な収益の確保を図り
ます。（農業の振興） 

 糸満市北地区で新市場の運営が始まることから積極的な連携と活用を図ります。加え
て、糸満市水産業振興センターの整備に取り組みます。（水産業の振興） 

 既存商店街の活性化を図るとともに、新たな物流団地等の整備によりさらなる発展を目
指します。（商工業の振興） 

 糸満市観光文化交流拠点施設「くくる糸満」を新たな観光の核として交流人口の拡大を
図り、広域連携による滞在型観光が充実できるよう取り組みます。（観光の振興） 

 多様な資源をいかし、生産物やサービスの付加価値を高めるため、６次産業化の推進に
引き続き取り組むとともに、異業種間のネットワークや産官学連携を積極的に進めま
す。（新たな産業や生産物の開発・整備） 

 観光産業を推進し、地場産品や個性ある文化をいかした「糸満ブランド」を磨き、魅力
を積極的に伝え、地域の産業を誇れるものとします。（ブランド化の促進） 
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② 糸満市総合戦略（令和８年 3 月） 

５つの基本姿勢（①自立性、②将来性、③地域性、④総合性、⑤結果重視）のもと、第５次

糸満市総合計画の将来像及び人口ビジョンの将来人口展望実現を目指し、各種施策を推進して

います。 
観光に関する施策や記載を抜粋 

 農産物の生産力向上・品質向上・競争力向上を図るため、近代化施設や優良品種の導入、環境
保全型農業等の取り組みなどを推進します。水産業においては、新市場および関連施設と連携
し水産物流通・加工業などの振興に取り組み、特産品開発、消費拡大を推進します。また、異
業種交流や農商工連携事業の活用に取り組むとともに、販路開拓・拡大や新商品開発を支援
し、ブランド化を促進します。（農産物、水産物の高付加価値化・販路拡大・地産地消の推
進） 

 農業や水産業の観光資源化にむけた観光関連団体や他産業との連携に取り組みます。また、既
存の施設と整備が進む新たな観光関連施設等の多様な資源のさらなる活用と異業種の連携によ
る付加価値向上に取り組みます。地域の魅力を発信するガイド人材育成など観光関連事業で活
躍する人材の確保・育成を支援します。（拠点施設や異業種間連携による商業、工業、観光業
の振興） 

 Society5.0 にむけた IoT を活用した農作業効率化・生産性の向上などスマート農業の取り組み
や、官民連携による IoT を活用した新たな養殖業の取り組みを促進します。（ICT 利活用の推
進） 

 国や公的団体におけるアドバイザー人材登録制度や人材派遣制度を活用した働き方の多様化・
グローバル化など、社会の動きに応じた労働環境の充実を支援する啓発研修や市内各経済団体
等と連携したさまざまな分野の研修・セミナーの開催に取り組みます。また、包括連携協定を
活用した専門人材の派遣や国・県・公的団体の派遣制度の利用を促進します。（専門人材（ア
ドバイザー等）の活用） 

 多彩で優れた観光コンテンツ、大型ホテルの立地、良好な交通アクセス環境等の好条件が備わ
っており、ジョン万次郎上陸の碑や糸満市場いとま～る、情報発信・体験・交流の拠点となる
「くくる糸満」など新たな観光施設の整備も進んでおり、これらの地域資源やイベント等を活
用することにより、交流・関係人口の拡大を図ります。（地域資源やイベント等の連携による
交流・関係人口の拡大） 

 新たな情報発信拠点施設も活用し、観光スポット、イベント情報、特産品、交通アクセス、宿
泊施設等を観光資源として光をあて、魅力ある観光地づくりを推進します。これらの情報をさ
まざまな媒体を活用して発信し、首都圏等への効果的なプロモーションに取り組みます。あわ
せてふるさと応援寄附制度を活用した PR 活動に取り組むことにより関係人口の拡大を促進し
ます。（首都圏等への PR） 

 平和推進事業実施計画を策定し、平和ガイドの育成など平和を語り継ぐ取り組みを推進すると
ともに、平和の継承ができる仕組みを関係団体等と連携し構築します。平和情報ネットワーク
体制の発展のため、県や他市町村及び関係機関とのネットワークをいかした事業を展開し、情
報共有の強化を図ります。（平和をテーマとした交流機会の充実） 

 プロ・アマチームのキャンプや合宿および誰もが参加できる全国大会の誘致・開催を推進しま
す。全国大会誘致やイベント開催にむけた環境整備を進め、選手や観戦者等の宿泊・観光等の
受け入れ体制の構築を図り、スポーツを通した多様な交流を推進します。また、各拠点施設や
関係機関と連携を強化し、恵まれた自然環境や気候、ロケーションをいかしたレジャーニーズ
にも対応していきます。（スポーツ、レジャーによる多様な交流の推進） 

 自然、歴史文化、伝統行事などの地域資源をいかした糸満市観光の新たな魅力づくりの推進、
利用者目線での観光商品開発や受け入れ体制強化、効果的なプロモーションによる近隣市町と
連携した広域観光を推進するとともに、多様なメニューの開発や糸満市観光農園などの既存施
設等の活用、観光関連事業者等との連携による受け入れ体制の整備、ユニバーサル観光・新た
な旅行スタイルへの対応などにより滞在型観光を推進します。（官民連携による滞在型観光の
推進） 

 姉妹都市、友好都市等との交流については、行政のみならず、市民交流や事業者等の交流も拡
充・支援しながら、さらなる交流の和を広げていきます。（姉妹都市・友好都市等との交流） 
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③ 糸満市都市マスタープラン【改訂版】（令和 6 年 6 月） 

「つながりが生み出す新しいまちのカタチ～ネットワークによる都市機能の再編に向けて～」

という将来像を掲げています。市を８地区に分け、以下の通り地域別構想を定めています。 
地域区分 地域別構想 

糸満 
地区 

 海の文化薫るまちづくり～スージ小を活かした細街路の整備～ 
 生活基盤に関する方針 
 漁港を活かしたまちづくり：字糸満は漁村として発達してきた街であ

り、その中心地区として、中地区漁港が位置しています。その歴史、資
源を活かす整備を目指します。 

 地域密着型の商業地区の再生：現在の新世界通りから市場街の商業地区
の再生を図るべく、糸満のくらし体感施設糸満市場いとま～るを中心と
した商業機能の充実を図る整備方針とします。 

 公共施設を活かしたまちづくり：糸満市全体の中心地区としての位置に
あり、多くの公共施設が立地する特徴を活かしたまちづくりを目指しま
す。 

 地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 白銀堂、黄金森、山巓毛を結ぶ緑地の形成：糸満発祥の地である上之平

の背後丘陵の復旧と高密度市街地でのオープンスペースの確保を目指し
て白銀堂から山巓毛を結ぶ緑地帯の形成を図ります。 

 照屋の集落環境を活かした整備：照屋は、字糸満の漁村集落とは異なる
本来の農村集落の特徴を活かした整備を促進します。 

西崎・ 
西川 
地区 

 基盤を活かしたまちづくり～人がつくる緑と水辺の整備～ 
 生活基盤に関する方針 
 広域的な商業地の形成：商業の活性化を図り、交通の便の良さを活かし

た、より広域的な整備を目指します。 
 地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 多くある公園を活かしたまちづくり：東西に走る親水公園を始め、西崎

運動公園等もあり、それらを活かした整備を促進します。 
 道路、その他の整備に関する方針 
 北地区漁港の利活用：新市場を含めた基盤整備に伴い、北地区漁港の利

活用を推進します。 

潮平 
地区 

 地形を活かした歴史と緑・潤いのあるまちづくり～丘陵地の保全と平地の
面整備～ 

 地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 斜面緑地の保全と活用：この地域は平地と丘陵からなり、市街地の外郭

となる緑地と位置づけて保全と活用を図ります。 
 集落環境の保全（潮平）：潮平地区本来の集落環境を活かした環境を促

進します。 
 集落環境の保全（兼城）：兼城地区本来の集落としての環境を活かした

環境を促進します。 

兼城 
地区 

 都市近郊としての秩序ある里づくり～新しい息吹の感じる住環境整備～ 
 生活基盤、地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 座波・賀数の周辺地域も含めた整備：座波・賀数は県道沿線の宅地化が

進み、農用地的利用との調整が急務となっていることを踏まえた整備を
促進します。 
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地域区分 地域別構想 

高嶺 
地区 

 歴史に潤う緑の里づくり～南山グスクを活かした住環境整備～ 
 生活基盤、地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 豊原・与座の水辺・水資源・与座岳を活かした集落整備：豊原、与座は

八重瀬町に近く報得川沿いにあり、加えて山のように見える与座岳の麓
にあります。その周辺環境を活かした整備を目指します。 

 大里の南山城跡を活かした整備：隣接する南山城跡の歴史公園化等の整
備を目指します。 

 道路、その他の整備に関する方針 
 平和の道線の整備促進：平和の道線を介した広域サイクルツーリズムの

展開に向け、サイクリングロードの整備を行い、沿道の観光振興に寄与
する整備を行います。 

真壁 
地区 

 農業と観光のふれあう里づくり～各集落を結ぶ住環境整備～ 
 生活基盤、地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 真壁を中心とした個性的な地域資源を活かした集落環境の整備：真壁を

中心とした多くの伝統的な集落があり、グスクなどの地域資源を活かし
た環境の整備を目指します。また、特に集落内の道路環境の改善も求め
られており整備方針とします。 

 隣接するプロジェクトとの関連の調整、連携、整備：この地域で計画し
ているプロジェクトは、隣接する集落が多いため、その連携を図りなが
ら現在の集落環境の良さを活かすよう調整、整備を促進します。 

 道路、その他の整備に関する方針 
 平和の道線の整備促進：平和の道線を介した広域サイクルツーリズムの展

開に向け、サイクリングロードの整備を行い、沿道の観光振興に寄与する
整備を行います。 

喜屋武 
地区 

 海・住・農を結ぶ里づくり～平和の道線を活かした住環境整備～ 
 地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 海岸線の地域資源と平和の道線の連携：この地区の海岸線は断崖状にな

っており、多くの地域資源が点在しており、それぞれ整備します。 
 海岸線と平和創造の森との連携：レジャー整備や海岸線の保全を図りま

す。 
 道路、その他の整備に関する方針 
 平和の道線の整備促進：平和の道線を介した広域サイクルツーリズムの

展開に向け、サイクリングロードの整備を行い、沿道の観光振興に寄与
する整備を行います。 

米須 
地区 

 自然と調和し、平和を発信する里づくり～海ガメのいる海岸の保全と伝統
行事を支援する住環境整備～ 

 生活基盤に関する方針 
 米須を中心とした集落環境の整備：この地区の中心集落として米須を位

置づけ、整備を目指します。 
 集落の周辺環境を活かした整備：緑豊かな落ち着きのある居住環境の景

観形成に向け、摩文仁の平和祈念公園との連携を図ります。 
 地域資源の保全・整備、快適性の向上に関する方針 
 海岸域の活用：海岸域でのレクリエーション活動を支援すべく整備を目

指します。 
 大型プロジェクトへの対応 
 観光農園における民間活力の導入等による集客力向上につながる管理運

営を推進します。 
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④ 糸満市地域公共交通計画（令和７年３月） 

糸満市都市マスタープランの将来像「つながりが生み出す新しいまちのカタチ」との連携を

意識し、「つながりを生み出す新しい移動サービス」という目指すべき将来ネットワーク像を掲

げ、取組の方向性を下記のとおり設定しています。 
取組の方向性 

 すべての人が使いやすい公共交通の整備 
 地域特性と移動需要に応じた多様な移動交通手段の整備 
 まちづくりと整合性のとれた公共交通の形成と活性化 
 市の活力向上及び持続的発展に資する公共交通の整備 
 地域、事業者、行政の協働による、効率的で持続可能な移動交通手段の実現 

 

 施策体系（観光客関連の事業内容を抜粋） 
取組の方向性 事業実施方針 事業及び取組 事業内容 

地 域 特 性 と
移 動 需 要 に
応 じ た 多 様
な 移 動 交 通
手段の整備 

地域特性や移動需
要に応じた移動手
段を整備する 

市内公共交通網再
編に向けた検討・
協議 

 既 存 路 線 バ ス の 再 編 検 討
（幹線、支線） 

多様な移動交通手
段との連携策を検
討、整備する 

多様な移動交通手
段の連携、整備に
向けた検討・協議 

 カーシェア、シェアサイク
ル等の導入検討 

 レンタカーステーションの
導入可能性検討 

ま ち づ く り
と 整 合 性 の
と れ た 公 共
交 通 の 形 成
と活性化 

新交通ターミナル
を中心とした利便
性の高い公共交通
を整備する 

市民や観光客が集
まる機能を備えた
新交通ターミナル
の整備検討 

 新交通ターミナル整備事業
者の募集 

まちづくりと整合
性のとれた公共交
通網を形成する 

都市整備事業と連
動した交通結節点
の整備検討 

 シンボルロード整備と都市
軸交通結節点の整備検討 

 小さな拠点創出と連動した
交通結節点の整備検討 

市 の 活 力 向
上 及 び 持 続
的 発 展 に 資
す る 公 共 交
通の整備 

市外とのアクセス
性を高める公共交
通を整備する 

軌道系を含む新し
い公共交通システ
ムの導入検討 

 BRT（バス高速輸送システ
ム） 

 LRT（ラ イト レー ルトラ ン
ジット） 

市内の回遊性を高
める公共交通を整
備する 

周遊観光に利用で
きる公共交通の導
入検討 

 グリーンスローモビリティ
等の活用 

 MaaS 事業者との連携に向け
た検討 

地 域 、 事 業
者 、 行 政 の
協 働 に よ
る 、 効 率 的
で 持 続 可 能
な 移 動 交 通
手段の実現 

地域、事業者、行
政の協働を推進す
る 

デマンドバスの維
持と効率化に向け
た取組 

 地域公共交通確保維持改善
事業（フィーダー補助）を
活用した運行の維持 

補助対象路線の維
持と効率化に向け
た取組 

 「地域間幹線系統確保維持
費国庫補助金」及び「沖縄
県生活バス路線確保対策補
助金」の補助を活用した運
行の維持 
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⑤ 糸満市スポーツ推進計画（令和４年３月） 

「スポーツに親しむ環境づくりの実現」という将来像を掲げています。西崎運動公園が那覇

空港や那覇市中心部からの交通利便性に優れており、大会や合宿などのスポーツコンベンショ

ンの誘致に適しています。現在も受け入れ等の取り組みが進んでおり、市内の宿泊・飲食・観

光などへの経済効果が期待されている一方で、大規模大会や合宿誘致にあたっては宿泊施設や

交通、案内表示、多言語対応などの受け入れ環境整備が求められます。 

 
 施策体系（観光関連の事業内容を抜粋） 

取組の方向性 具体的な施策 

スポーツを通じ
た地域活性化 

スポーツコンベンションの
推進 

 合宿やキャンプの誘致 
 大規模なスポーツ大会・イベントの実

施・誘致 
 受け入れ体制の構築 
 トップアスリートと地域の交流の促進 
 スポーツコンベンションを契機とした

スポーツツーリズムの推進 

スポーツ環境の
整備 

スポーツ施設の整備 
 西崎運動公園をはじめとする市内スポ

ーツ施設の再整備・機能強化 

スポーツに関する情報の集
約及び発信 

 スポーツに関する情報の集約及び発信 
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⑥ 糸満市風景づくり計画（平成 29 年３月改訂） 

糸満市は独自の歴史文化と豊かな自然環境を背景に、個性ある暮らしや産業の風景が広がっ

ています。しかし、社会状況の変化により、こうした風景が急速に失われつつあります。本計

画は、地域の活性化や生活環境の向上に資する総合的な風景づくりを目指すものです。 

計画の主眼は、強い規制を課すことではなく、市民や事業者、行政の各部署が「糸満市なら

ではの風景」の意味や価値を再認識し、身近な生活や事業の中で主体的に改善・創造していく

ことにあります。基本理念「糸満市の誇りとともに ひかり・みどり・いのり をつなぐ風景

づくり」のもと、５つの基本方針に沿って、市全体の風景づくりを推進していきます。 

 
基本方針 

 方針１：風景に気づく（糸満市の風景の再認識） 
 方針２：風景を守る（糸満市の風景の保全） 
 方針３：風景をつくる（糸満らしい風景との調和） 
 方針４：風景をそだてる（糸満市の風景づくり活動の育成） 
 方針５：風景をいかす（風景づくりによる地域振興・活性化への展開） 

 

 エリア別の景観形成方針（計画書内の記載を要約） 
エリア 地区  景観形成方針 

市街地 
エリア 

市街化 
区域 

（字糸満を除くエリア） 
 海や斜面緑地への眺望に配慮した風景づくりを行います。 
 商業・工業・住宅地ごとに、賑わい・落ち着き・自然調和など用途

に応じた景観づくりを推進します。 
 新興住宅地では周囲の自然景観と調和した風景づくりを行います。 
（字糸満エリア） 
 海や斜面緑地の眺望を活かし、良好な住宅地景観を保全します。 
 マチグヮーを中心とした商業地区では、商業地の賑わいを創出する

風景づくりを行います。 
 スージグヮーの残る地区では、都市基盤整備や防災まちづくりと併

せた風景づくりを行います。 

東部 
エリア 

兼城 
高嶺 

 伝統的な集落形態と生活様式を保全していくための風景づくりを行
います。 

 集落と農地を一体的に保全していくための風景づくりを行います。
豊見城市と隣接する北部では、周辺の自然環境は既存集落との調和
に配慮します。 

 高台からの眺望や幹線道路沿いの景観を守り、来訪者を迎える風景
形成を行います。 

南部 
エリア 

真壁 
喜屋武 

米須 

 歴史資源や集落・農地のつながりを重視し、地域固有の景観を保全
します。 

 海や農地、斜面緑地の稜線への豊かな眺望を保全します。また、沿
岸景観など、自然環境を保全します。 

 戦跡周辺では、広告物等の意匠・色彩を誘導し、戦跡にふさわしい
風景づくりを進めます。 
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⑦ 糸満市観光危機管理計画（令和４年３月） 

本市内の観光施設には地震・津波等発生時に津波浸水想定区域や液状化危険度が極めて高い

エリアに立地するものがあり、迅速な対応が求められます。また、大型観光イベント開催時に

は、一時的に多くの来訪者が訪れることが想定され、避難誘導や応急対応をはじめ、帰宅困難

者対策等の検討が課題です。この状況を踏まえ、糸満市観光危機管理計画では、本市の観光危

機（自然災害、人為災害、健康危機、環境危機等）に対して、減災対策や、危機発生時の情報

発信、避難誘導・安全確保、帰宅困難者対策、危機後の風評被害対策、観光産業の早期復興・

事業継続支援等を迅速かつ確実に実施できる体制を整備することにより、本市における安全・

安心・快適な観光地ブランドの形成を促進します。 

観光危機管理対策には、時間の経過とともに４段階（4R）において、国、県、市、OCVB、観

光関連団体・事業者及び住民が一体となって最善の対策をとることが被害の軽減につながりま

す。各段階における基本方針は以下のとおりです。 

 
 観光危機管理対策（4R） 

段階 基本方針 

平常時の 
減災対策 

（Reduction） 

 観光危機情報伝達体制の整備 
 観光関連施設の耐震化促進 
 避難誘導標識、防災マップ等の設置 
 観光危機管理知識の普及・啓発等 

危機対応 
への準備 

（Readiness） 

 観光危機管理計画・マニュアル策定 
 危機対応・避難誘導訓練等の実施 
 観光危機情報の伝達手段の多様化 
 要支援観光客対応・支援、備蓄 

危機への 
対応 

（Response） 

 観光危機管理体制の設置 
 観光危機情報の収集・発信 
 避難誘導、安否確認 
 帰宅困難者対策 
 救助・救急・医療活動、備蓄の供給 
 風評被害対策等 

危機からの 
回復 

（Recovery） 

 観光復興施策の企画・実施 
 観光産業の事業継続支援 
 観光復興プロモーション等 
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（２）新たな観光資源 

▌ 糸満市場いとま～る（いちまんまちぐゎ～いとま～る）の整備 

2020（令和２）年、市公設市場の建替えにより、「糸満市場いとま～る」を整備・オープンし

ました。1955（昭和 30）年の旧市場開業以来、半世紀以上に渡って糸満や本島南部の人々の台

所として馴染んできた歴史を踏襲し、精肉・鮮魚のお店が入居するほか、多様な飲食店、衣料

品店、雑貨屋が並んでいます。「糸満夜市」をはじめとしたイベント時には多くの観光客が集ま

っており、周辺の飲食店等とも連携し、引き続き地域の活性化・賑わい創出を図ります。 
 

 

 
 
▌ シャボン玉石けん くくる糸満の整備 

2022（令和４）年、観光文化交流拠点施設として、情報発信、文化交流、MICE 機能を備えた

「シャボン玉石けん くくる糸満」（以下、「くくる糸満」という）をオープンしました。歴史展

示エリアでは、琉球王国時代、戦後復興、戦跡やガマ、旧集落の暮らしなど糸満の過去を学べ

る構成となっています。また、大ホールや多目的室等では、各種会議や講演会、その他「くく

るマルシェ」「糸満結祭り」などのイベントを通じて、地域と観光客が交流する場を提供してい

ます。 
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▌ 名城地区に大型リゾートホテルの開業 

2022（令和４）年、名城地区に大型リゾートホテルが開業しました。沖縄本島南部の立地は

那覇空港からのアクセスも良く、またホテル敷地内には天然白砂ビーチが広がり、館内のレス

トラン・バーやプール、スパなども含めたラグジュアリーなリゾート滞在を提供しています。

また、県内最大級 1,130 ㎡の大宴会場を有し、リゾート MICE 拠点としての機能も備えています。 

本施設の開業を通じて、市内の宿泊基盤はさらに拡充され、客室数は 1,000 室超、収容人数も

3,000 人規模へと、それぞれ大きく伸長しました。 これにより、観光客の滞在時間延伸や団体・

MICE 需要への対応力が高まり、観光誘客のみならず、地域の経済交流やビジネス観光の核とし

ての役割も期待されています。 
 

 

 
資料：沖縄県宿泊施設実態調査結果をもとに作成 

図表23  市内宿泊施設の客室数・収容人数 
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▌ 糸満市の主要拠点と那覇空港を直接結ぶ路線バスの運行 

2022（令和４）年より、那覇空港と本市名城ビーチを結ぶ路線バスが本市南部まで延伸され、

那覇空港と本市南部（道の駅いとまんや名城ビーチなど）との公共交通アクセスが大幅に強化

されました。これにより、宿泊型観光を目指すリゾートホテルへの誘客が促進され、また南部

の観光資源を巡る地域回遊型観光の可能性が高まります。今後、公共交通を軸とした観光モデ

ルを活用し、滞在型観光や地域経済への波及効果をさらに拡大する必要があります。 
 

 

 
▌ スポーツキャンプや合宿、イベントの受入・開催 

スポーツを契機とした観光客の増加や地域活性化に向けた環境整備が進んでいます。プロス

ポーツ球団のキャンプ受入にあたり、市内運動施設の改修および新設が行われるなど、本格的

なトレーニングが可能となる施設整備が進捗しています。さらに、2025（令和７）年には WBSC 

U-18 ベースボールワールドカップ 2025 が開催され、市内のスポーツ施設や宿泊・交通との連携

強化を通じて、多様な観光客受入が期待されています。 

また、平和マラソンや本市を通過する NAHA マラソンでは、スポーツと平和学習を組み合わせ

た独自性のある体験機会を提供しています。 

スポーツを核に宿泊・飲食・交流機会の創出を図り、地域全体の活性化につなげます。 
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▌ 伝統文化と地場産業を活かした体験型観光の推進 

本市は、豊かな自然環境を背景に、地域に根差した産業を観光資源として磨き上げ、新たな

価値の創出に取り組んでいます。海洋資源の活用においては、伝統的な海人（うみんちゅ）文

化の歴史を背景に帆掛サバニ・アドベンチャーツアーの体験プログラムや、グラスボートによ

る海洋レジャー、さらにはイマイユ市場見学ツアーを通じた水産業の現場体験など、本市なら

ではの多彩な体験プログラムを提供しています。また、糸満市観光農園を拠点とする取組では、

地形を活かしたバギー体験やキャンプ、教育型の体験プログラムなど、地域の特性を最大限に

活用した農の魅力発信を推進しています。 

このように、本市の豊かな地域資源を体験型観光へと結びつけることで、本市ならではの新

たな観光価値を創出しており、地域経済の活性化や伝統文化の継承に大きく寄与しています。 
 

 

 
▌ 観光危機管理の推進 

前述の通り、本市では 2022（令和４）年に観光危機管理計画を策定し、観光危機に対しての

減災対策や危機発生時の情報発信など、安全・安心・快適な観光地ブランドの形成を促進して

います。一方、2024（令和６）年４月に発生した台湾沖地震に伴う津波警報では、市内観光施

設等における避難対応や安全確保について、関連機関や事業者との情報連携不足等が課題とな

りました。観光危機管理は、観光振興基本計画の単なるリスク管理ではなく、「安心・安全な観

光地ブランド構築」の重要な基盤となるため、今一度、対応策・連携体制の強化が必要です。 
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02 前計画における取組のふりかえり 

（１）アウトプット評価 

① 施策の推進評価 

2015（平成 27）年度に策定した前計画について、庁内において施策ごとに達成度を定性的に

評価し、施策別に評価点を算出しました。評価点は“予想を大幅に上回って達成”を５点、“目

標を上回って達成”を４点、“目標通り達成”を３点（基準値）、“目標の一部のみ達成”を２点、

“未達成”を１点とし、算出した施策ごとの点数を施策数で除し、施策の方針別の達成度とし

ました。 

一方、市民アンケート及び事業者アンケートにおいては施策ごとの満足度を把握し、“満足”

を２点、“やや満足”を１点、“やや不満”を－１点、“不満”を－２点とし、算出した施策ごと

の点数を回答数で除し、施策別の評価としました。（ “判断できない”または“無回答”は算出

から除外） 

なお、庁内の達成度評価と市民及び事業者の満足度は、評価の視点及び尺度が異なることか

ら、単純な比較ではなく別グラフとして整理しました。また、各施策は下表の通り番号を割り

振りました。 

 

基本方針 ／ 施策 番号 

１．地域資源の連携による魅力づくり 

 施策①  平和祈念・平和学習を深める ① 

 施策②  歴史・生活文化の活用や自然環境の保全活用 ② 

 施策③  食の魅力づくり ③ 

 施策④  宿泊滞在型観光の展開 ④ 

２．地域産業の連携による産業振興 

 施策⑤  魅せる農・林・水産業の展開 ⑤ 

 施策⑥  魅せる商・工業の展開 ⑥ 

 施策⑦  資源の組み合わせによる体験プログラムの魅力化 ⑦ 

３．糸満市観光の新たな魅力づくり 

 施策⑧  マーケティングおよびプロモーション体制の構築 ⑧ 

 施策⑨  交通・情報インフラの充実と安全安心の提供 ⑨ 

 施策⑩  スポーツツーリズム・MICE 観光等の推進 ⑩ 

 施策⑪  観光のユニバーサルデザイン化 ⑪ 

 施策⑫  南部広域市町との連携推進 ⑫ 

４．地域住民による資源価値の再認識 

 施策⑬  各地域での観光まちづくり体制の構築 ⑬ 

 施策⑭  観光人材の育成 ⑭ 

 施策⑮  観光地域としての空間形成 ⑮   
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庁内による施策の達成度評価と、市民及び事業者アンケートによる満足度評価は、評価の視

点および尺度が異なるため、数値を直接比較するのではなく、それぞれの結果を照合すること

で施策の特性や課題を把握することが重要です。 

施策①「平和祈念・平和学習を深める」、②「歴史・生活文化の活用や自然環境の保全活用」、

③「食の魅力づくり」については、庁内評価と市民・事業者満足度が概ね高く、施策の進捗と

成果が受け手の実感として共有されていると考えられます。一方、施策④「宿泊滞在型観光の

展開」、⑨「交通・情報インフラの充実と安全安心の提供」、⑪「観光のユニバーサルデザイン

化」、⑮「観光地域としての空間形成」では、庁内評価は一定水準にあるものの、市民・事業者

満足度が低く、施策の達成状況が生活実感や事業効果として十分に伝わっていない可能性が示

唆されます。 

また、施策⑤「魅せる農・林・水産業の展開」、⑥「魅せる商・工業の展開」、⑦「体験プロ

グラムの魅力化」、⑫「南部広域市町との連携促進」は、庁内評価、市民・事業者満足度ともに

低い傾向が見られ、取組の進捗や施策効果の明確化が課題であると考えられます。さらに、施

策⑩「スポーツツーリズム・MICE 観光等の推進」では、事業者満足度はプラスの値である一方

で市民満足度が低く、経済効果と市民生活との接続に課題が残っています。 

以上より、前計画では施策の進捗と受け手の実感との間に乖離が見られる施策が存在してお

り、本計画においては、施策の実施状況に加え、成果の可視化や価値の伝え方を重視した取組

が求められます。 
 

  
図表24  前計画の施策の庁内評価 

（庁内達成度評価） 
図表25  前計画の施策の市民・事業者満足度 

（市民・事業者アンケート） 
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② 施策の満足度と重要度 

市民アンケート及び事業者アンケートの結果から、施策ごとに満足度と重要度を算出し、散

布図を整理しました。以下の考え方に基づくと、散布図の左上に位置する第２象限は、重点的

に改善を図る必要がある項目と位置付けられます。市民及び事業者のいずれも⑭「観光人材の

育成」ならびに⑮「観光地域としての空間形成」が共通して第 2 象限に位置しており、加えて市

民では⑨「交通・情報インフラの充実と安全安心の提供」も該当しています。 

また、重要度が相対的に低い施策については市民・事業者の間で概ね共通した傾向が見られ

ます。このことから、各施策がなぜ重要であり、どのような意義を持つのかについて、市民や

事業者に分かりやすく伝えていくことも、施策推進上の課題であると考えられます。 

 

 
 

  
図表26  前計画の施策の満足度と重要度 

（市民アンケート） 
図表27  前計画の施策の満足度と重要度 

（事業者アンケート）   
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 満足度および重要度の指数は、各項目の回答を「満足／重要」：４点、「やや満足／
やや重要」：３点、「やや不満／あまり重要ではない」：２点、「不満／重要ではな
い」：１点として集計し、その項目に対する回答者数の合計で除した。さらに、満
足度・重要度ごとに平均や標準偏差を求め、偏差値化することで、施策同士の相対
的な位置づけを行った。（“判断できない”または“無回答”は算出から除外） 

 各象限の考え方は以下の通りである。 
 第１象限は「満足度が高く、重要度も高いことから、ニーズに施策が応えられ

ており、継続した取り組みが求められている。」 
 第２象限は「満足度が低く、重要度は高いことから、ニーズに施策が応えられ

ておらず、施策の見直しが必要である。」 
 第３象限は「満足度が低く、重要度も低い。取り組みの改善を図り、満足度の

向上を図るとともに、施策の重要性を丁寧に説明する必要がある。」 
 第４象限は「満足度が高く、重要度は低い。施策内容の効率化を図り、継続的

に取り組みつつ、施策の重要性を丁寧に説明する必要がある。」と分析できる。 

考え方
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（２）アウトカム評価 

前計画において設定した各種指標について現状値を整理しました。糸満市の観光客宿泊者延

べ人数を除き、計測した多くの指標において未達成となりました。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、国内外の観光入込客数が大幅に減少し、特に外国

人観光入込客においては入域制限以降の影響があったものと推察されます。イベントや体験プ

ログラムは開催自体が制限され、未計測な状況であり、計画策定後の指標管理運用がなされな

かった改善点が見られます。また、SNS の普及により情報取得がしやすくなり、観光客の自己手

配による個人旅行の増加や、団体ツアーから個人旅行へのシフトが、屋外型のまち歩きやガイ

ドツアー等の需要の減少に繋がり、さらに観光ガイドの高齢化が進んだことも、ガイド登録人

数の減少に影響を与えたものと考えられます。 

 

基本方針 指標 
前計画策定時 

2014（平成 26）
年度 

目標値 
2024（令和６）

年度 

現状値 
2024（令和６）

年度 

地域資源の 
連携による 
魅力づくり 

糸満市の 
観光客宿泊者 
延べ人数 

280,951 人 420,000 人 
570,000 人 

(見込） 

内外国人 89,057 人 130,000 人 
67,000 人 
（見込） 

糸満市内 
民泊者 
延べ人数 

3,618 人 5,400 人 
2,340 人 
（見込） 

地域産業の 
連携による 

産業振興 

体験プログラム
やイベント 
参加者数 

172,626 人 200,000 人 
― 

（未計測） 

糸満市観光の 
新たな 

魅力づくり 

糸満市の 
観光に関する 
ウェブサイト 
閲覧数 

280,905 件 420,000 件 253,979 件 

地域住民による 
資源価値の 

再認識 

糸満市の 
観光ガイド 
登録人数 

27 人 40 人 ８人 
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（３）その他データ 

▌ ひめゆり平和祈念資料館における来訪者推移 

ひめゆり平和祈念資料館について、総入館者数および修学旅行生（小学校～高校）の入込人

数は、新型コロナウイルス感染症の影響で大きく減少したものの、2022（令和 4）年度以降に回

復が進み、直近の 2024（令和６）年度には 2018（平成 30）年度（コロナ禍前）の７～８割程

度まで回復しています。 

同資料館へのヒアリングから、１日あたりの望ましい入館上限は 3,500 人程度とされ、理論上

は年間の総入館者数および修学旅行生入込人数は一定の増加余地があります。しかし、修学旅

行のピーク期である 10・11 月は既に入館者数上限の半数程度に達しており（2024（令和６）年

度実績）、適正な学習・見学環境を確保しつつ、比較的入館者数の少ない時期に県内小中校生へ

の平和学習機会を促すなど、年間を通じた受入策の検討が求められます。 

 

 
出典：ひめゆり平和祈念資料館提供資料 

図表28  ひめゆり平和祈念資料館の入館者数推移 
 

 
出典：沖縄県 修学旅行入込状況調査、ひめゆり平和祈念資料館提供資料 

図表29  沖縄県およびひめゆり平和祈念資料館の修学旅行入込人数推移 
※ひめゆり平和祈念資料館データにおいては県内修学旅行生も含む  
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▌ 沖縄県平和祈念資料館における来訪者推移 

沖縄県平和祈念資料館について、総入館者数は、ひめゆり平和祈念資料館と同様に新型コロ

ナウイルス感染症の影響で大きく減少したものの、2022（令和 4）年度以降に回復が進み、直近

の 2024（令和６）年度には 2018（平成 30）年度（コロナ禍前）の９割程度まで回復していま

す。 
 

 
出典：沖縄県平和祈念資料館年報 

図表30  沖縄県平和祈念資料館の入館者数推移 
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▌ 人流データ 

本計画の分析基盤として、沖縄観光コンベンションビューローが提供する「おきなわ観光地

域カルテ 2」を活用しました。スマートフォン等の位置情報データを用いて、来訪者数、宿泊者

数、来訪時間帯、周遊ルート、発地属性、イベント時の人流などを市町村・スポット単位で可

視化する観光データ分析ツールです。データは、ある期間中に対象エリアに滞在した人の延べ

人数（同一人物を含む滞在回数ベース）で集計されるため、実測値との乖離が生じる場合があ

ります。一方で、特定期間における人流の傾向や相対的な動きを把握するうえでは有用な指標

といえます。これを傾向把握の参考値に、糸満市における観光の実態や課題を整理しました。 

 
 県外来訪者属性 

本市を訪れる県外来訪者は 40～60 代の中高年層が中心であり、とりわけ男性比率が高い構造

がうかがえます。また、居住地別では大都市圏が上位を占めており、航空路線の利便性や人口

規模の大きい地域からの来訪が中心となっています。 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表31  県外来訪者の性年代（令和７年１月～令和７年 12 月） 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表32  県外来訪者の居住地 Top５（令和７年１月～令和７年 12 月） 
  

 
2 スマートフォンアプリ等から取得される匿名化済みの位置情報データを活用し、市内での来訪者数、

滞在時間帯、移動経路、宿泊実態を推計している。位置情報は個人を特定しない統計データとして処

理され、スポット単位の人流を高解像度で把握できるため、混雑状況の分析や周遊ルートの把握な

ど、観光施策の検討に資する客観的データとして活用するものである。 
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 県外来訪者のシェア率 3 

沖縄県全体の県外来訪者のうち 3.1％が本市を訪れており、本島南部地域においては那覇市、

豊見城市に次いで３番目に多い割合を示しています。 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表33  県外来訪者のシェア率（令和７年１月～令和７年 12 月） 

 
 曜日別来訪者割合 

曜日別では、土・日曜日にやや偏っていますが、概ね平日・休日ともに来訪されています。 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表34  糸満市および沖縄県全体の曜日別来訪者割合（令和７年１月～令和７年 12 月） 
  

 
3 シェア率は、おきなわ観光地域カルテが公表する「沖縄県の全市町村の来訪者数を合計した延べ来訪

者数」に占める、「当該市町村の来訪者数」の割合を示したものである。そのため、空港・港を要し実

態としては 100％に近いシェア率になるであろう那覇市においても２割程度となる計算式となってい

る。 

糸満市
3.1%

那覇市
17.5%

豊見城市
5.1%

南城市
2.1%

その他南部
2.1%

その他
県内市町村

70.1%

本市の
県外来訪者

シェア率

3.1％

月
14.3%

月
14.0%

火
13.5%

火
13.1%

水
14.1%

水
13.5%

木
13.4%

木
13.7%

金
14.2%

金
14.7%

土
15.3%

土
15.7%

日
15.3%

日
15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

糸満市

沖縄県



 

46 

 県外来訪者のスポット別滞在時間帯推移 4 

市全体では昼間に観光スポットへの来訪が集中し、夕方以降は宿泊エリアや市街地が活発化

する構造になっています。 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表35  スポット別滞在時間帯推移（令和６年 10 月～令和７年 9 月） 
  

 
4 本分析で参照している「おきなわ観光地域カルテ」のスポット情報は、同カルテにあらかじめ設定さ

れた既存のスポットデータに基づくものであり、地域内の主要施設を網羅的に反映したものではない。 
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 インバウンド来訪者属性 

居住地別では台湾（101,599 人）及び韓国（56,907 人）が突出しています。 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表36  インバウンド来訪者の居住地 Top５（令和７年１月～令和７年 12 月） 

 
 インバウンド来訪者のシェア率 

沖縄県全体のインバウンド来訪者のうち 1.9％が本市を訪れており、本島南部地域においては

那覇市、豊見城市に次いで３番目に多い割合を示しています。 

 

 
出典：おきなわ観光地域カルテ 

図表37  インバウンド来訪者のシェア率（令和７年１月～令和７年 12 月） 
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▌ 観光客意向調査 

2025（令和７）年度に実施した観光客アンケートにおいて、本市来訪者の行動傾向や満足度

等を把握しました。 

 
 平均滞在日数 

本市での滞在日数は平均 1.5 日で、77%が日帰り観光客という状況です。 

 

 
出典：観光客アンケート、R7 実査 

図表38  市内滞在日数 

 
 リピーター率 

本市への来訪が２回目以上の割合は 44.1%と、約半数の方がリピーターになっています。 

また、88.8%の方が再訪意向を持っており、なかでも 54.2%の方が積極的な再訪意向を持って

います。 

 

   
出典：観光客アンケート、R7 実査 

図表39  リピート率・再訪意向 
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 期待度と満足度 

本市観光に対する来訪前の期待度と来訪後の満足度を比較すると、満足度が１割ほど上回っ

ており、高い期待にしっかりと応えることができていると言えます。 

 

   
出典：観光客アンケート、R7 実査 

図表40  糸満市観光に対する期待度・満足度 
 

 ＮＰＳ 5 

本市の推奨意向として、「推奨者（9〜10 点）」が 38.4%、「批判者（0〜6 点）」が 18.9%であ

り、NPS は 19.5≒20（小数点第１位を四捨五入）となっています。 

 

 
出典：観光客アンケート、R7 実査 

図表41  糸満市観光の推奨意向 
 

 
  

 
5 ＮＰＳ（ネット・プロモーター・スコア）は、観光地やサービスに対する「推奨意向」を数値化する

指標で、回答者が他者にどれだけ勧めたいと感じるかを 0〜10 点の 10 段階で評価してもらう方法。回

答者は「批判者（0〜6 点）」「中立者（7〜8 点）」「推奨者（9〜10 点）」に分類され、NPS は推奨者（9

〜10 点）の割合から批判者（0〜6 点）の割合を差し引いて求める。 

とても期待していた・
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38.4%
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47.2%

期待度

85.6％

・あまり期待していなかった
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ので、特に期待もなかった 大変満足した
37.1%

満足した
56.8%

満足度

94.0％

・あまり満足していない
・まったく満足していない
・どちらともいえない
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8.9%

29.5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ＮＰＳ

20



 

50 

▌ 市民及び事業者意向調査 

2025（令和７）年度に実施した市民アンケート及び市内事業者アンケートにおいて、本市観

光振興に対する市民意向及び事業者意向を把握しました。 

 
 前計画の満足度 

前計画に対する満足度について、「満足」「やや満足」を合計し、全体に占める割合を求めま

した。市民が 39.7%、事業者が 47.2%となっています。 

 

    

出典：市民・事業者アンケート、R7 実査 
図表42  前計画の満足度 

 

 観光客の受容意向 

市民及び事業者の観光客受入に関する受容意向について、「もっと来てほしい」「今の程度が

良い」を合わせた需要層が全体に占める割合を求めました。市民が 79.5%、事業者が 90.0%とな

っています。一方で、「もっと減らした方が良い」と回答する層もおり、観光客増加に伴う負担

感や不安も一部でみられます。 

 

    

出典：市民・事業者アンケート、R7 実査 
図表43  観光客の受容意向 

 

  

満足
4.8%

やや満足
34.9%

やや不満
29.0%

不満
9.5%

どちらでもない
21.8%

市民満足度

39.7％

満足
4.6%

やや満足
42.6%

やや不満
22.6%

不満
10.3%

どちらでもない
20.0%

事業者満足度

47.2％

もっと来て
ほしい
44.9%

今の程度が良い
34.6%

もっと減らした
方が良い

3.4%

わからない
16.0%

その他
1.1%

市民の
受容意向

79.5％ もっと来て
ほしい
66.3%

今の程度
が良い
23.7%

もっと減らした
方が良い

0.5%

わからない
7.9% その他

1.6%

事業者の
受容意向

90.0％
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 今後最も力を入れるべき取り組み 

本市の観光振興において今後最も力を入れるべき取り組みについて、市民・事業者ともに

「農水産物のブランド価値向上」が約４割を占めたほか、市民では「環境美化の整備」「伝統・

文化・史跡等の観光資源の活用」、事業者では「伝統・文化・史跡等の観光資源の活用」「飲食

の魅力向上」がそれぞれ高くなっています。 

 

 

出典：観光客・市民・事業者アンケート、R7 実査 
図表44  今後最も力を入れるべき取り組み 

  

37.9%

36.4%

34.0%

40.3%

44.3%

41.5%

0% 20% 40% 60%

農水産物のブランド価値向上

環境美化の整備（除草、花いっぱい運動）

伝統・文化・史跡等の観光資源の活用

イベント、お祭り等の充実

特産品・土産品の開発

交通利便性の拡大

スポーツツーリズムの推進・強化

飲食の魅力向上

非常時（災害発生時等）の対策

修学旅行の誘致及びコンテンツの開発

水難事故防止

ナイトコンテンツの充実

宿泊施設周辺の安全環境整備（街灯等）

体験コンテンツの充実

マリンアクティビティの充実

Wi-Fi環境の整備

適格な観光客のニーズの把握

観光ガイドの育成

行政と事業者による連携

市内事業者に対しての情報提供

デジタル技術の活用

広域市町との連携

ターゲット層に向けたプロモーション活動

旅行会社向けのキャラバンセールス活動

ワーケーション・ラーケーションの誘致・促進

市内事業者間の連携

その他
市民 事業者
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▌ 観光客、市民及び事業者意向の比較 

観光客アンケート、市民アンケート及び市内事業者アンケートの共通する項目において、そ

れぞれの意向を把握しました。 

 
 糸満市の魅力・お気に入り 

観光客における「本市の魅力」と、市民及び事業者における「本市のお気に入り」を比較し

ました。なかでも、「豊かな自然・美しい海」「新鮮な海産物・地元食材」は、観光客・市民・

事業者とも好意が高くなっています。一方、市民や事業者で好意が高い「平和学習・歴史的遺

産」「アクセスの良さ・利便性」「沖縄らしい文化・伝統」で観光客の好意は 30%未満であり、

大きな乖離が生じています。 

 

 
出典：観光客・市民・事業者アンケート、R7 実査 

図表45  糸満市の魅力・お気に入り 
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65.8%

58.7%

48.5%
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アウトドア・スポーツを楽しめる環境

くくる糸満（観光文化交流拠点施設）

その他

観光客 市民 事業者
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（４）現況データから捉える糸満市観光の傾向 

第 2 章では、各種上位計画との関連性や、前計画の取組状況、各種アンケート結果、人流デー

タをもとに、糸満市の現況を明らかにしました。 

ここでは、現在の糸満市を取り巻く状況を踏まえ、将来像・基本方針を検討するにあたり、

特に重視すべき視点を再度整理します。 

 
▌ 現況認識の整理 

これまで糸満市が観光資源の磨き上げに取り組んできた平和学習や歴史、自然、スポーツに

加え、新たな拠点施設（糸満市場いとま～る、くくる糸満）や名城地区における大型リゾート

ホテルの整備、本市の主要拠点と那覇空港を直接結ぶ路線バスの運行等により、糸満市を取り

巻く観光の基盤は着実に変化していることが確認できます。 

 
▌ 施策評価の特徴 

前計画の施策評価においては、庁内による達成度評価と、市民及び事業者アンケートによる

満足度評価との間に、施策ごとに異なる傾向が見られました。庁内評価が一定の達成度を示し

ている施策であっても、市民・事業者の満足度が十分に伴っていないものがある一方、達成度

が相対的に低い施策でも、一定の満足が得られているケースが確認されます。今後は、施策の

進捗管理に加え、成果の伝え方やニーズの把握を重視することが重要です。 

 
▌ 満足度×重要度分析から読み取る計画検討の視点 

満足度と重要度の関係性について、市民及び事業者アンケートに基づく満足度×重要度分析

から、前計画における施策の受け止め方や評価のされ方は一様ではないことが読み取れます。

重要度・満足度ともに高い施策が一定数存在する一方で、重要度は高いものの満足度が十分に

伴っていない施策や、相対的に重要度の認識が高まっていない施策も見られます。重要度が低

い施策については市民と事業者で概ね共通した傾向が確認されており、施策の必要性や意義が

十分に共有されていない可能性が示唆されます。本分析は、施策の優先度設定に加え、施策の

価値や役割の伝え方を見直し、施策体系を検討する上での重要な視点となります。 

 
▌ その他のデータから見る需要構造の特徴 

その他のデータ（人流データ等）や観光客アンケートからは、糸満市の観光が日帰り・短時

間滞在を中心とした観光の形態となっている一方で、再来訪や満足度が高く、今後の取組では、

滞在型観光へつながる可能性を示しています。 

インバウンドの来訪者については、台湾及び韓国を中心とした東アジア圏からの来訪が大半

を占めており、その構造は沖縄県の動向と概ね一致しています。 

現時点での糸満市へのインバウンドの来訪者数は県全体に占める割合としては限定的である

ものの、平和学習や歴史的資源、自然資源といった糸満市が持つ観光資源と親和性の高い来訪

目的を有する層が含まれていると考えられます。 
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第３章 将来像と基本方針 
01 糸満市観光の将来像 

02 将来像を実現するための方針 

03 将来像や基本方針に対応する指標 
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01 糸満市観光の将来像 

 

I T O M A N  P R I D E  －  誇り、感動、再生。  

幸せが循環する新しい観光のカタチ、糸満。  

 

糸満市は、戦後の復興を成し遂げ、平和の尊さを伝え続けてきた歴史があります。その歩み

の中で、私たちは海人（うみんちゅ）文化や活気ある水産業、豊かな農産物、美しい自然、そ

して心躍る伝統行事やスポーツなど、本市ならではの多彩な魅力を大切に育ててきました。こ

れまでの計画では、こうした資源を活かして「滞在する楽しみ」を広げ、観光を地域の活力や

市民の誇りにつなげる土台作りを進めてきました。 

いま、観光のあり方は大きな転換期を迎えています。 単に観光地を巡るだけでなく、「その土

地ならではの暮らしに触れたい」「深く学びたい」という本質的な体験を求めるニーズが高まっ

ています。沖縄県全体としても、観光客の「数」を追うだけでなく、地域の魅力をじっくり味

わってもらう「質の高い観光」へと舵を切っています。 

こうした背景の中、私たちは本市の観光を象徴する言葉として「ITOMAN PRIDE（糸満プライ

ド）」を掲げます。これは、自分たちが住む地域や自らの生業、継承してきた伝統行事や文化へ

の誇りをはじめ、本市の観光に関わる市民や事業者の皆様が抱く地域に対する深く多様な「誇

り」そのものを指します。こうした皆様一人ひとりの「誇り」こそが、訪れる人の心を動かし、

糸満観光を力強く動かす一番の「原動力」であると位置づけ、この「ITOMAN PRIDE」を本市の

観光の将来像に据えました。 

そして、本市の平和学習や農水産業の営み、さらには豊かな自然や文化は、訪れる人がその

価値を体験することで次世代へと継承され、さらに輝きを増していくという特別な力を持って

います。観光を通じて地域の価値が「再生」され、それが新しい雇用や活力を生み、市民の暮

らしをより豊かにしていく――。そんな「幸せの循環（サイクル）」を創出することが、これか

らの糸満市の観光に求められています。 

本計画では、本市が誇る多彩な地域資源を引き継ぎながら、市民・事業者・観光客の皆さん

が「糸満に出会えてよかった」と豊かさを分かち合える、新しい観光のカタチを目指します。 
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02 将来像を実現するための方針 

将来像「ITOMAN PRIDE」を実現するため、本市が誇る平和の祈り、歴史、海人文化、そして

豊かな農水産業といった多様な資源を「守り」ながら「活かす」ための仕組みを構築します。

地域の価値を深く理解しようとする観光客と、主体的に関わる市民・事業者が手を取り合い、

共に豊かさを分かち合う観光まちづくりを推進するため、以下の３つの基本方針を設定します。 

 

 

基本方針１ 多様な地域資源を活かした「地域経営」の推進 

本市は、平和の尊さを世界へ発信する拠点としての役割をはじめ、豊かな自然や農水産物、

南山時代の史跡、独自の伝統文化、大型リゾートなど、多彩で魅力的な地域資源を有していま

す。 

これらの資源は、単に消費されるものではなく、市民や事業者の誇り、そして地域経済へと

確実に還元する「地域経営」の視点が不可欠です。各産業や地域の担い手が手を取り合い、観

光を新たな価値創造へつなげていく仕組みを構築する必要があります。 

具体的には、平和学習や地域文化、農水産業の体験などを通じて観光客との交流を促すとと

もに、市民や事業者が自ら観光の主役となり、糸満の魅力を伝える喜びを広げます。そこから

生まれた収益や活力を、地域資源の保全や再生に再投資することで、経済・環境・文化が好循

環を形成し、発展・維持していく「幸せの循環（サイクル）」を確立します。 

地域資源を守り活かす仕組み、誰もが参加できる観光まちづくり、そして経済的な豊かさの

創出。これらを統合した「糸満市らしい地域経営」を通じて、持続的に価値を生み出す観光の

仕組みを構築し、地域全体が誇りと豊かさを実感できる新しい観光のカタチを実現します。 

 
▌ 施策を「経済」「社会文化」「環境」の３つの視点に分類 

 「経済」の視点 

市内産業との連携により観光収益を地域内へ循環させ、経済活動の底上げと市民生活の

安定を図るための施策です。 

 
 「社会文化」の視点 

平和の尊さや独自の伝統文化等を次世代へ継承する仕組みを整え、交流を通じて市民の

誇りを醸成するための施策です。 

 
 「環境」の視点 

市内の環境美化と自然環境の保全を一体的に推進し、市民と観光客が本市の豊かな自然

を存分に楽しめる快適な環境を整えるための施策です。 
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基本方針２ 心を動かし、絆を深める「多面的な観光誘客」の展開 

糸満市の将来像を実現するには、観光客の満足度を高め、多様な層を惹きつけることが不可

欠です。近年、旅行ニーズは「消費から体験へ」と変化しており、インバウンドの拡大も含め

た新たな需要への対応が求められています。 

具体的には、交通アクセスの改善や宿泊環境の整備に加え、豊かな自然環境や歴史・伝統文

化、多彩な地場産業といった質の高い「体験プログラム」や「イベント」を充実させます。こ

れにより、「滞在型観光」や「地域周遊」を促進します。 

また、デジタル技術を活用した戦略的な情報発信・プロモーションを展開し、糸満の魅力を

国内外へ広く届けます。観光客が地域の暮らしや文化に深く触れる「交流の機会」を創出する

ことで、観光の質を飛躍的に高めるとともに、市民や事業者が主体的に関わり、その恩恵を実

感できる観光まちづくりを進めます。 

糸満市全体が訪れる人々を温かく迎え入れ、感動を分かち合う。こうした誘客の推進を通じ

て、地域に絶え間ない活力をもたらし、市民一人ひとりが地域の魅力を再発見し、誇りを実感

できる観光誘客を実現します。 

 
▌ 施策を「国外」「国内」「共生」の３つの視点に分類 

 「国外」の視点 

多言語対応や快適な滞在環境の整備を推進し、本市独自の地域資源を活かした高付加価

値な体験を提供することで、海外からの観光客の満足度向上と消費拡大を図るための施策

です。 

 
 「国内」の視点 

地域住民との交流や共創の機会を通じて「関係人口」を拡大し、中長期的に地域を支え

る多様な参画を促すための施策です。 

 
 「共生」の視点 

地域の暮らしや自然環境を守り育み、観光客と地域住民の双方が観光の恩恵を享受でき

る持続可能な形態を目指すための施策です。 
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データ分析に基づく糸満市の主要ペルソナ像 

 基本方針２では、国内外の旅行者のどの市場・顧客をターゲットと据え、如何に誘客を
図っていくかというマーケティングの方向性を示しています。ターゲット設定において
は、現在最も来訪しているボリュームゾーンのみに目を向けるのではなく、どのような旅
行者が来ると糸満市の地域経済・社会・環境が良くなるのかという視点も肝要です。ま
た、それらは一様に発地や性別年代等単純な属性情報のみで規定するだけでなく、行動や
嗜好性等の「人となり」まで掘り下げることで、より具体的な観光施策の検討や観光商品
の造成につながります。 

そこで、市民アンケートおよび事業者アンケートで把握した“望ましい観光客像”に関
する意見を踏まえつつ、観光客アンケートの結果から性別・年代・居住地等の属性に加
え、旅行目的や興味関心、情報収集の傾向といった心理的・行動的側面を整理し、本市に
とって望ましい観光客像をイメージしやすくするための来訪者像（ペルソナ）の具体化を
行いました。 

なお、今回整理したペルソナ像は、特定の層に対象を限定する目的ではなく、観光誘客
や商品造成を進めるうえで「どのような旅行者に、どのような体験価値を提供していくべ
きか」を検討するための補助的視点です。本計画の誘客施策をより具体的に展開していく
うえで、来訪者の価値観や行動傾向を踏まえた施策立案に活用します。 
 

ペルソナ例①：質の高い体験を求める都市型富裕層 

・大都市圏在住で世帯年収 1,000 万円以上の 30〜50 代女性とパートナー。 
・沖縄には 3〜5 日でゆったり滞在する個人旅行が中心。 
・食、文化、自然など高品質な体験価値を重視し、価格より満足度を優先する傾向。 

 
ペルソナ例②：自然と食を楽しむリピーター中堅層 

・40〜50 代女性が中心で、夫婦・家族旅行が多い。 
・自然景観や食を楽しむ落ち着いた旅を好み、沖縄の再訪率が高い。 
・4〜5 日の自由な個人手配旅行が主流で、ゆったりとした滞在を重視。 

参考
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基本方針３ 安全と信頼を築き、進化を支える「観光基盤」の整備 

基本方針１および２を確実に実行し、糸満の魅力を持続させるためには、地域全体を横断的

に支える強固な基盤が不可欠です。本市では、デジタル技術の活用やデータに基づいた的確な

意思決定、関係者間での迅速な情報共有、そして何より観光客と市民の安全を守る危機管理体

制の整備を重視します。 

具体的には、観光危機管理計画の適切な運用や、最新のデータ管理基盤の整備、観光の最前

線を担う人材育成などを通じて、本市の観光が安全・安心かつ持続的に発展する体制を構築し

ます。また、観光施策の実施状況や効果を定期的に把握し、地域や事業者、市民の声を柔軟に

反映させることで、時代の変化に即応できる仕組みを整えます。この PDCA サイクル（計画・実

行・評価・改善）の確立により、観光の成果を地域全体で共有し、地域資源の保全と地域活性

化を両立させる体制を確立します。 

これらの取り組みを安定的かつ着実に推進するため、財源の確保にも戦略的に取り組みます。

本計画の始動年度となる 2026（令和８）年度から導入される沖縄県宿泊税に加え、本市におい

ても、将来像を実現するための自主財源として、同年より宿泊税の独自導入に向けた具体的な

検討に着手します。この財源を将来像実現のための重要な原動力と捉え、観光基盤の整備や受

入環境のさらなる向上、そして糸満が誇るかけがえのない自然・文化資源の保全へと確実に還

元していきます。地域全体で観光の成果を分かち合い、将来にわたって価値を生み出し続ける

体制を構築します。 
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03 将来像や基本方針に対応する指標 

（１）将来像に対応する指標（ＫＧＩ） 

将来像「ITOMAN PRIDE — 誇り、感動、再生。幸せが循環する新しい観光のカタチ、糸満。」を

実現するためには、観光を通じて地域全体の価値が持続・向上していることを多角的な視点か

ら把握する指標が必要です。 

そこで、将来像に対応する指標（ＫＧＩ）として、糸満市の市民・事業者が観光まちづくり

の成果を実感し、生活や地域に価値があると感じているか、さらに本市を訪れた観光客が再び

訪れたいと感じているかを設定します。これにより、平和、自然、農水産業、伝統文化、食文

化など多様な地域資源が、市民や事業者にとっての豊かさや誇りにつながるとともに、観光客

にとっても高い満足と共感を生み、継続的な来訪へと結びついている状態かどうかを総合的に

評価します。 
 

指標名 基準値（2025 年度） 目標値（2035 年度） 

糸満市の観光に対する総合的な市民満足度 39.7％ 60.0％ 

糸満市の観光に対する総合的な事業者満足度 47.2％ 70.0％ 

観光客の本市への再訪意向 88.8％ 90.0％ 
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（２）基本方針に対応する指標（ＫＰＩ） 

本計画では、将来像の実現度を測る指標としてＫＧＩを、基本方針ごとの取組成果を把握する指

標としてＫＰＩを設定します。このうち、基本方針３ 安全と信頼を築き、進化を支える「観光基

盤」の整備については、地域経営や観光誘客そのものをと直接的に成果として測る基本方針１・２

とは性格が異なり、これらの取組を下支えする「基盤」として位置付けています。そのため、基本

方針３の取組成果は、基本方針１・２に設定したＫＰＩの達成度を通じて間接的に評価されるもの

と考え、本計画では単独のＫＰＩを設定していません。 

今後は、基盤整備の進捗や機能状況については、個別施策の進行管理やＰＤＣＡの中で継続的に

把握します。 

 
▌ 基本方針１ 多様な地域資源を活かした「地域経営」の推進 

糸満市の観光振興は、観光収益が地域全体に循環し、多様な地域資源が持続可能な形で保全

されることを重視しています。ＫＰＩは、経済、社会文化、環境の３要素ごとに設定すること

で、地域経営の全体像を可視化し、観光施策が地域の豊かさや誇りの醸成、持続可能性にどれ

だけ寄与しているかを評価することを目的としています。 
 

指標名 基準値（2025 年度） 目標値（2035 年度） 

一人あたり市内観光消費額（県外観光客） 
飲 食 費：7,594 円 
観光・娯楽費：3,392 円 
土産・買物費：5,578 円 

基準年度比 
＋20％ 

地域への愛着や誇りの高まりを実感する 
市民の割合 

22.8％ 50.0％ 

知名度やブランド力向上を実感する 
事業者の割合 

37.9％ 60.0％ 

自然がお気に入りである市民の割合 58.2％ 60.0％ 

 
▌ 基本方針２ 心を動かし、絆を深める「多面的な観光誘客」の展開 

糸満市を訪れる観光客が地域資源や体験を通じてどれだけ満足しているか、さらに他者への

推奨意向（ＮＰＳ）を把握することは、誘客施策の有効性を評価する上で重要です。これらの

ＫＰＩにより、観光施策が観光客に対して魅力的で、再訪・紹介を通じて地域経済に持続的な

効果をもたらしているかを把握することができます。 
 

指標名 基準値（2025 年度） 目標値（2035 年度） 

本市の観光客満足度 94.0％ 94.0％ 

本市観光客のＮＰＳ 20 20 
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01 施策体系 

 

 
 各基本施策における関係団体の位置づけ 

区分 関係団体や事業者 

観光協会 一般社団法人糸満市観光協会 

関係団体 本市の商工会や漁協、農協など 

関係事業者 宿泊・観光施設・運輸・物販・飲食などの民間事業者 

市民等 市民、自治会、地域団体、ＮＰＯ等の市民団体 

  

将来像

１ 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化

２ 市内産業と観光が響き合う地域経済の活性化

３ 「スポーツのまち糸満」のブランド化と
誘致推進

４ 海人文化が息づく魅力あふれる拠点づくり

ITOMAN PRIDE － 誇り、感動、再生。
幸せが循環する新しい観光のカタチ、糸満。

基本方針１

多様な地域資源を活かした
「地域経営」の推進

基本方針２

心を動かし、絆を深める
「多面的な観光誘客」の展開

１経
済

１ 多様な学びに応える平和学習の充実

２ 歴史・文化資源の活用と発信

３ 伝統行事の継承と地域イベントの創出
２

社
会
文
化

１ 観光地の景観美化・活用と海辺環境の整備３環
境

１ 地域資源を活かした高付加価値な滞在型観光
の推進

２ 多言語対応の拡充と安心・快適な滞在環境の
創出

４国
外

１ 関係人口の創出と共創の促進５国
内

１ 地域と調和するレスポンシブル ・ツーリズム
（責任ある観光）の浸透６共

生

基本方針３

安全と信頼を築き、進化を支える「観光基盤」の整備

５ 南部一体となった広域観光圏の形成と
滞在型観光の促進

６ 観光危機管理体制の構築と観光客の安全確保

７ 観光地経営を支える宿泊税の円滑な導入と
効果的な運用の確立

１ 観光まちづくり体制の強化と人材育成

２ 観光ＤＸを通じた観光客満足度の向上と
受入環境の最適化

３ 多様な媒体による一貫した情報発信の推進

４ 誰もが快適に周遊できるユニバーサルな環境づくり

７基
盤
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02 重点施策 

本計画では、糸満市が誇る多彩な地域資源を次世代へと引き継ぎ、市民・事業者・観光客の

誰もが「糸満に出会えてよかった」と豊かさを分かち合える新しい観光のカタチを目指してい

ます。この将来像を具体的に実現するため、19 の基本施策の中から、観光振興の土台として早

期に着手すべき「４つの重点施策」を選定しました。これらは、価値ある出会いを創る「商品」、

それを動かす「組織」、そして活動を支える「財源」の各要素が連動し、相乗効果を生み出す体

系的な取組として推進します。 

 

（１）糸満ならではの「特別な体験」と「ビジネス需要」の創出 

▌ 基本施策１－１ 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化 

▌ 基本施策４－１ 地域資源を活かした高付加価値な滞在型観光の推進 

観光客が糸満の深い魅力に触れ、心動かされる出会いを創出するために、質の高い滞在プロ
グラムの充実が必要です。平和学習や豊かな自然、海人文化を活かした「糸満でしか味わえな
い特別な体験」を開発するとともに、大型宿泊施設やくくる糸満を活用した MICE（企業研修等）
を戦略的に取り込みます。これにより、単なる日帰り観光から「泊まって体験する観光」へと
転換を図り、地域に確かな経済的豊かさをもたらします。 

 

（２）観光協会の体制強化と官民が連携して動く「組織基盤」の確立 

▌ 基本施策７－１ 観光まちづくり体制の強化と人材育成 

施策を安定的に提供し、地域全体で観光客を迎えるために、観光の実行を担う組織体制の強
化が必要です。糸満市観光協会の組織運営を支援し、独自の収益事業の展開を通じた経営の安
定化と自律性の向上を図るとともに、行政や民間事業者が一体となった「観光まちづくり協議
会（仮称）」や、スポーツイベント誘致を専門に担う「地域スポーツコミッション」、市や民間
事業者も参画するＭＩＣＥ推進体制を確立します。専門的な知見を持つ組織がリードすること
で、市民や事業者が主体となって活躍し、観光客との間に新たな「絆」や「誇り」が生まれる
場を広げていきます。 

 

（３）持続可能な観光地経営を支える「安定した財源」の確保 

▌ 基本施策７－７ 観光地経営を支える宿泊税の円滑な導入と効果的な運用の確立 

これらのかけがえのない出会いの場を長く守り続け、地域の活性化につなげていくために、
持続可能な経営を支える自主財源の確保が必要です。令和 8 年度からの県宿泊税への対応に加
え、市独自の宿泊税導入に向けた検討を早期に開始することで、本市が主体的に受入体制の拡
充や観光地の魅力向上、さらには地域資源の保存・活用といった幅広い振興施策へ投資できる
体制を目指します。 

税の使途を明確にし、観光客の利便性向上や満足度を高める受入環境の整備、さらには地域
の自然や文化の保全・活用といった多角的な施策に展開することで、市民、事業者、観光客が、
ともに豊かさを分かち合い続けることができる「幸せの循環」を確かなものにします。 

 

以上の施策を重点的に展開することにより、観光の恩恵が地域全体に波及する仕組みを構築

し、市民が地域の価値を再発見し、誇りと豊かさを実感できる観光まちづくりを着実に推進し

ます。  
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03 具体的な取組 

基本方針１ 多様な地域資源を活かした「地域経営」の推進 

▌ 基本施策１－１ 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化 
 
 現状・課題 

市内には大型宿泊施設やくくる糸満などの受入基盤があり、一定の実績も蓄積されています。

しかし、スポーツや平和学習、伝統文化といった地域資源がＭＩＣＥ（会議・研修等）のプロ

グラムとして十分に活用されておらず、周辺への周遊や市内消費への波及が弱いことが課題で

す。今後は、施設間の連携を強めるとともに、糸満ならではの資源を活かした体験型プログラ

ムの開発、およびＭＩＣＥ参加者等が地域と深く触れ合える受入体制の構築による「ビジネス

ツーリズム」の推進が求められています。 
 

 施策内容 

国際会議、学会、企業研修などのＭＩＣＥ受入を強化するため、市内宿泊施設や大型施設、

観光協会が連携した協力体制を構築します。本市の強みである豊かな自然や食文化、伝統芸能、

平和学習といった多様な地域資源を活かしたＭＩＣＥ向けの体験・研修プログラムの開発を推

進し、他地域にはない独自の付加価値を提供します。これにより、ＭＩＣＥ参加者等の滞在満

足度を高め、滞在時間の延長と市内消費の拡大を推進します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

ＭＩＣＥ推進連絡会（仮称）の開催（回／年） ‐ １ 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規
6 

宿泊・大型施設と連携した質の高い受入環境の整備 
宿泊施設やくくる糸満等の各施設がネットワークを構築し、大

規模な研修や高付加価値型観光の円滑な受入体制を整えます。 

観光・スポ
ーツ振興課

7 

関係事業者 
観光協会 

継続 

糸満ならではの「ビジネスツーリズム」に対応したプログラ

ムの開発 
市内の多様な地域資源をＭＩＣＥ向けに開発し、独自の付加価

値を提供します。ＭＩＣＥ参加者等の滞在満足度の向上と消費拡
大を図ります。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

新規 

ＭＩＣＥ推進体制の構築と戦略的誘致 
市、観光協会、民間事業者が参画する推進体制を構築します。

官民一体となった戦略的な誘致活動を展開し、糸満市を選んでも
らうためのプロモーションに連携して取り組みます。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

  

 
6 主な取組における区分は、新規「本計画から新たに着手するもの」、継続「前計画から引き継ぎ発展

させるもの」として整理する。以降、同様。 
7 主な取組における実施主体をそれぞれ下線で示す。以降、同様。 
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▌ 基本施策１－２ 市内産業と観光が響き合う地域経済の活性化 
 
 現状・課題 

市内には、農水産業や食品加工業、酒造業など、観光と親和性の高い産業が立地しています。

これまで「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」での優良事例選定など、地域資源を活かした

取組において一定の成果を収めてきましたが、コロナ禍以降は活動の停滞や連携の弱まりが課

題となっています。今後は、既存産業の強みを活かしつつ、観光客の「消費」や「体験」へダ

イレクトにつなげる仕組みづくりが求められています。 
 

 施策内容 

農水産物や加工品など、地域の生産物を活かしたメニューや特産品の開発を、主要な商業施

設や市内事業者と連携して推進します。また、製造工程の見学や収穫体験など、産業と観光を

つなぐ体験型コンテンツの拡充を図り、市内での経済循環を高める取組を推進します。生産現

場と観光客の接点を増やすことで、市内産品のブランド価値を高め、産業全体が観光の恩恵を

享受できる「響き合う地域経済」の実現を目指します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

地場産品商品開発数（品/累計） 12 22 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

「糸満の食」を堪能する地産地消の推進 
道の駅いとまんや糸満市場いとま～る等の商業施設や飲食店等

と連携し、新鮮な市内農水産物を活用した限定メニュー等の開発
を推進します。地域ならではの食の魅力を高め、観光客の満足度
向上と消費拡大を推進します 8。 

農政課 
商工水産課 
観光・スポ
ーツ振興課 

関係団体 
観光協会 

関係事業者 

継続 
地域資源を活かした特産品・土産品の開発 

市内事業者と連携し、糸満らしさを活かした特産品・土産品の
開発を推進します。 

商工水産課 
農政課 

関係団体 
観光協会 

関係事業者 

継続 

生産現場を体感する体験プログラムの充実 
製造や生産現場における見学・体験プログラムを整理し、受け

入れ体制整備を促進します。イマイユ市場や糸満観光農園をはじ
めとした市内主要拠点を中心に、生産現場を身近に体感できる仕
組みづくりを推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

関係事業者 
関係団体 
観光協会 

継続 

産業まつり等のイベントによる魅力発信 
糸満市産業まつり等のイベントを通じて、市内産品の展示・販

売や産業の魅力を発信します。観光客と地域産業の接点を創出
し、認知度向上と市内経済の活性化を図ります。 

商工水産課 
観光・スポ
ーツ振興課 

関係団体 
観光協会 

関係事業者 
市民等 

  

 
8 その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を楽しみ、食文化に触

れることを目的としたツーリズムのことを「ガストロノミーツーリズム」という。 
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▌ 基本施策１－３ 「スポーツのまち糸満」のブランド化と誘致推進 
 
 現状・課題 

糸満市では、平和マラソンの開催やスポーツキャンプ（合宿）の受入など一定の実績がある

一方、施設の活用や受入体制が十分とは言えず、継続的な誘致や規模拡大に向けた体制構築が

必要です。特に、スポーツ目的の観光客を地域全体の周遊や消費へつなげる仕組みが弱く、経

済波及効果を十分に得られていない点が大きな課題です。さらに、2034（令和 16）年の「第 88

回国民スポーツ大会・第 33 回全国パラスポーツ大会（以下、国スポ・全パラスポという）」開

催に向けた受入体制の整備も求められています。官民連携による推進組織の設立などを通じて

「ワンストップ窓口」を構築し、戦略的なスポーツツーリズムの展開が必要です。 
 

 施策内容 

スポーツキャンプや大会の受入を促進するため、地域スポーツコミッションの設立による推

進体制の強化と、施設機能の改善を図ります。地理的な優位性を活かし、多様な種目の誘致を

進めるとともに、スポーツツーリズムの推進により交流人口の増加を図ります。また、平和マ

ラソンの継続支援や新たなイベントの受入、国スポ・全パラスポ開催に向けた取組を通じて、

地域経済の活性化につながる持続可能な体制を構築し、「スポーツのまち糸満」のブランド化を

目指します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

市内のスポーツコンベンション開催件数 12 18 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 
地域スポーツコミッションの設立と官民連携の強化 

官民連携の推進組織を設立し窓口を一元化します。スポーツと
観光を融合した戦略的誘致で、市内での消費拡大を図ります。 

観光・スポ
ーツ振興課 

建設課 

観光協会 
関係団体 

関係事業者 
市民等 

継続 

合宿・大会を支えるスポーツ施設の機能改善 
市内施設の改修や機能改善を進め、受入基盤を強化します。ハ

ード・ソフト両面を整え、円滑な合宿やイベント運営を支援しま
す。 

建設課 
観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

継続 

スポーツツーリズムの推進と新規誘致の展開 
地理的優位性を活かした戦略的誘致により、スポーツツーリズ

ムを推進します。障がい者スポーツを含む多様な種目のキャンプ
誘致や、国スポ・全パラスポ開催に合わせた観光・消費の促進な
どにより、実績を積み上げ、市のブランド力を高めます。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

継続 

平和マラソン等の開催支援と地域経済への波及 
平和マラソンをはじめとする既存イベントを継続支援しつつ、

参加者が大会前後に市内で滞在・周遊するためのイベント等を展
開します。スポーツをきっかけに観光客を地域経済へつなげ、波
及効果の最大化を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

関係事業者 
市民等 
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▌ 基本施策１－４ 海人文化が息づく魅力あふれる拠点づくり 
 
 現状・課題 

糸満市は、第３種漁港やフィッシャリーナ、美々ビーチいとまんなど、海に関わる豊富な拠

点を有していますが、観光施策との連携は限定的で、体験や滞在につながる取組は一部にとど

まっています。観光事業者からは、施設の老朽化や財源確保の課題に加え、海人（うみんちゅ）

文化を支えるサバニ技術や人材の不足が指摘されています。今後は、沖縄県が進める「海業

（うみぎょう）推進計画」との密接な連携を見据えた仕組みづくりが求められています。 
 

 施策内容 

糸満市固有の文化である「海人（うみんちゅ）」の営みを観光へとつなげるため、県や漁協、

卸売市場等と連携し、海業に関する取組を推進します。特に、漁法や海人文化の歴史を伝える

とともに、2026（令和８）年３月（予定）に国登録有形民俗文化財となった「糸満の漁撈用具

（ぎょろうようぐ）」をはじめ、サバニや漁港周辺の歴史的資源を広く活用した再現展示の充実

や体験型・参加型プログラムの拡充を図ります。これにより、地域の誇りを次世代に継承する

とともに、観光客が糸満らしい価値を体感できる取組を推進します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

海人文化に関する体験プログラム（サバニ・ハーレー体験等）
の実施件数 

16 27 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 

「海業 9」による地域活性化と体験プログラムの創出 
県の海業推進計画を踏まえ、本市における取組を整備します。

官民連携による体験プログラムの拡充など、効果的な施策を展開
し、海を活かした地域活性化の推進体制を構築します。 

商工水産課 
関係団体 
観光協会 

継続 

サバニ製作技術と漁撈用具の継承・発信強化 
サバニ製作技術の市指定無形民俗文化財への指定を目指すとと

もに、国登録有形民俗文化財となった糸満の漁撈用具（ぎょろう
ようぐ）の保存・活用を推進します。これら伝統的な道具や技術
を観光資源として再評価し、展示や体験を通じて魅力ある情報発
信を強化します。 

商工水産課 
生涯学習課 

関係事業者 
市民等 

継続 

海人文化を軸としたストーリー性のある観光ルートの整備 
漁港周辺の「まち歩き」や市場での競り見学、サバニ乗船体験

などを組み合わせ、海人文化を深く知るためのストーリー性のあ
る観光ルートを造成し、滞在時間の延長と消費額の増加を推進し
ます。 

観光・スポ
ーツ振興課 
商工水産課 

観光協会 
関係事業者 

  

 
9 漁業・水産業に限らず、観光や交流、環境保全等を含め、海や沿岸資源を活用して地域のにぎわいや

付加価値を創出する取組の総称。 
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▌ 基本施策２－１ 多様な学びに応える平和学習の充実 
 
 現状・課題 

糸満市は沖縄戦の記憶を伝える重要な平和学習資源を有し、修学旅行を中心に毎年多くの方

が訪れます。一方で、平和学習を支える戦争体験者や平和ガイドについては高齢化や後継者不

足が大きな課題です。また、修学旅行生の来訪ピーク時期以外の受入や、多様な対象に対応し

た学習機会の充実が必要です。戦争の記憶を風化させず、国内外の幅広い世代へ確実に引き継

いでいくため、持続可能な継承・受入体制の構築が急務となっています。 
 

 施策内容 

本市にある平和祈念資料館をはじめとした各平和学習施設や関係団体等と連携を強化します。

また、平和の語り部育成事業を行い、語り継ぐ人材の育成を行います。さらに、修学旅行生の

みならず、県内観光客や地域住民に向けた平和学習機会の拡充を図り、糸満市が持つ平和学習

資源の価値を広く発信します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

平和祈念資料館・ひめゆり平和祈念資料館における来館者数 740,741 増加目標 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

多様なニーズに応える「平和学習プログラム」の充実・情報

発信 
各施設や専門団体と連携し、修学旅行生、県内団体、個人観光

客、海外の教育旅行など、多様な観光客に対応した平和学習プロ
グラムの充実と情報発信の強化を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

継続 
平和の記憶を次世代へつなぐ人材の育成・支援 

語り部の育成や後継者確保を通じ、平和学習の継承体制を推進
します。 

政策推進課 
観光協会 

関係事業者 

新規 

ラーケーション等の新たな学習機会の創出 
本市が有する豊かな自然環境や平和学習、文化体験を組み込ん

だ来訪型プログラムの展開を推進し、休暇を活用した学びの機会
を創出します。年間を通じた来訪を促し、特定時期に偏らない安
定的な受入体制の構築を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 
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▌ 基本施策２－２ 歴史・文化資源の活用と発信 
 
 現状・課題 

市内には南山城跡や具志川城跡などの史跡、さらに伝統芸能など豊かな文化資源を有してい

ますが、観光への活用は限定的です。特に南山城跡は未発掘の部分が多く、その貴重な価値が

十分に示されていません。また、くくる糸満の常設展示室は多言語対応が十分に整っておらず、

国内外の多様な観光客に魅力が十分に伝わっていないことが課題です。伝統文化の担い手不足

も進む中、南山城跡の発掘調査を契機とした新たな価値創造や、拠点施設の機能強化により、

本市の歴史・文化を次世代と世界へ届ける仕組みづくりが求められています。 
 

 施策内容 

市指定文化財である南山城跡の発掘調査を推進し、発掘調査現場の公開を行います。また、

くくる糸満を文化観光の拠点とし、展示の多言語化や映像発信により、国内外の観光客が本市

の歴史を深く理解できる受入環境を整え、これまで以上に多くの国内外の観光客を誘致し、市

内周遊へとつなげます。あわせて、地域に伝わる伝統文化の継承を支援し、これらを体験・学

習できるプログラムの開発を通じて、地域文化の魅力を観光客に伝えます。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

歴史・文化体験プログラムの実施件数 28 47 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

南山城跡をはじめとするグスク等の歴史遺産や文化財の保

全・活用 
南山城跡については、国指定史跡を目指し、発掘調査現場の公

開を行います。 

生涯学習課 関係事業者 

新規 

「くくる糸満」の多言語化対応と観光客誘致の促進 
展示の多言語化や映像発信を強化し、国内外へ魅力を広く届け

ます。市内観光のゲートウェイ（入り口）として、周辺史跡や地
域文化への周遊を促す拠点機能を拡充します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

関係事業者 
観光協会 
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▌ 基本施策２－３ 伝統行事の継承と地域イベントの創出 
 
 現状・課題 

糸満市では、糸満ハーレーや糸満大綱引などの伝統行事が継承されている一方、担い手の高

齢化や後継者及び財源不足が課題となっています。また、観光施策との連携が十分とは言えず、

観光客への魅力発信において改善の余地があります。地域イベントについては、市民文化の発

表機会の創出を目的として実施してきた「ふるさと祭り」に関し、くくる糸満の活用が進んだ

ことで、従来「ふるさと祭り」が担ってきた役割の一部が機能的に代替されつつあります。今

後は、伝統行事の保存・継承を支援するとともに、「ふるさと祭り」の在り方について、統合・

再編を含め、観光振興や地域活性化に資するイベントの在り方を検討していくことが求められ

ています。 
 

 施策内容 

伝統行事の継続的な開催を支援し、本市独自の魅力を活かした観光発信を強化します。糸満

ハーレーや糸満大綱引等の円滑な運営を支えるとともに、民間主催イベントとの連携を促進し、

市全体の活力向上を図ります。「ふるさと祭り」については、文化発表の場としての本来の目的

が一定程度達成されたことを踏まえ、他イベントとの統合や民間との協働を進めることで、観

光振興に資する新たなイベントを構築し、持続可能な地域活性化につなげます。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

文化芸術イベントへの来場者数 30,008 35,000 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

伝統行事の継続支援と観光発信の強化 
地域や主催者と連携し、担い手の確保や後継者育成を支援する

ことで、伝統行事の確実な継承を図ります。あわせて伝統行事の
魅力を効果的に発信し、観光資源としての価値を高め、地域活性
化につなげます。 

観光・スポ
ーツ振興課 
商工水産課 
生涯学習課 

観光協会 
関係団体 

関係事業者 

継続 

民間イベントの連携と新たなイベントの構築 
ふるさと祭りの統合や民間主催イベントとの連携を推進しま

す。官民協働により、観光振興に資する新たなイベントの構築を
図り、集客力の向上を目指します。 

観光・スポ
ーツ振興課 
商工水産課 

観光協会 
関係団体 

関係事業者 
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▌ 基本施策３－１ 観光地の景観美化・活用と海辺環境の整備 
 
 現状・課題 

道の駅いとまんやビーチ周辺等の主要動線において、草木の繁茂や看板・工作物の不整備が

目立ち、景観の統一感が課題です。一方、豊かな農村景観や海人（うみんちゅ）文化の街並み

等は、目的地としての利活用が十分ではありません。あわせてビーチの環境管理の持続性も求

められています。今後は陸域の価値再認識と海辺の環境保全を並行し、陸海一体となった本市

独自の魅力ある景観形成に取り組む必要があります。 
 

 施策内容 

観光地の景観整備と海辺の環境保全を一体的に推進します。看板再整備や草木の適切な管理

で魅力的な街並みを創出し、農村景観や海人のまちの情緒を活かした目的地づくりと、情報発

信による利活用に取り組みます。また、ビーチの水質保全や清掃を強化し、安全・快適な海浜

環境を維持します。これらを通じ既存資源の価値を最大化し、市民が地域の誇りを再発見し、

観光客が糸満らしさを満喫できる持続可能な観光環境を整備します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

市民・団体等によるボランティア清掃回数 437 580 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

観光地の美化とまちなみ整備 
主要動線での草木管理やサイン、工作物の整理を行い、景観の

向上を図ります。市民や事業者と連携した継続的な美化活動を推
進し、心地よい周遊環境を形成します。 

建設課 
市民生活環

境課 

関係事業者 
市民等 

継続 

地域景観の価値の再認識と利活用の促進 

農村景観や海人文化の街並みを象徴的目的地として再認識し、

活用を図ります。見どころや背景を伝える情報発信を通じ、あり

のままの風景を観光資源化します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 

継続 

ビーチの環境保全と管理体制の構築 
良好な水質の維持や海辺の景観保全に向けた取組を継続的に実

施します。誰もが安心して海を楽しめるよう、安定的な管理・運
営体制を整え、快適な海浜環境を維持します。 

商工水産課 
市民生活環

境課 
関係事業者 
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基本方針２ 心を動かし、絆を深める「多面的な観光誘客」の展開 

▌ 基本施策４－１ 地域資源を活かした高付加価値な滞在型観光の推進 
 
 現状・課題 

糸満市では、豊かな自然環境や大型宿泊施設などを有しているものの、滞在単価の向上に寄

与する高付加価値な旅行商品の造成は限定的です。高付加価値な滞在型観光への展開が弱く、

観光消費の拡大につながっていない点が課題として指摘されています。今後は、本市が誇る豊

かな自然や文化等を活かし、単なる見学に留まらない「特別な体験」と、宿泊を組み合わせた

「滞在型商品」の開発を進め、一人当たり消費額の向上を図る必要があります。 
 

 施策内容 

高付加価値型の旅行需要を取り込むため、豊かな自然を活かしたアドベンチャー体験や伝統

文化を深く知る体験を宿泊と連動させた「糸満ならでは」のパッケージ商品を造成するなど、

市内関係事業者やアクティビティ事業者等との連携を推進します。顧客の感性に訴える質の高

い滞在プランを提供することで、滞在時間の延長と消費額の拡大を促し、地域経済への波及効

果を最大化する持続可能な観光スタイルの確立を推進します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

アドベンチャーツーリズム等、体験プログラムの実施件数 49 82 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 

「糸満ならでは」を体感するアドベンチャーツーリズムの推

進 
本市の豊かな自然や文化を活かし、付加価値の高い体験プログ

ラムを構築し、地域のストーリーとアクティビティを融合させ、
観光客の感性に訴える体験による消費拡大を図ります。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

新規 
宿泊・大型施設と連携した質の高い受入環境の整備【再掲】 

宿泊施設やくくる糸満等の各施設がネットワークを構築し、大
規模な研修や連泊を伴う観光客の円滑な受入体制を整えます。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 
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▌ 基本施策４－２ 多言語対応の拡充と安心・快適な滞在環境の創出 
 
 現状・課題 

糸満市では訪日外国人旅行者の来訪が増加している一方、案内表示や情報発信、多言語での

接客対応は十分とはいえません。また、災害時等の緊急情報提供についても多言語化が急務と

なっています。現場の対応力不足は満足度の低下を招くだけでなく、安全性の確保にも影響を

及ぼします。今後は、人材育成と情報整備を一体的に進め、外国人旅行者が安心して滞在でき

る受入環境の強化が求められています。 
 

 施策内容 

外国人旅行者が言葉の壁を感じることなく滞在を楽しめるよう、多言語対応の拡充を推進し

ます。案内板やパンフレットの多言語化、防災情報の整備に加え、接客人材の育成支援を図り

ます。また、観光ガイドアプリ等の活用により、質の高い情報を安定的に提供できる環境を整

備します。官民が連携して受入基盤を底上げすることで、インバウンド観光客の満足度向上と

リピーターの確保を目指します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

市および観光協会の観光公式サイトのページビュー数 307,678 401,728 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

インバウンド対応力の強化と観光案内のデジタル化 
観光庁の教材等を活用した研修で多言語接客・案内力を高める

とともに、観光ガイドアプリ等の導入により画一的な情報提供を
デジタルで代替し、受入体制を強化します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

継続 

観光・防災情報の多言語化による安心な滞在環境の整備 
ＷＥＢサイト、看板、災害情報の多言語化を進め、外国人旅行

者が自ら情報を得られる環境を整えます。情報のユニバーサル化
を図ることで、緊急時も含めた滞在の安全性を確保します。 

観光・スポ
ーツ振興課 
秘書防災課 

観光協会 
関係事業者 
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▌ 基本施策５－１ 関係人口の創出と共創の促進 
 
 現状・課題 

本市への観光客は日帰り客が 77.0％を占め、平均滞在日数は 1.5 日に留まっており、地域との

深い関わりを持つ機会が十分に創出できていません。一方で、リピーター率は 44.1％と高く、

再訪意向も 9 割近い方が「再び訪れたい」と回答しています。これら本市に強い愛着を持つ層を

一過性の観光客に留めず、継続的に地域を支え、共に魅力を育む「関係人口」へと深化させる

ことが重要です。そのため、平和学習や農水産業の営みといった地域資源を学びの機会として

提供し、市民の暮らしに触れる滞在形態を組み合わせることで、地域と観光客が繋がる交流機

会の創出が求められています。 
 

 施策内容 

高い再訪意向と満足度を背景に、糸満の価値を認め、地域を継続的に支えたいと願う観光客

を増やし、地域と関わり続ける仕組みを構築します。具体的には、本市が誇る平和学習、豊か

な自然、農水産業の営みを活用した学びを伴う休暇「ラーケーション」の推進にあたり、多様

な滞在ニーズに対応できるよう、市民の暮らしや家業に触れることができる「教育民泊」や

「農泊」といった選択肢の周知に努めるとともに、地域の実情に応じた受け入れ体制の構築を

支援します。地域住民と観光客が「顔の見える関係」を築き、共に糸満の資源を守り、魅力を

高め合う共創の場を広げることで、持続可能な交流体制の構築を目指します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

本市観光客のＮＰＳ 20 20 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 

ラーケーション等の新たな学習機会の創出【再掲】 
本市が有する豊かな自然環境や平和学習、文化体験を組み込ん

だ来訪型プログラムの展開を推進し、休暇を活用した学びの機会
を創出します。年間を通じた来訪を促し、特定時期に偏らない安
定的な受入体制の構築を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

継続 

地域生活を体感する滞在機会の提供・周知 
ラーケーションプログラム等の展開にあたり、市民の暮らしや

家業に触れる「教育民泊」や「農泊」を滞在手段として周知し、
地域の実情に応じた体制づくりを支援します。地域での生活体験
を通じ、来訪者が糸満を「第二のふるさと」と感じられるような
交流を促し、継続的な地域参画へのきっかけづくりに取り組みま
す。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 
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▌ 基本施策６－１ 地域と調和するレスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）の浸透 
 
 現状・課題 

自然環境や地域文化が豊富な本市では、観光客の行動が地域に与える影響が大きくなってい

ます。観光マナーや利用ルールが十分に伝わっておらず、地域住民の生活環境への負担感につ

ながる場面があることが課題です。また、観光客アンケートの結果が、体験内容や受入体制の

改善に活用されていない点も課題です。今後は、観光客の理解促進と双方向のコミュニケーシ

ョンを通じ、地域と観光客が互いに尊重し合う持続可能な観光行動の定着を図る必要がありま

す。 
 

 施策内容 

観光客が地域文化や自然への理解を深め、地域に配慮した行動をとれるよう、マナー啓発や

ルールの周知を強化します。地域住民の生活や伝統行事への配慮、挨拶を通じた温かい交流を

大切にする姿勢を観光客に働きかけ、地域と観光客が互いを尊重し合える環境を整えます。ま

た、アンケート調査等によって得られるニーズを分析し、体験メニューの質向上や受入体制整

備に反映させます。地域と観光客が互いを尊重し、双方が満足できる仕組みを構築することで、

持続可能な観光地の形成を推進します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

市民や事業者が感じる観光客マナー違反の割合 
市 民：52.8% 
事業者：44.4% 

割合減少 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 

地域資源を尊重し合う観光ルール・マナー啓発の推進 
観光客に向け、平和への願いや文化財・自然環境を保護するた

めの行動ルールを分かりやすく発信します。また、地域住民の生
活環境や伝統行事への配慮、挨拶などの温かい交流を、観光客・
受入側双方が大切にする意識を育み、地域と観光客が互いを尊重
し合える環境を整えます。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

市民等 

継続 

アンケート調査等の活用による観光サービスの継続的改善 
定期的なアンケート調査により観光客の志向性やニーズを収集

します。得られたデータを単なる集計に留めず、体験メニューの
質向上や受入体制の整備に反映させることで、地域と観光客双方
の満足度を高めるサイクルを構築し、観光サービスの質的向上を
推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
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基本方針３ 安全と信頼を築き、進化を支える「観光基盤」の整備 

▌ 基本施策７－１ 観光まちづくり体制の強化と人材育成 
 
 現状・課題 

糸満市では、観光関連の人材確保・育成において、行政単独のノウハウ提供には限界があり、

事業者や関係団体との連携・情報共有も不足しています。そのため、地域全体の人材ニーズを

把握した体系的な育成プログラムが構築できていません。また、観光施策の実行を担う糸満市

観光協会においても、自立した財源確保や、重点分野であるスポーツツーリズムを専門的に推

進する体制の確立が急務となっています。今後は、官民が恒常的に連携し、戦略的に動ける組

織体制の構築が求められています。 
 

 施策内容 

市民、行政、事業者、関係団体が一体となった既存の「観光まちづくり協議会」を刷新し、

人材育成のハブとして機能させます。あわせて、観光協会の自立した組織運営を支援し、新た

に「地域スポーツコミッション」を設立・運営することで、スポーツイベントの誘致や関連商

品開発を専門的に推進します。これにより、地域全体で質の高いサービスを提供し続けられる、

持続可能な観光振興の実行体制の構築を推進します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

観光関係事業者における糸満市観光協会の事業内容や活動に関
する認知度 

57.1% 割合増加 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 

既存の観光まちづくり協議会の刷新と連携ハブ機能の構築 
協議会を通じて地域ニーズを収集し、民間視点を取り入れた実

践的な人材育成プログラムを推進するとともに、関係者間の情報
共有を促進し、施策の実行力を高めます。また、本協議会への市
民参画を通じて、地域の魅力を再発見し、市民一人ひとりが糸満
市の魅力を発信する担い手となるような、地域一丸となった観光
振興の基盤を構築します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

市民等 

継続 

観光協会の体制強化と地域スポーツコミッションの確立 
市と観光協会の連携を強化し、多角的な財源確保による自立し

た組織運営を支援します。あわせて、協会を中心とした「地域ス
ポーツコミッション」を設立し、スポーツイベント誘致や関連商
品開発を専門的に推進することで、本市の強みを活かしたスポー
ツツーリズムの実行体制と自主事業の強化を図ります。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係団体 

関係事業者 
市民等 

  



 

79 

▌ 基本施策７－２ 観光ＤＸを通じた観光客満足度の向上と受入環境の最適化 
 
 現状・課題 

本計画の策定において人流データ等の分析を実施しましたが、こうしたデータを継続的に蓄

積し、観光客の好みや動向に合わせて施策を改善していく仕組みがまだ整っていません。また、

Web 発信やデジタルツールの活用は事業者ごとに対応が分かれており、市内全体での連携や活

用ノウハウの共有も十分ではないため、今後は、データの利活用や受入環境のデジタル化など、

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を積極的に活用する必要があります。 
 

 施策内容 

観光客データの収集・分析を行うデジタル基盤を整備し、リピーター戦略やターゲット別プ

ロモーションに活用します。また、多言語対応の観光ガイドアプリの導入により、観光客が自

ら必要な情報をスムーズに取得できる環境を整えるなど、観光客の利便性向上を軸とした受入

環境のデジタル化を推進し、市内滞在の満足度を高めます。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

本市を訪れる県外・海外観光客のリピーター割合 
県外：53.9% 
海外：13.3% 

県外：87.0% 
海外：30.0% 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

データの利活用によるリピーター戦略の推進 
人流データやアンケート、アプリの利用状況等のデータを継続

的に収集・分析し、リピーター獲得に向けたマーケティングに活
用します。分析結果に基づき、観光客の満足度向上や、ニーズに
合わせた最適なコンテンツ提供に繋げ、効果的な施策展開を推進
します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 

継続 

デジタル情報発信基盤の整備と多言語ガイドアプリの導入 
観光公式サイトの多言語対応を進めるとともに、多言語対応の

観光ガイドアプリを導入することで、観光客が場所や時間を選ば
ずに情報を得られる体制を構築します。個々のニーズに合わせた
柔軟な案内をデジタルで補完し、滞在時の利便性向上を推進しま
す。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 

新規 

観光ＤＸに対応した専門人材の育成 
観光庁等の観光ＤＸオンライン研修や実務研修を活用し、デー

タの分析・活用能力を備えた人材を育成します。観光まちづくり
協議会等の枠組みを通じて、最新のデジタル活用ノウハウを地域
全体で共有し、観光経営の高度化を図ります。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
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▌ 基本施策７－３ 多様な媒体による一貫した情報発信の推進 
 
 現状・課題 

糸満市では、観光ガイドブックや動画等の制作など情報発信の基盤整備は一定程度進んでい

る一方、Instagram 等 SNS を核としたデジタルマーケティングの弱さ、県外・海外プロモーショ

ンの戦略性や継続性不足が課題となっています。また、観光客アンケートでは「市や観光協会

の HP」が一定の役割を果たすとともに、SNS 等も主要な情報源となっているため、媒体特性に

応じた発信強化が求められます。 

さらに、情報収集のデジタル化が進む中でも、一覧性や携帯性に優れたガイドブック等の紙

媒体に対するニーズは依然として高く、重要なツールとなっています。今後は、これら多様な

媒体と拠点を活かし、本市の魅力を一貫して伝える発信体制の構築が必要です。 
 

 施策内容 

市および観光協会の多様な媒体（HP、SNS、動画、インフルエンサー、ガイドブック等の印刷

物）に加え、くくる糸満を情報発信の核として活用し、一貫したイメージによるブランド発信

を強化します。デジタル、紙媒体、そして現地の拠点施設を連動させることで、観光客のニー

ズに即したプロモーションを展開します。また、県や OCVB が出展する観光見本市等への共同出

展を行い、市の魅力を国内外へ効果的に届ける体制を整備します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

糸満市観光文化交流拠点施設常設展示室の来館者数 62,006 67,500 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

多様な媒体を連動させた一貫性のある情報発信 
公式 HP や SNS に加え、ニーズの高い観光ガイドブック等の紙

媒体を戦略的に活用します。デジタルの速報性と紙媒体の保存性
を組み合わせ、多様な層の観光客に本市の魅力を一貫して伝える
発信体制を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 

継続 

県やＯＣＶＢと連携した展示会等への出展 
県やＯＣＶＢと連携し、展示会等を通じて市の魅力を発信しま

す。広域的なネットワークを活用することで、糸満市の認知度向
上と新規観光客の獲得を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

新規 

くくる糸満の活用による魅力発信 
「くくる糸満」を、本市の歴史・文化・観光情報を集約して発

信する重要拠点として活用します。展示内容の充実や情報のアッ
プデートを継続し、来館者への効果的な案内を行うとともに、市
内周遊の起点としての機能を強化します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

関係事業者 
観光協会 
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▌ 基本施策７－４ 誰もが快適に周遊できるユニバーサルな環境づくり 
 
 現状・課題 

道の駅いとまんをはじめ観光客の利用が集中する拠点がある一方、市内周遊や滞在時の快適

性には課題が残っています。観光客アンケートや人流分析では、日帰り利用が多く、市内周遊

が十分に促進されていない傾向がみられます。また、公共交通の利便性や大型バスの一時待機

場所、高齢者、障がい者、外国人観光客等の多様なニーズに応えるユニバーサル対応施設の不

足などが指摘されています。今後は、移動・受入・施設機能を一体的に改善し、誰もが安心し

て滞在できる環境整備が求められています。 
 

 施策内容 

公共交通の利便性向上のため、情報インフラを整備し公共交通へのアクセシビリティを強化

するとともに、団体バスの一時待機場所の確保、ユニバーサル対応トイレの整備、道の駅いと

まんをはじめとした受入施設の機能強化を進めます。高齢者、障がい者、子ども連れの方、外

国人観光客等を含むすべての観光客が、身体的・言語的・心理的な障壁を感じることなく安心

して過ごせる環境を整えることで、市内周遊の促進と滞在満足度の向上を図ります。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

観光施設における心のバリアフリー認定事業者数 1 56 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

公共交通へのアクセシビリティ強化 
観光客が円滑に移動できるよう、デジタルを活用した運行情報

の発信や多言語案内の充実により情報インフラを整備し、公共交
通の利便性向上を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 
市民生活環

境課 

観光協会 
関係事業者 

新規 

観光バスの一時待機場所の確保 
主要拠点周辺における既存の有効スペースを柔軟に活用するこ

とで、大型バス・貸切バスの一時待機場所を確保し、運用の最適
化を通じて安全な受入体制を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

継続 

ユニバーサルツーリズムの推進 
高齢者、障がい者、子ども連れの方、外国人観光客等が快適に

移動・滞在できるよう、主要拠点へのユニバーサルデザイン導入
を推進します。また、観光施設等における「心のバリアフリー認
定制度 10」の普及・活用を通じ、誰もが温かく迎え入れられる受
入環境づくりを推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 

新規 
道の駅いとまんにおけるインフラ整備 

観光客の利便性向上に向け、老朽化対策等と合わせたユニバー
サル対応を含む受入機能や施設環境の強化を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 

  

 
10 観光庁が推進する認定制度で、施設のバリアフリー情報の公開や、接遇面での取組等を評価する。 
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▌ 基本施策７－５ 南部一体となった広域観光圏の形成と滞在型観光の促進 
 
 現状・課題 

糸満市は南部地域の一角として、平和学習資源や自然・文化資源を有しているものの、観光

施策は市町単位で完結する傾向が強く、広域的な周遊や滞在促進には十分つながっていません。

南部地域全体に共通する交通利便性や受入環境、平和学習等の課題に対し、各市町の観光担当

部署や行政間での連携・協力体制が十分に構築できていない現状があります。今後は、スポー

ツツーリズム（合宿、大会誘致）やＭＩＣＥ（国際会議、展示会）といった集客力と経済効果

が高い分野において、広域連携によるスケールメリットを最大限に活かす戦略が必要です。滞

在日数の延長と観光消費額の増加を目指し、単なる交流に留まらない、高付加価値な事業を実

現するための実行体制を構築する必要があります。 
 

 施策内容 

南部広域市町の観光協会を土台とし、行政と観光協会が一体となった迅速な意思決定と実行

体制を構築します。スポーツ、ＭＩＣＥ、平和学習といった南部地域の強みを活かし、テーマ

性を持たせた高付加価値な観光戦略を推進します。市町連携によるルート造成や共同プロモー

ションを行うとともに、広域での勉強会や協議を通じて、交通・受入環境等の共通課題を一体

となって解決することで、南部地域全体の魅力を高める取組を推進します。 
 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

行政・観光協会が連携した広域実行体制の再構築 
南部広域市町の観光協会および近隣市町との連携を構築し、実

務者レベルでの勉強会や協議を実施します。共通課題の解決に向
けた合意形成を図り、広域観光の効果的な施策展開を推進しま
す。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係団体 

継続 

高付加価値分野（スポーツ・ＭＩＣＥ・平和学習）の広域誘

致とルート造成 
スポーツ合宿の分散開催やＭＩＣＥの広域連携プログラムな

ど、集客力と経済効果の高い事業を共同で取り組むなど、広域周
遊の促進と滞在時間の延長を図ります。南部地域の多様な資源を
結びつけた周遊ルートを提示することで、観光客の満足度向上と
地域消費の拡大を図ります。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係団体 
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▌ 基本施策７－６ 観光危機管理体制の構築と観光客の安全確保 
 
 現状・課題 

糸満市では、観光危機管理計画を策定し、関係機関との連携体制を構築してきましたが、令

和 6 年の台湾沖地震および令和 7 年のカムチャツカ半島沖地震に伴う津波警報・注意報発表時に

は、観光客に対する避難誘導や情報伝達のあり方について課題が指摘されています。特に、県

外・海外からの観光客に対する迅速な行動喚起や、現場での役割分担が十分に共有されていな

い場面がありました。今後は、計画に基づく平時からの啓発に加え、実際の災害対応を踏まえ

た検証と改善を重ね、地域住民そして本市観光客の人命を守り切る、実効性の高い観光危機管

理体制を構築していく必要があります。 
 

 施策内容 

観光危機管理計画に基づく基本啓発、情報共有、避難誘導の仕組みの強化を図ります。また、

関係機関で構成する「観光危機管理プラットフォーム」を軸に、災害時の連携訓練や運用改善

を継続的に実施することで、国内外の観光客が安全・安心に滞在できる環境の整備を推進しま

す。特に、避難情報、交通機関の運行状況、医療機関の受入れ体制といった、観光客が行動判

断に必要とする正確な情報を多言語で迅速に発信する体制を整備します。 
 

 施策に対する取組指標 

指標名 基準値 目標値（R12） 

観光危機管理プラットフォームの定期開催及び訓練の実施 ‐ 1 

 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

継続 

観光危機管理計画に基づく基礎啓発と情報伝達の強化 
観光事業者等を対象に、災害時対応に関する研修や啓発を行い

ます。また、SNS やデジタルサイネージ、防災アプリ等を活用
し、多言語による迅速な災害情報の提供と、避難場所への分かり
やすい案内体制を整備します。 

観光・スポ
ーツ振興課 
秘書防災課 

観光協会 
関係事業者 

新規 

プラットフォームの運営および実践的な訓練の実施 
観光危機管理に関するプラットフォームを運営し、平時から関

係機関との情報共有を密に行います。実際の災害対応から得た教
訓を反映した実地訓練等を定期的に実施し、現場での初動対応力
と連携体制の強化を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

新規 

観光客の安全確保に向けた避難誘導の最適化 
特に沿岸部の観光施設やホテル等において、宿泊客や立ち寄り

観光客を確実に避難させるための誘導ルートの明確化や、避難サ
インの多言語対応等を推進し、実効性のある安全対策を講じま
す。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 
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▌ 基本施策７－７ 観光地経営を支える宿泊税の円滑な導入と効果的な運用の確立 
 
 現状・課題 

糸満市では、観光振興や受入環境整備を支える安定的な財源確保が課題となっています。沖

縄県において令和 8 年度からの宿泊税導入が決定しており、市としても制度開始に合わせた確実

な対応と、配分される財源の効果的な活用が求められています。一方で、将来的に本市がより

迅速かつ独自の判断で観光施策を展開できる「市独自導入」も重要な選択肢です。決定してい

る県税制度への円滑な対応に加え、市独自の制度設計、さらには導入後を見据えた実効性の高

い運用体制の構築を、同時並行で進めていく必要があります。 
 

 施策内容 

令和８年度の宿泊税導入に向けた実務対応を確実に行うとともに、市独自の宿泊税導入を選

択肢として検討し、導入後の効果を最大化する運用体制を構築します。（仮称）観光目的税独自

導入検討委員会を設立し、令和８年度からの本格的な検討を開始するとともに、税の徴収・活

用・効果検証が円滑に機能する仕組みを整えます。 

税の使途については、観光客の利便性向上や満足度を高める受入環境の整備、さらには地域

の自然や文化の保全・活用といった多角的な施策に効果的な使途を明確にし、観光地経営の質

を継続的に高めるための最適な運用を推進します。 
 

 主な取組 

区分 取組 庁内関係課 関係団体 

新規 

（仮称）観光目的税独自導入検討委員会の設立と実効性ある

制度設計 
県税導入への対応と合わせ、市独自導入という選択肢について

もメリットや課題を多角的に協議するため同委員会を設立し、円
滑な運用に向けた体制の整備を推進します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

関係団体 
市民等 

新規 

ＰＤＣＡサイクルによる税活用の「見える化」と効果検証 
宿泊税を財源とした事業の成果を定期的に検証し、公表する仕

組みを構築します。納税者や市民、事業者に対して活用効果を明
確に示すことで、制度への信頼を醸成するとともに、得られた知
見を次なる施策の改善に繋げる運用サイクルを確立します。 

観光・スポ
ーツ振興課 

観光協会 
関係事業者 

関係団体 
市民等 
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01 推進体制 

（１）推進体制に関する基本的な考え方 

糸満市の観光振興は、行政のみの取組によって実現するものではなく、地域に関わる多様な

主体の参画と協働によって成り立つものであることから、計画の推進にあたっては、各主体の

役割や関与のあり方を踏まえた体制づくりが重要となります。 

第４章では、基本施策ごとに主な取組を整理し、それぞれの実施主体および連携主体を示し

ました。これを踏まえ、第５章では、計画全体を俯瞰した視点から、主体間の関係性や関与の

あり方を整理します。 

 

（２）主体ごとに見た計画への関与のあり方 

本計画の推進にあたっては、主体ごとに担う役割や関与の仕方が異なります。ここでは、各

主体がどのような立場で計画に関わるのか、その基本的な関与のあり方を整理します。 

 

市 
（行政） 

計画全体の方向性の共有、関係主体間の連携・調整、制度や環境面の

整備、安全・安心の確保などを通じて、計画の推進を担います。 

観光協会 
誘客や情報発信の中核を担うとともに、関係事業者や関係団体をつな

ぎ、施策や取組が現場で円滑に展開されるよう調整・推進します。 

関係事業者 
宿泊、飲食、体験、交通等の分野において、観光の現場で活躍し、観

光客を迎え、糸満市の魅力を形にしていく中心的な担い手です。 

関係団体 
商工会、農協、漁協等、地域産業や生業の立場から観光との連携を図

り、取組の広がりや持続性を支えます。 

市民等 
地域活動や日常生活の中での受入、地域文化の継承などを通じて観光

に関わり、糸満市らしいおもてなしの基盤を形成します。 

観光客 
（来訪者） 

地域のルールやマナーを理解し、地域との交流を通じて、持続可能な

観光の実現に寄与する主体として位置付けられます。 
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（３）本計画を推進する主体間の関係性の全体像 

観光の価値は、行政、観光協会、関係事業者、関係団体、市民等、そして観光客が、それぞ

れの立場から関わり合うことで形づくられていきます。 

前述の主体ごとの関与のあり方を踏まえ、計画全体を推進していくうえでの主体間の関係性

を示します。 

 

 
  

将来像
ＩＴＯＭＡＮ ＰＲＩＤＥ

－誇り、感動、再生。
幸せが循環する新しい観光のカタチ、糸満。

の実現

 計画の方向性共有
 連携・調整
 公的な基盤整備

市（行政）

 宿泊・飲食・体験
等の提供

 市内産業との連携

関係事業者・団体

 地域のルールやマナー
を理解

 地域との交流
 市内での消費

観光客（来訪者）
事業実施

支援

誘客・
情報発信の連携

施策内容周知／
地域活動
との連携

情報共有／
計画の推進

 伝統文化の継承
 地域イベントへの参画
 観光客 （来訪者 ）との

交流

市民等

日常における
サービス提供／
地域資源を活か

した交流

観光情報
の発信

サービス・
体験の提供

地域との
交流

情報提供／
安全確保

 誘客・情報発信
 関係者との調整
 各種取組の推進

観光協会

地域との
連携
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02 期待される財源の活用 

本市の観光振興を支える財源として、これまで「ふるさと納税」は、市全体の行政サービ

スや地域づくりを支える貴重な役割を担ってきました。ふるさと納税は観光に特化した財源

ではありませんが、寄付者からの想いを地域振興や市民サービスに還元し、観光関連施策を

含む地域の持続的な発展に大きく貢献しています。 

こうした既存の財源に加え、沖縄県において宿泊税の導入が決定したことにより、本市の

観光振興を推し進めるための貴重な財源が誕生します。沖縄県は、国との法定外目的税新設

に係る協議書のなかで、「国内外の人々から選ばれる持続可能な観光地として発展していくこ

とを目指し、安全かつ安心で快適な観光の実現、旅行者の受入れ体制の充実強化、その他の

観光の振興に関する施策に要する費用に充てる」として、その使途の方向性を明らかにして

います。 

これに基づき、導入初期においては県の指針（５つの柱）に沿って本市の観光振興施策を

推進することとなりますが、令和８年度からは本市独自の宿泊税導入に向けた検討を開始し

ます。独自導入により、本市の判断で優先すべき施策に財源を充当できるなど、柔軟な制度

運用が可能となります。一方で、沖縄観光全体の持続的な発展に向け、引き続き県の方針と

の連携を図りながら、効果的な施策の展開に努めてまいります。 

 

Ａ 
安全・安心で快適な観光の実現 
（観光危機管理、海の安全） 

観光危機管理や海の安全対策など安全・安心で
快適な観光を実現する取り組み 

Ｂ 
県民・観光客双方にとって 
満足度の高い受入体制の充実強化 

県民・観光客にとって快適な交通対策の充実な
ど受入体制の整備及び利便性・満足度の向上に
資する取り組み 

Ｃ 
観光地における環境及び良好な 
景観の保全、並びに魅力ある付加
価値の高い観光地ブランドづくり 

自然環境・歴史文化の保全、沖縄らしい景観に
配慮した観光の推進等、魅力ある付加価値の高
い観光地ブランドづくりに資する取り組み 

Ｄ 
観光の振興に通じる 
文化芸術の継承及び発展 
並びにスポーツの振興 

独自の伝統文化やスポーツ等のソフトパワーを
活かした多彩かつ質の高い観光の推進に資する
取り組み 

Ｅ 

地域社会の持続可能な発展を、 
観光を通じて促進することによる 
県民理解の向上と、これを前提と
した国内外からの観光旅行の促進 

地域社会、経済、環境の３つの側面においてバ
ランスのとれた持続可能な観光施策を推進し、
県民に理解され世界から選ばれる観光地を形成
する取組 

 
本市の施策体系と県の指針を照合すると、次ページのとおり、県の掲げる５つの指針すべ

てにおいて、本市の取組がまんべんなく一致していることが確認できます。このように、本

市の各種施策は県の指針を幅広く網羅しており、県の財源を活用する場合においても、また

将来的な市独自の財源活用においても、円滑かつ効果的な運用が可能な体系となっています。 
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本計画の基本施策 
県の指針 

A B C D E 

１ 経
済 

１ 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化    ●  

２ 市内産業と観光が響き合う地域経済の活性化   ●   

３ 「スポーツのまち糸満」のブランド化と
誘致推進    ●  

４ 海人文化が息づく魅力あふれる拠点づくり ●  ● ●  

２ 

社
会
文
化 

１ 多様な学びに応える平和学習の充実  ● ● ● ● 

２ 歴史・文化資源の活用と発信    ●  

３ 伝統行事の継承と地域イベントの創出    ●  

３ 環
境 

１ 観光地の景観美化・活用と海辺環境の整備 ●  ●  
 

４ 国
外 

１ 地域資源を活かした高付加価値な滞在型観光の
推進  ● ●  ● 

２ 多言語対応の拡充と安心・快適な滞在環境の
創出 ● ●   ● 

５ 国
内 

１ 関係人口の創出と共創の促進   ●  ● 

６ 共
生 

１ 地域と調和するレスポンシブル・ツーリズム
（責任ある観光）の浸透  ●   ● 

７ 基
盤 

１ 観光まちづくり体制の強化と人材育成  ●    

２ 観光ＤＸを通じた観光客満足度の向上と
受入環境の最適化 ● ●    

３ 多様な媒体による一貫した情報発信の推進 ●  ●   

４ 誰もが快適に周遊できるユニバーサルな
環境づくり ● ●    

５ 南部一体となった広域観光圏の形成と
滞在型観光の促進   ●   

６ 観光危機管理体制の構築と観光客の安全確保 ●     

７ 観光地経営を支える宿泊税の円滑な導入と
効果的な運用の確立      
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03 進行管理 

本計画の将来像「ITOMAN PRIDE」を実現するため、設定した KGI・KPI および各施策の取組指

標に基づき、着実な PDCA サイクルを運用します。指標の管理にあたっては、具体的かつ測定可

能な「SMART 11の法則」を意識し、社会情勢の変化に柔軟に対応した進行管理を行います。 

 

（１）計画の目標年度と指標設定 

本計画は 2026（令和８）年度から 2035（令和 17）年度までの 10 年間を計画期間としており、

各指標の目標値は以下の２段階で設定・管理します。 

 

最終目標年度 
（2035（令和 17） 

年度） 

10 年間の計画期間の到達目標として、将来像の実現度を測る

長期的な目標を定めます。 

中間目標年度 
（2030（令和 12） 

年度） 

上位計画である「第５次糸満市総合計画後期基本計画」の目

標年度に合わせ、各施策の取組指標には「2030（令和 12）年

度時点の中間目標値」を設定します。 

目標値の再設定 
（中間改訂時） 

2030（令和 12）年度の中間目標達成状況や社会情勢の変化を

検証したうえで、中間改訂時に後半５年間（2031（令和 13）

年度～2035（令和 17）年度）の新たな目標値を改めて策定

し、計画の実効性を維持します。 

 
  

 
11 Specific（具体的な）Measurable（測定可能な）Achievable（達成可能な）Relevant（関連性のある）

Time-bound（期限を定めた）の頭文字をとった目標設定手法の考え方。 
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（２）進捗把握のサイクルと検証の流れ 

着実な PDCA サイクルを回すため、以下の３段階の頻度で進捗の把握と検証を実施します。 

 

毎年 
（活動実績の蓄積と 

内部評価） 
【Plan – Do - Check】 

市および関係団体において、年度ごとの事業実績を収集・蓄

積します。庁内においては、既存の「政策マネジメントシー

ト」を活用し、各担当課が取組状況を報告することで、日常

的な進捗管理を行います。 

２年に１度 
（定期検証と 
 外部評価） 

【Check - Action】 

計画期間中に計４回の定期検証を行います。総合計画の評価

数値や、関連団体（観光協会、農協、漁協、商工会等）から

得られる実績値を収集し、有識者や事業者等で構成される

「観光まちづくり協議会」において、施策の有効性を多角的

に検証・評価します。この結果に基づき、必要に応じて具体

的な取組内容の改善や見直しを行います。 

５年に１度 
（詳細調査と 

中間改訂・ 
達成度評価） 

【Total Evaluation 
（総合評価）】 

計画の中間期および計画期間の終盤（前年度を含む）の節目

に、「市民・事業者・観光客アンケート」を実施します。実績

数値だけでは見えない満足度や意識の変化を詳細に把握し、

社会情勢の変化に応じた中間改訂に向けた見直しを行うとと

もに、最終的には計画全体の達成度を総合的に評価します。 

 

 

（３）推進組織による合意形成 

年に１回程度開催される「観光まちづくり協議会」は、計画の進捗を確認するだけでなく、

次年度の重点的な取組方針について官民が合意形成を図る場として機能させます。外部の専門

的知見や現場の声を柔軟に反映させることで、行政と民間が一体となった「持続可能な観光地

経営」を推進します。 
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 進行管理のイメージ 

 

 
 

  

PLAN

観光振興基本計画の
策定・見直し

DO

基本施策や主な取組
の実行

CHECK

計画の進捗状況の
評価・分析

ACTION

改善し
次のサイクルへ

ＰＤＣＡ
サイクル
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資料編 
01 計画策定の経過 

02 各種調査結果 

03 計画の運用 
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01 計画策定の経過 

（１）策定の進め方 

本計画は、以下の進め方で策定しました。 

 

 
  

糸満市（市長・庁議）

決定した
観光振興基本計画
を提出

策定検討委員会を設置
計画の策定や現況把握等
を指示

糸満市
観光・スポーツ

振興課
（事務局）

策定支援事業者

提案確認

策定検討委員会の意見を
踏まえた案の修正

現況把握や
案の作成等を指示

市民アンケート 事業者アンケート 事業者ヒアリング 観光客アンケート 人流データ

地域の現況の把握

策定検討委員会

策定検討委員会へ
案等を提出

幹事会

幹事会が提出した案
を審議し、修正及び
検証等を指示

幹事会へ
案等を提出

作業部会

前計画の評価や庁内
照会等を指示
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（２）策定の経過 

▌ 作業部会 
 

会議名 年月日 協議内容 

第１回 
作業部会 

令和７年 
９月３日 

 前計画の評価について 
 国や県の観光動向について 
 上位関連計画の整理について 
 施策案や事業案の検討に資する意見交換 

第２回 
作業部会 

令和７年 
12 月３日 

 前計画の評価について 
 第２次糸満市観光振興基本計画 素案について 

 

 
▌ 幹事会 

 
会議名 年月日 協議内容 

第１回 
幹事会 

令和７年 
９月 10 日 

 国や県の観光動向について 
 上位関連計画の整理について 
 前計画の評価について 
 宿泊税の検討について 
 施策案や事業案の検討に資する意見交換 

第２回 
幹事会 

令和８年 
１月７日 

 第２次糸満市観光振興基本計画 素案について 
 宿泊税の検討について 

第３回 
幹事会 

令和８年 
３月 19 日 

 パブリックコメントの実施報告 
 第２次糸満市観光振興基本計画（案）について 
 宿泊税の検討について情報提供 
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▌ 策定検討委員会 
 

会議名 年月日 協議内容 

第１回 
策定検討委員会 

令和７年 
９月 25 日 

 国や県の観光動向について 
 上位関連計画の整理について 
 前計画の評価について 
 第２次糸満市観光振興基本計画 骨子案について 
 宿泊税の検討について 

第２回 
策定検討委員会 

令和８年 
１月 19 日 

 第２次糸満市観光振興基本計画 素案について 
 宿泊税の検討について 

第３回 
策定検討委員会 

令和８年 
３月 19 日 

 パブリックコメントの実施報告 
 第２次糸満市観光振興基本計画（案）について 
 宿泊税の検討について情報提供 
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（３）策定メンバー 

▌ 作業部会 
 

委員 所属 

大城 竜彦 糸満市役所経済部商工水産課 

玉城 勝 糸満市役所経済部商工水産課 

伊敷 貴也 糸満市役所経済部農政課 

本村 弥生 糸満市役所企画部政策推進課 

仲間 勇 糸満市役所市民健康部市民生活環境課 

下里 賢正 糸満市役所福祉部障害福祉課 

久保田 剛啓 糸満市役所建設部建設課 

大城 一成 糸満市教育委員会生涯学習課 
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▌ 幹事会 
 

区分 委員 所属 

会長 浦崎 盛寛 一般社団法人糸満市観光協会 次長 

 屋良 朝仁 有限会社ジェイ旅行サービス 代表取締役 

 上原 一志 糸満市商工会 事務局長 

 金城 和弘 沖縄県農業協同組合糸満支店 支店長 

 大城 栄喜 糸満漁業協同組合 参事兼加工部長兼販売部長 

 島袋 裕也 シャボン玉石けん くくる糸満 館長 

 
トゥイトゥー 
ルドヴィック 

ツアーコーディネーター（元地域おこし協力隊） 

 伊敷 寛之 糸満市役所経済部商工水産課 課長 

 又吉 琢巳 糸満市役所経済部農政課 課長 

 金城 壮 糸満市役所企画部政策推進課 参事兼課長 

 大仲 良史 糸満市役所市民健康部市民生活環境課 課長 

 大湾 加奈恵 糸満市役所福祉部障害福祉課 課長 

 喜納 亨 糸満市役所建設部建設課 課長 

 大城 尚之 糸満市教育委員会生涯学習課 課長 
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▌ 策定検討委員会 
 

区分 委員 所属 

委員長 波多野 想 琉球大学 教授 

 仲里 隆 一般社団法人 糸満市観光協会 会長 

 山内 竜二 糸満市物産センター遊食来 総務部 部長 

 
具志堅 一 

※R7.9～R7.12 
サザンビーチホテル＆リゾート沖縄 総支配人 

 
引原 史博 

※R8.1～ 
サザンビーチホテル＆リゾート沖縄 総支配人 

 後藤 康 琉球ホテル＆リゾート名城ビーチ 総支配人 

 金城 孝 
一般社団法人 沖縄観光コンベンションビューロー 
事務局長兼海外ＭＩＣＥ事務部長 

 小浜 守善 沖縄県文化観光スポーツ部 観光政策課 課長 

 大城 友恵 沖縄県平和祈念資料館 館長 

 普天間 朝佳 ひめゆり平和祈念資料館 館長 

 上原 長榮 糸満市経済団体協議会 会長 

 西坂 涼 琉球大学 講師 

 親川 修 
特定非営利活動法人バリアフリーネットワーク会議 
代表 

副委員長 新垣 行則 糸満市役所経済部 部長 
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（４）設置要綱 
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02 各種調査結果 

（１）市民アンケート 

▌ 調査概要 

対象：無作為抽出された満 18 歳以上の市民 

方法：郵送での配布・回収 

期間：令和７年９月 16 日（火）から令和７年 10 月 14 日（火）まで 

回収：25.3％（547 通／2,160 通） 

※結果概要において、構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計値が 100％と

はならない場合があります。 

 
▌ 結果概要 

 属性 

年代と性別は、全体的に女性からの回答が多い結果となりました。 

 

 

職業は「会社員」が、居住地は「糸満地域」が、それぞれ最も多くなりました。 

    

 

  

男性, 80歳以上, 30人

男性, 70歳代, 43人

男性, 60歳代, 48人

男性, 50歳代, 29人

男性, 40歳代, 33人

男性, 30歳代, 24人

男性, 20歳代, 24人

男性, 20歳未満, 1人

女性, 80歳以上, 26人

女性, 70歳代, 49人

女性, 60歳代, 58人

女性, 50歳代, 48人

女性, 40歳代, 46人

女性, 30歳代, 29人

女性, 20歳代, 29人

女性, 20歳未満, 5人年代×性別
（n=522）

※無回答を除く

会社員
26%

公務員・
団体職員

8%

自営業
（商工業）

4%
自営業

（農林水産業）
4%

パート・
アルバイト

16%

専業主婦
／主夫

11%

学生
3%

無職
22%

その他
3%

無回答
3%

職業
(n=547)

糸満地域
22.5%

西崎地域
20.8%

兼城地域
19.0%

高嶺地域
18.6%

三和地域
17.2%

無回答
1.8%

居住地
（n=547）
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家族構成は「子どもと同居」が、居住年数は「20 年以上」が、それぞれ最も多くなりま

した。 

    
 

 観光客増加による変化 

観光客増加によるプラスの変化は、経済効果の実感が大きくなりました。一方、マイナ

スの変化は、マナー違反による迷惑が最も多くなりました。 

 

       

一人暮らし
14.8%

配偶者又は
パートナーと

二人暮らし
26.5%

親と同居
15.9%

子どもと同居
30.2%

親と子ども
と同居

5.7%

その他
3.8%

無回答
3.1%

家族構成
（n=547）

１年未満
4.4%

１～４年
10.8%

５～９年
7.5%

10～19年
12.6%

20年以上
63.1%

無回答
1.6%

居住年数
（n=547）

61.6%

49.7%

49.5%

28.8%

27.1%

22.8%

15.1%

13.2%

12.8%

12.1%

11.1%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

地域経済が活性化し、賑わいが生まれる

街並み整備や店舗増加など、生活環境の向上

交通網が整備され、交通利便性の向上

イベントや遊ぶ場所が増える

本市の知名度やブランド力の向上

地域への愛着や誇りが高まる

海や森などの自然環境が守られる

観光客等との交流促進で交友関係が拡大

本市の観光資源を活かしたレクリエーション・アクティビティが増える

移住者の増加等によるコミュニティ活動の活発化

観光客増加によるプラスの影響を感じない

その他

観光客増加によるプラスの変化
（n=531）

54.9%

47.5%

41.3%

36.7%

32.7%

22.4%

15.8%

10.6%

9.3%

5.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80%

観光客のマナー違反により迷惑を被る

交通量が増加し、交通渋滞や混雑の発生

治安の悪化や犯罪の増加

騒音や雰囲気の破壊により、生活環境の悪化

日常の生活空間や商業施設などで混雑が発生

環境破壊や汚染

観光客増加によるマイナスの影響を感じない

自身の生活圏へ観光客が流入する嫌悪感

まちなみや景観の悪化

地域の伝統・文化等の衰退

その他

観光客増加によるマイナスの変化
（n=526）
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 訪れて欲しい観光客像 

訪れて欲しい観光客像は、「積極的に市内で消費をしてくれる観光客」が最も多くなりま

した。 

 
 

 観光への関わり方 

観光への関わり方は、「地域の美化や清掃」が最も多くなりました。一方、「特になし」

も同程度であり、市民の観光振興への関与を促す必要があります。 

 
 

  

51.7%

47.1%

34.9%

33.1%

27.2%

15.8%

15.4%

8.1%

7.9%

5.5%

1.2%

0% 20% 40% 60%

積極的に市内で消費をしてくれる観光客

リピーターとして何度も訪れてくれる方

スポーツ関係者（合宿やキャンプ等）

これまで糸満市に来たことがなかった方

修学旅行生

地域住民との交流に積極的な観光客

県民（県内他市町村に住んでいる方）

自身の友人や知人

長期滞在してくれる方

外国人客（アジア・欧米問わず）

その他

訪れて欲しい観光客像
（n=493）

39.9%

18.5%

17.6%

14.7%

11.5%

8.3%

37.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の美化や清掃

知人やSNS等を通じて発信する

地域の伝統や文化等の保存・継承

地域のパトロール、防災訓練、交通安全等

イベント運営等の活動

観光客等への観光案内活動

特になし

その他

観光への関わり方
（n=529）
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 スポーツコンベンションに期待する効果 

スポーツチームのキャンプや合宿受入によって期待する効果は、「子どもたちに夢や希望

を与える」が最も多くなりました。 

 

 

  

78.2%

37.5%

31.3%

24.9%

21.8%

18.1%

13.2%

11.9%

4.6%

2.9%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもたちに夢や希望を与える

一流のパフォーマンスに感動や元気を得る

地域のスポーツ振興に貢献する

知名度・地域イメージが向上する

身近な目標となる存在ができる

観光関連産業の振興に寄与する

地域の誇りや活力がうまれる

地域の一体感・連帯感がうまれる

特に期待しない

わからない

その他

スポーツコンベンションに
期待する効果

（n=519）
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 ラーケーションの推進 

ラーケーションについて、「大いに興味がある」「少し興味がある」を合計し、30.2％が興

味を示しました。 

糸満市がラーケーションの受入先となることについて、「大いに賛成」「やや賛成」を合

計し、53.8％が賛成と回答しました。 

また、ラーケーションを推進するうえで特に重要だと思うことは、「糸満市ならではの自

然・文化・食に触れる体験プログラムの充実」が最も多くなりました。 

   

 

 
  

大いに興味
がある
11.4%

少し興味
がある
18.8%

あまり興味
がない
15.7%

全く興味がない
4.0%

「ラーケーション」
を知らなかった

50.1% ラーケーション
への興味

（n=527）

大いに賛成
23.8%

やや賛成
30.0%やや反対

3.8%

大いに反対
0.2%

どちらでも
ない

42.3%
ラーケーション

受入の賛否
（n=504）

72.3%

57.9%

49.1%

45.9%

42.1%

34.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

糸満市ならではの自然・文化・食に触れる
体験プログラムの充実

ラーケーションに役立つ情報の発信強化

快適なWi Fi環境や電源設備が
整った場所の整備

平和教育を軸とした
学習体験プログラムの充実

宿泊施設の充実や滞在プランの提供

地域住民との交流を促す
イベントや交流機会の創出

その他

ラーケーション推進のうえで
重要だと思うこと

（n=159）
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 観光振興で得られた財源の使途意向 

観光振興で得られた財源について、「観光インフラの整備」への使途意向が最も多くなり

ました。 

 

  

51.7%

33.8%

32.0%

28.1%

16.7%

15.3%

14.3%

13.4%

13.0%

10.8%

9.6%

7.9%

2.8%

6.7%

0% 20% 40% 60%

観光インフラの整備

糸満観光の多様化・安定化

観光資源の保全

観光資源の活用

観光人材の確保・育成

観光二次交通対策

観光危機管理対応強化

消費環境拡充

糸満観光体験メニュー拡充・強化

多言語対応力強化

糸満観光施策推進に必要な実態把握

市民の観光に対する理解促進

その他

分からない

財源の使途意向
（n=509）
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（２）事業者アンケート 

▌ 調査概要 

対象： （一社）糸満市観光協会または糸満市商工会の会員 

方法：郵送での配布・回収 

期間：令和７年８月６日（水）から令和７年 10 月８日（水）まで 

回収：15.8％（196 通／1,240 通） 

※結果概要において、構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計値が 100％と

はならない場合があります。 

 
▌ 結果概要 

 属性 

組織形態は「株式会社・有限会社等」が、業種は「建設業」が、それぞれ最も多くなり

ました。また、事業継続年数は「10 年以上」が 67.3％を占めました。 

   

 

 

 

  

株式会社・
有限会社等

58.2%

組合
1.5%

NPO法人
0.5%

協議会等の
任意団体

1.0%

個人（自営業）
35.7%

その他
3.1%

組織形態
（n=196）

23.0%
12.2%
11.2%

8.2%
4.1%
3.6%
2.6%
2.6%
2.0%
1.0%
0.5%

40.8%

0% 20% 40% 60%

建設業
小売業（土産品店以外）

飲食業
卸売業

小売業（土産品店）
宿泊業

旅客運送・交通業
娯楽・レジャー業

農業
旅行業（ツアー事業）

漁業
その他

業種（n=196）

１年未満
3.1%

１～２年
5.6%

３～５年
11.2%

６～９年
12.8%

10年以上
67.3%

事業継続年数
（n=196）
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経営上の課題または今後必要な取組は、「人材の不足」が最も多くなりました。 

 

 

防災に関する取組は、「職員の緊急連絡先の把握」が最も多くなりました。 

 

 

  

46.8%
28.5%

25.3%
19.9%
19.4%
18.8%

17.7%
15.6%

13.4%
10.2%
9.7%

8.6%
8.6%
8.1%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人材の不足
仕入単価の上昇

生産性維持または向上
新たな事業の展開

取引先の拡大
業務のIT化

現事業の拡大
地元客層の獲得

資金調達
他社または他業種との連携

自組織のPR活動
観光客層の獲得

デジタルマーケティング・SNS等での情報発信強化
民間あるいは消費者需要の停滞

その他

経営上の課題（n=196）

51.2%

45.7%

28.0%

20.1%

19.5%

18.9%

11.6%

9.8%

5.5%

5.5%

6.7%

0% 20% 40% 60%

職員の緊急連絡先の把握

点検の実施、更新等による設備・商品の安全化

避難計画等の防災マニュアルの作成

災害時の糸満市との連携

AED（自動体外式除細動器）の設置

耐震化等による施設の安全化

電話やメール以外の独自の連絡手段の設置

スタッフや観光客を加えた避難訓練の実施

観光客の連絡先の把握

観光客向けの非常食や毛布等の備蓄

その他

防災に関する取組（n=164）
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 観光協会の事業内容や活動の認知度 

観光協会の事業内容や活動の認知度について、全事業者では「あまり知らない」「全く知

らない」が半数以上の 65.6％を占めました。 

観光関連事業者においては「よく知っている」「ある程度知っている」が半数以上の

57.1％を占めました。しかし、約４割の観光関連事業者が「あまり知らない」「全く知らな

い」と答えていることから、同協会の機能強化および事業者への情報共有が求められます。 

 

 

 
 

  

よく
知っている

5.6%

ある程度
知っている

28.7%

あまり
知らない

48.2%

全く知らない
17.4%

観光協会の
活動の認知度

（n=195）

よく
知っている

14.3%

ある程度
知っている

42.9%

あまり
知らない

32.7%

全く知らない
10.2%

観光関連事業者
観光協会の

活動の認知度
（n=49）
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 観光協会に期待する役割や機能 

観光協会に期待する役割や機能は、「観光プロモーション・情報発信の強化」が最も多く

なりました。 

 

 
  

67.2%

37.1%

35.5%

32.3%

31.7%

28.0%

27.4%

18.3%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

観光プロモーション・情報発信の強化

観光商品の企画・開発

観光事業者間の連携・交流促進

危機管理・防災対策における連携

行政への意見具申・提言

観光客からの問い合わせ対応・案内

観光統計データの収集・分析・提供

観光人材育成・研修

その他

観光協会に期待する役割や機能
（n=186）
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 観光客増加による変化 

観光客増加によるプラスの変化は、経済効果の実感が大きくなりました。一方、マイナ

スの変化は、マナー違反による迷惑が最も多くなりました。 

 

       

 
  

74.7%

41.6%

37.9%

34.2%

25.3%

23.2%

14.7%

13.7%

11.6%

11.6%

5.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

地域経済が活性化し、賑わいが生まれる

交通網が整備され、交通利便性の向上

本市の知名度やブランド力の向上

街並み整備や店舗増加など、生活環境の向上

イベントや遊ぶ場所が増える

地域への愛着や誇りが高まる

観光客等との交流促進で交友関係が拡大

本市の観光資源を活かしたレクリエーション・アクティビティが増える

海や森などの自然環境が守られる

移住者の増加等によるコミュニティ活動の活発化

観光客増加によるプラスの影響を感じない

その他

観光客増加によるプラスの変化
（n=190）

47.0%

44.3%

34.6%

25.9%

23.8%

22.7%

20.0%

10.3%

5.9%

5.4%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80%

観光客のマナー違反により迷惑を被る

交通量が増加し、交通渋滞や混雑の発生

治安の悪化や犯罪の増加

騒音や雰囲気の破壊により、生活環境の悪化

日常の生活空間や商業施設などで混雑が発生

環境破壊や汚染

観光客増加によるマイナスの影響を感じない

まちなみや景観の悪化

自身の生活圏へ観光客が流入する嫌悪感

地域の伝統・文化等の衰退

その他

観光客増加によるマイナスの変化
（n=185）
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 観光振興で得られた財源の使途意向 

観光振興で得られた財源について、「観光インフラの整備」への使途意向が最も多くなり

ました。 

 

 
 観光振興への協働意向 

観光振興への協働意向について、協力・連携の意向が半数を占めました。また、「観光分

野へのアプローチの方法が分からない」という声もうかがえ、継続した情報発信が求めら

れます。 

  

50.5%

31.9%

31.3%

24.2%

17.6%

17.6%

17.0%

15.4%

14.8%

9.9%

7.7%

6.0%

4.4%

9.3%

0% 20% 40% 60%

観光インフラの整備

観光資源の保全

糸満観光の多様化・安定化

観光資源の活用

観光危機管理対応強化

多言語対応力強化

糸満観光体験メニュー拡充・強化

消費環境拡充

観光二次交通対策

観光人材の確保・育成

糸満観光施策推進に必要な実態把握

市民の観光に対する理解促進

その他

分からない

財源の使途意向
（n=182）

41.9%

27.4%

15.1%

8.6%

5.4%

1.6%

0% 20% 40% 60%

観光客との接点がない

市から要望があれば適宜協力する

市と話し合い等を行い、
協力しながら観光振興を行っていく

他事業者と協力して積極的に観光振興に
取り組み、市には支援をお願いする

観光分野へのアプローチの方法が分からず、
情報を提供してほしい

観光振興に協力する気はない

観光振興への協働意向
（n=186）
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（３）事業者ヒアリング 

▌ 調査概要 

対象：関連産業団体のほか、宿泊施設や観光関連施設等の市内事業者 

方法：対面でヒアリング調査 

実査：市内 13 事業者・団体 

 
▌ 結果概要 

現状 

■来訪者の特性・動向 
 観光施設では、来場者は県外が中心（9 割）、インバウンドは 1 割前後。 
 韓国・台湾など東アジアからの訪問が多い。 
 一部事業者では、インフルエンサー発信により韓国からの宿泊客が増加。 
 バス会社からは、修学旅行の減少傾向（移動費高騰・県外助成枠の上限超過など）

との指摘。 

■業務上の課題 
 観光市場の変化により、商業者の間では個店支援への移行が進む。 
 カード決済トラブルが多い（特に中国・台湾）。説明対応に人員が割かれる。 
 タクシー業界では、アプリ手数料やキャッシュレス決済手数料負担が増大。 
 物販施設では高額商品が外国客に売れにくい（破損リスク・送料が高価）。 

■インフラ・施設面の課題 
 トイレの不足、24 時間利用施設の要望。 
 清掃負担の大きさ（食事後のごみ・マナー問題など）。 
 バス駐車場・団体用停車スペース不足。 
 道の駅いとまんや糸満市場いとま～るなど周辺エリアでの駐車場不足。 
 ホテル周辺では夜間の暴走行為など安全面の懸念。 

今後の 
展望 

・要望 

■プロモーション・誘客 
 プロモーション強化（特に国内向け）への期待が大きい。 
 インフルエンサーなどデジタル活用型の PR への要望。 
 スポーツ合宿誘致では、実業団・大学など費用面の支援が鍵との指摘。 
 レンタカー利用者の動線から、糸満に誘客する仕掛けの必要性。 
 修学旅行・一般団体のキャラバンセールス実施を望む声も多数。 

■体験・コンテンツ開発 
 体験商品の短時間化・効率化を検討。 
 ジップライン等、新アクティビティの導入希望。 
 体験型プログラムへの SDGs 要素の組込みを進める動きも。 
 地域イベントは通年の集客につながる仕組みづくりが必要との意見。 

■地域環境・安全対策 
 夜間の暴走行為対策。 
 客引き行為の抑制、看板・注意喚起。 
 清掃・マナー改善のための表示板や管理の強化。 
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宿泊税 
の使途 

■ソフト施策希望 
 プロモーション事業 
 スポーツ団体への 受入支援 
 キャラバンセールス・イベント開催 
 モニター費・広報ツールの整備 
 地域交通の利用促進・迎車手数料の補填 

→特に、宿泊・観光関連事業者からは、「宿泊税はハード整備ではなくソフトに」と
いう声が強い。 

■ハード施策希望 
 トイレ、清掃、Wi-Fi 等の基盤整備 
 駐車場の拡充 
 市場や道の駅でのインフラ強化 
 周辺の安全対策（街灯・除草など） 
 設備投資（レジ導入・改修等） 

市・ 
観光協会 

との 
協働意向 

 全事業者が協働意向ありと回答。 
 他の設問項目における回答を踏まえると、多くが「情報共有」「イベント連携」「販促

支援」での協働を期待。 
 一方、一部業種は「地元客中心」の意向もあり。 
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（４）人流データ 

▌ おきなわ観光地域カルテ 

 来訪者居住地（国内） 

県外来訪者を居住地別にみると、全都道府県から来訪していることが分かります。特に、

航空路線の利便性や人口規模の大きい地域からの来訪が多くなっています。 

 

 
  

© GeoNames, Microsof t, Zenrin

提供元: Bing

来訪者居住地（R7.1～R7.12）
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 月別来訪者割合（国内） 

過去２年間の月別来訪者割合をみると、8 月、または 10～12 月にかけて来訪者の割合が

比較的高くなっています。 

 
 

 月別宿泊者割合（国内） 

過去２年間の月別宿泊者割合をみると、特に 8 月、そして４月にかけて宿泊者の割合が比

較的高くなっています。 

 
 

 月別来訪者割合（インバウンド） 

過去２年間の月別来訪者割合をみると、７月～８月にかけて来訪者の割合が比較的高く

なっています。 
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（５）観光客アンケート 

▌ 調査概要 

対象：道の駅いとまんを訪れた観光客または糸満市内を周遊する路線バスに乗車した観光客 

方法：調査票および二次元バーコードの留め置き 

期間：令和７年７月 26 日（土）から令和７年 10 月 28 日（火）まで 

回収：450 通 

※結果概要において、構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計値が 100％と

はならない場合があります。 

 
▌ 結果概要 

 属性 

年代と性別は、全体的に女性からの回答が多い結果となりました。 

 

 

居住地は「国内」が、世帯年収は「400 万円以上～600 万円未満」が、それぞれ最も多く

なりました。 

    

 

  

男性, 80歳以上, 0人

男性, 70歳代, 4人

男性, 60歳代, 14人

男性, 50歳代, 31人

男性, 40歳代, 27人

男性, 30歳代, 46人

男性, 20歳代, 32人

男性, 20歳未満, 11人

女性, 80歳以上, 1人

女性, 70歳代, 5人

女性, 60歳代, 29人

女性, 50歳代, 35人

女性, 40歳代, 61人

女性, 30歳代, 73人

女性, 20歳代, 49人

女性, 20歳未満, 19人年代×性別
（n=437）

※無回答を除く

沖縄県内
7.6%

国内
68.0%

国外
22.4%

回答しない
2.0%

居住地
（n=450）

300万円未満
9.3%

300万以上～
400万円未満

12.2%

400万以上～
600万円未満

19.1%
600万以上～
800万円未満

14.0%

800万以上～
1,000万円未満

9.6%

1,000万円
以上

17.3%

回答しない
18.4%

世帯年収
（n=450）
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 旅行スタイル 

目的や関心があるものは、「美味しい食べ物や飲み物を味わうこと」「美しい自然や風景

を楽しむこと」が突出して多くなりました。 

旅行中の行動傾向は、「主要な観光地だけ決め、あとは現地で調整する」が最も多くなり

ました。 

 

    

 

  

69.8%

62.4%

41.2%

38.5%

37.4%

35.1%

20.4%

14.8%

1.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

美味しい食べ物や飲み物を味わうこと

美しい自然や風景を楽しむこと

日常を忘れてリラックスすること

新しい文化や歴史に触れること

体験やアクティビティを楽しむこと

ショッピングやエンターテインメントを満喫すること

戦争や平和について学ぶこと

地元の人とのふれあいや交流を楽しむこと

特に目的や関心はない

その他

目的や関心があるもの
（n=447）

50.9%

39.0%

32.7%

20.0%

11.0%

7.7%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

主要な観光地だけ決め、あとは現地で調整する

事前にしっかりと計画を立てる

現地で思いついた場所に行く、自由に動きたい

他の人の口コミや流行を参考に決める

友人や家族が提案するままに従う

その時の旅行によるため、特に行動傾向はない

その他

旅行中の行動傾向
（n=444）
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 ライフスタイル 

重視するライフスタイルの価値観は、「健康や心身のリフレッシュ」「家族や友人との時

間」が突出して多くなりました。 

普段の趣味や関心があるジャンルは、「料理やグルメ巡り」が最も多くなりました。 

 

 

 

  

65.3%

58.6%

32.0%

24.8%

16.4%

14.4%

12.4%

0.7%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

健康や心身のリフレッシュ

家族や友人との時間

知識や文化の継承

冒険や刺激的な体験

地域や人のつながり

子どもや次世代へより良い社会の継承

持続可能性や環境への配慮

重視する価値観はない

その他

重視する価値観
（n=444）

68.6%

52.6%

36.1%

33.9%

26.0%

17.6%

1.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

料理やグルメ巡り

アウトドア・スポーツ

ショッピングやファッション

歴史や文化についての学びや観光

音楽や映画鑑賞

アート・美術館巡りやアート作品鑑賞

その他

趣味や関心があるジャンルはない

普段の趣味や
関心があるジャンル

（n=443）
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 糸満市までの主な交通手段 

糸満市までの主な交通手段は、「レンタカー」が最も多く 64.7％を占めました。 

 
 

 情報入手媒体 

来訪にあたっての情報入手媒体は、「インターネット上の情報」が最も多くなりました。 

 
 

  

レンタカー
64.7%

観光バス
10.1%

路線バス
12.1%

タクシー
4.0%

マイカー
7.2%

バイク
0.4%

自転車
1.1% その他

0.4%

主な交通手段
（n=447）

40.9%

21.8%

18.9%

14.7%

11.1%

7.8%

2.9%

10.7%

0% 20% 40% 60%

インターネット上の情報

SNSの書き込み等

市や観光協会のHP

友人・知人からのクチコミ

旅行雑誌やチラシ、パンフレット等

旅行会社のHPや宿泊予約サイト

その他

特に参考にしたものはない

情報入手媒体
（n=450）
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 来訪以前の糸満市の認知度 

認知度は、「以前からよく知っていた・何度も訪れている」が 32.7％を占めました。 

 
 

 糸満市の観光で特に力を入れるべきだと思う取組 

特に力を入れるべきだと思う取組は、「農水産物のブランド価値向上」が最も多くなりま

した。 

 
 

  

以前からよく
知っていた・
何度も訪れて

いる
32.7%

なんとなく
聞いたことがあった

28.5%

あまり
知らなかった

17.7%

全く
知らなかった

12.8%

観光地のことは知っていたが、
「糸満市」とは認識していなかった

8.3%

認知度
（n=446）

39.9%

31.1%

24.6%

24.1%

16.7%

16.5%

14.2%

13.9%

13.2%

5.8%

0.9%

3.0%

0% 20% 40% 60%

農水産物のブランド価値向上

飲食の魅力向上

特産品・土産品の開発

伝統・文化・史跡等の観光資源の活用

イベント、お祭り等の充実

交通利便性の拡大

情報発信の拡大

体験コンテンツ（プログラム）の充実

マリンアクティビティの充実

自然環境の保護

非常時（災害時や感染症等）の対策

その他

特に力を入れるべき取組
（n=431）
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 参加してみたい体験プログラム 

参加してみたい体験プログラムは、「海や自然を満喫するアクティビティ」が最も多くな

りました。 

 

  

51.6%

44.4%

27.9%

22.7%

17.8%

16.7%

10.6%

7.0%

1.6%

1.6%

0% 20% 40% 60%

海や自然を満喫するアクティビティ

糸満ならではの食文化体験

癒し・リフレッシュ体験

歴史や文化を深く学ぶ体験

野菜や果物等の収穫体験

子どもと一緒に楽しめる体験

地元の人々との交流を深める体験

教育的な要素を含む体験

特に興味のあるものはない

その他

参加してみたい体験プログラム
（n=444）
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（６）目的税の使途事例 

▌ 石川県 金沢市 

 使途の柱 

１．まちの個性に磨きをかける歴史・伝統・文化の振興 

２．観光客の受入れ環境の充実 

３．市民生活と調和した持続可能な観光の振興 

 目的税を活用した事業 

事業名 該当する柱 事業概要 事業費 
街 路 樹 等 雪 吊 り 魅
力向上事業費 

１.まちの個性に磨
きをかける歴史・
伝統・文化の振興 

まちなかの街路樹や公園等の樹木
への雪吊りを拡充し、金沢らしい
冬の魅力を創出 

54,864 千円 

宿 泊 施 設 改 修 支 援
事業費補助 

２．観光客の受入
れ環境の充実 

宿泊者の利便性向上に資する旅館
等の改修を支援 

60,000 千円 

金 沢 中 央 観 光 案 内
所管理運営費 

２．観光客の受入
れ環境の充実 

市中心部にて外国人窓口対応、当
日宿泊予約の受付など充実した観
光案内を実施 

44,743 千円 

市 民 と 旅 行 者 の 相
互理解促進事業費 

３．市民生活と調
和した持続可能な
観光の振興 

市民と旅行者の相互理解を促進す
る特設サイトを開設し、市民生活
と調和した観光を促進 

3,800 千円 

第 ３ 期 「 ま ち の
り」運営費 

３．市民生活と調
和した持続可能な
観光の振興 

自転車台数やポート数を拡充した
第３期「まちのり」の運営を開始
（令和７年４月） 

27,800 千円 

デ ジ タ ル 活 用 観 光
快適度向上事業費 

３．市民生活と調
和した持続可能な
観光の振興 

観光地に AI カメラを設置して混雑
状況を配信するとともに、混雑予
測マップを多言語化 

3,700 千円 
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▌ 北海道 俱知安町 

 使途の柱 

１．リゾート地としての質の向上 

２．リゾートタウンとしての魅力の向上 

 目的税を活用した事業 

事業名 該当する柱 事業概要 事業費 
羊 蹄 山 管 理 保 全 事
業 

１．リゾート地と
しての質の向上 

羊蹄山・半月湖の環境保全の取組
に係る費用。羊蹄山麓 5 町で構成
する羊蹄山管理保全連絡協議会負
担金も含まれ、羊蹄山管理保全連
絡協議会の運営経費、登山者の安
全を確保するための避難小屋管理
経費や案内パンフレット作成も対
象。 

1,748 千円 
（うち宿泊税 
1,500 千円） 

地 域 Ｄ Ｍ Ｏ 支 援 事
業 

２．リゾートタウ
ンとしての魅力の
向上 

本町における観光の旗振り役を担
う地域ＤＭＯ（倶知安観光協会）
と連携して、２次交通整備や観光
DX 等の受入環境整備、グリーン
シーズンコンテンツ造成や MICE
誘致等の観光入込の繁閑差解消事
業 、町民 優待（Kutchan ID+)促 進
による観光の地域理解促進、人手
不足緩和事業などの一連の観光振
興事業を行う。地域 DMO の体制
強化も並行して進める。 

254,068 千円 
（うち宿泊税 
217,629 千円） 

集 客 観 光 イ ベ ン ト
支援事業 

２．リゾートタウ
ンとしての魅力の
向上 

本町で行われる各種イベントに対
して支援を行う（雪トピアフェス
ティバル、真夏のくっちゃん雪ダ
ルマ、各種イベント PR 特産品）。 

4,580 千円 
（うち宿泊税 

3,900 千円） 

観 光 施 設 維 持 管 理
事業 

２．リゾートタウ
ンとしての魅力の
向上 

ひらふスキー場周辺の駐車場やサ
ン・スポーツランド臨時駐車場の
除雪をはじめ、本町の観光施設の
適正な維持管理を行い観光客の受
入環境を整える経費。 

13,003 千円 
（うち宿泊税 

11,100 千円） 

ニ セ コ エ リ ア 観 光
客 受 入 体 制 整 備 事
業 

２．リゾートタウ
ンとしての魅力の
向上 

ニセコエリアの広域観光を推進す
るため、ニセコ観光圏を構成する
近隣２町（ニセコ町・蘭越町）と
連携した観光客実態調査、冬道講
習、エキスポ出展を行う。加えて
デジタル分野での情報発信・受入
環境整備、着地での情報提供事業
の下支えを行う。 

9,381 千円 
（うち宿泊税 
8,000 千円） 

ニ セ コ HANAZONO
リ ゾ ー ト 連 絡 交 通
補助金 

２．リゾートタウ
ンとしての魅力の
向上 

日本ハーモニー・リゾートが運行
し、花園地区⇔ニセコひらふ地
区、花園地区⇔倶知安市街地の連
絡 交 通 の 一 部 を 担 っ て い る
HANAZONO シャトル・HANAZONO
ナイトシャトルの運行支援を行
う。 

20,400 千円 
（うち宿泊税 
17,500 千円） 
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▌ 京都府 

 使途の柱 

１．観光を通じた京都の魅力の継承・発展 

２．文化の力を活かした価値創造 

３．品格ある景観創造 

４．観光課題対策の着実な実施 

５．市民・ 観光客双方の利便性向上や安心安全につながる都市基盤整備 

 目的税を活用した事業 

事業名 該当する柱 事業概要 事業費 
京 都 の 強 み を 活 か
した MICE 誘致強化 

１．観光を通じた
京 都 の 魅 力 の 継
承・発展 

京都の特色を活用したＭＩＣＥ誘
致のための助成金制度を拡充する
ほか、今後の施策に活かすために
必要な調査を実施 

212,000 千円 

分 散 化 の 推 進 と 観
光 の 満 足 度 向 上 の
た め の 朝 ・ 夜 観 光
等 コ ン テ ン ツ 造 成
事業 

１．観光を通じた
京 都 の 魅 力 の 継
承・発展 

時間の分散化や満足度向上等のた
め、京都の魅力を活かした朝・夜
観光等コンテンツを造成し、府市
連携で PR を強化 

566,000 千円 
（内数） 

修 学 旅 行 体 験 学 習
支援事業 

１．観光を通じた
京 都 の 魅 力 の 継
承・発展 

文化や産業など京都ならではの奥
深い魅力を感じることができる修
学旅行生向け体験プランを提供 

96,000 千円 

祇 園 祭 ・ 京 都 五 山
送 り 火 等 伝 統 行 事
助成 

２．文化の力を活
かした価値創造 

京都に古くから伝わる伝統行事を
絶やさず未来へ引き継いでいくた
め、伝統行事の執行や懸装品等の
新調に対し支援 

292,000 千円 
（内数） 

京 町 家 保 全 ・ 継 承
推進事業 

３．品格ある景観
創造 

京都の町並み景観や生活文化の象
徴である京町家を次世代へ引き継
ぐため、所有者への支援などを実
施 

274,000 千円 

安 心 安 全 な 受 入 環
境整備 

４．観光課題対策
の着実な実施 

観光地等における散乱ごみ対策 な
ど 

335,000 千円 

移 動 利 便 性 の 向
上 ・ 観 光 地 等 交 通
対策 

４．観光課題対策
の着実な実施 

交通混雑緩和に向けた情報発信等
の強化 
市バスのリアルタイム運行情報
（車内混雑度や走行位置等）の発
信など 

18,843,000 千円 

観 光 に 対 す る 市 民
の 共 感 醸 成 、 京 都
観 光 モ ラ ル の 普
及・ 促進 

４．観光課題対策
の着実な実施 

「観光効果の見える化・観光への
市民共感」促進事業 
観光マナーをはじめとした観光課
題対策に対する啓発事業 など 

28,000 千円 

交 通 施 設 等 社 会 イ
ンフラの機能強化 

５．市民・観光客
双方の利便性向上
や安心安全につな
がる都市基盤整備 

街路整備（無電柱化事業など）、
地下鉄烏丸線可動式ホーム柵の全
駅設置 など 

27,081,000 千円 
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▌ 福岡県 福岡市 

 使途の柱 

１．九州のゲートウェイ都市機能強化 

２．ＭＩＣＥ都市としてのプレゼンス向上 

３．地域や市民生活と調和した持続可能な観光振興の推進 

 目的税を活用した事業 

事業名 該当する柱 事業概要 事業費 
観 光 案 内 機 能 の 強
化事業 

１．九州のゲート
ウェイ都市機能強
化 

観光案内所において、食に特化し
た専門デスクを設置し、食をテー
マとした観光案内所発のツアー等
を実施 

17,182 千円 
（うち宿泊税 
17,182 千円） 

快 適 な 通 信 環 境 の
提供 

１．九州のゲート
ウェイ都市機能強
化 

美術館、アジア美術館、博物館に
おいて、快適な Wi-Fi 環境を提供 

2,508 千円 
（うち宿泊税 

2,508 千円） 
高 付 加 価 値 旅 行 の
推 進 に よ る 誘 客 事
業 

１．九州のゲート
ウェイ都市機能強
化 

高付加価値旅行のプロモーション
のほか、地域事業者やコンシェル
ジュの育成等による受入環境の強
化等を実施 

69,250 千円 
（うち宿泊税 
69,250 千円） 

MICE 支援事業 ２．MICE 都市とし
てのプレゼンス向
上 

ＭＩＣＥの更なる誘致競争力の向
上に向け、主催者の多様なニーズ
に合わせた開催支援を実施 

130,436 千円 
（うち宿泊税 
130,436 千円） 

海 辺 を 活 か し た 観
光振興事業 

３．地域や市民生
活と調和した持続
可能な観光振興の
推進 

志賀島・北崎地区において、イン
バウンドの滞在促進や、市営渡船
と連携したイベント開催、立ち寄
りスポットの整備等を実施 

213,297 千円 
（うち宿泊税 
209,356 千円） 

宿 泊 事 業 者 受 入 環
境充実の支援 

３．地域や市民生
活と調和した持続
可能な観光振興の
推進 

宿泊業界における人材不足解消に
向けた合同就職説明会の開催や宿
泊事業者向け補助金の拡充等を実
施 

85,124 千円 
（うち宿泊税 
85,124 千円） 

海 の 中 道 エ リ ア に
お け る 自 転 車 通 行
空間整備 

３．地域や市民生
活と調和した持続
可能な観光振興の
推進 

サイクルツーリズムを推進してい
る海の中道エリアにおいて、自転
車通行空間の整備を実施 

66,000 千円 
（うち宿泊税 

5,000 千円) 

都 心 部 の 河 川 空 間
を 活 か し た 賑 わ い
創出事業 

３．地域や市民生
活と調和した持続
可能な観光振興の
推進 

那珂川・博多川の河川空間を活か
した賑わいづくりに向け、光のイ
ベントや体験コンテンツの実証等
を実施 

56,395 千円 
（うち宿泊税 
56,395 千円） 

公 衆 ト イ レ 環 境 の
向上 

３．地域や市民生
活と調和した持続
可能な観光振興の
推進 

観光客等の利便性向上のため、観
光地周辺にあるトイレの建替え工
事等を実施 

104,585 千円 
（うち宿泊税 

104,585 千円） 
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（７）前計画の施策評価 

①  平和祈念・平和学習を深める 

取組 

 修学旅行生など、くくる糸満の常設展示室を活用した平和学習の受入れ対応 
 戦争遺構の概要版設置や、名城の水タンクや轟壕のデジタル映像公開 
 平和の語り部育成事業の実施 
 修学旅行生など、くくる糸満の常設展示室を活用した平和学習の受入れ対応 

状況 

 平和学習に関する取組として、修学旅行生等を対象に、くくる糸満の常設展示室を活用
した平和学習の受け入れ対応が行われている。また、「平和の語り部育成事業」において
は、研修受講者が累計で 153 名（H24～R6）となっており、R6 年度には 18 名が研修を受
講し、平和関連行事への参加が行われている。 
 戦跡の保全・活用については、「糸満市戦争遺構保全・活用整備事業」および「轟壕歴史

保存事業」により、戦争遺構の概要版設置や、名城の水タンク・轟壕のデジタル映像公
開等が実施され、事業は完了している。 
 一方で、平和学習と歴史・生活文化を組み合わせた体験プログラムの構築については、

政策推進課として体験プログラムの構築や実施は行われていない。 
 また、くくる糸満と市内の平和学習施設（平和祈念公園、ひめゆりの塔等）との連携に

ついては、機能的・情報的な連携が十分に取られていない状況が示されている。 
評価 庁内 2.83（2/15 位） 市民 3.80（1/15 位） 事業者 3.77（1/15 位） 

課題 

 くくる糸満と市内平和関連施設との機能的・情報的連携不足 
 周遊性・学習内容の連続性が確保できておらず、観光商品として弱い 
 市としての事業化の見込みや目標設定が不明確 
 戦争遺構の保全には課題が多く、市で行える範囲が限られている 
 語り部の活用方法および目的の明確化が求められている 
 保存処理が未実施の展示物があり、長期展示に適さない状況がある 
 市民アンケートを見ると、若年層（20 歳未満・20 歳代）では「判断できない」や「やや

不満」が一定数みられ、高齢層（70 歳代以上）では「やや満足」に集中しつつも不満側
の回答が増加していることから、内容が若年層には抽象的で実感しづらく、一方で高齢
層には既知情報が多く物足りなさを感じさせた可能性がある 

 社会人・地域活動層では「やや満足」が中心で強い不満が少ないことから、テーマへの
心理的距離感が評価に影響している可能性がある 

 事業者アンケートの結果をみると、観光・教育・ガイド等の平和学習と直接関わる事業
者では「やや満足」が中心である一方、「やや不満」も一定数見られることから、取組の
意義自体は評価しつつも、内容の更新性や事業者間連携の広がりに課題を感じている可
能性がある 

 宿泊・飲食・物販など間接的に関わる事業者や、小規模・個人事業者では「判断できな
い」や中位評価が多く、平和学習の重要性は理解しているものの、自社事業との関係性
や具体的な関与イメージが整理されていない 

 事業化・商品化への接続や、コンテンツの深度・新規性の検討が、「やや不満」の満足度
を押し上げる要因となるか 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 2-1 多様な学びに応える平和学習の充実 
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② 歴史・生活文化の活用や自然環境の保全活用 

取組 

 地域の生活空間にあるカー（湧泉）、ウタキ（嶽）、拝所等の保全と、パワースポットと
しての調査・活用 
 グスク等の歴史遺産の保全活用と、沖縄の成り立ちを考える歴史体験プログラムの構築 
 海人文化の保全・継承と観光活用の強化 
 南山城跡周辺の遺構調査の拡充と世界遺産登録の推進 
 沖縄方言の伝承と観光への活用検討 
 くくる糸満を活用した地域の歴史・生活文化の展示 
 戦跡国定公園として保全されてきた自然環境（海域・海岸域・森林域）の魅力発信と、

自然環境保全活動のプログラム化 

状況 

 生活空間にあるカーやウタキ、拝所等については、「村落資料」編集事業に伴い調査が進
められており、当該事業の終了に伴い調査も終了している。旧摩文仁村域については未
調査であり、今後の調査予定が示されている。 
 グスク等の歴史遺産の保全・活用については、くくる糸満の常設展示室や解説資料にお

いて、多言語対応が未整備である状況が確認されている。また、生涯学習課において
は、開発に伴って破壊のおそれがある文化財を対象に保存事業を実施している。 
 海人文化の保全・継承については、「帆掛けサバニアドベンチャーツーリズム」がモニタ

ーツアーを経て商品化されており、帆掛けサバニやハーレー船の乗船体験が、観光協会
や関係団体により実施されている。また、「糸満海のふるさと公園展示資料館」におい
て、昔の漁具展示が行われている。 
 南山城跡周辺では、発掘調査により遺構等が確認され、「南山城跡等保存調査事業」とし

て調査が継続されている。 
 沖縄方言の伝承については、くくる糸満常設展示室において、「糸満ことばクイズ」をタ

ッチパネルで体験できる設備が整備されているほか、生涯学習課では「文化のチカラ し
まくとぅば普及推進事業」に向けた調整が行われている。 
 また、くくる糸満では、展示方針に沿って地域の歴史や生活文化の展示が行われてい

る。 
評価 庁内 2.22（7/15 位） 市民 3.23（2/15 位） 事業者 3.46（2/15 位） 

課題 

 「村落資料」編集事業終了に伴い、旧摩文仁村域が未調査となっている 
 常設展示室や解説資料において多言語対応が不足している 
 歴史的価値や物語が十分に伝わらない状況が指摘されている 
 「帆掛けサバニアドベンチャーツーリズム」について、サバニ職人の減少および造船技

術の継承が課題とされている 
 「海のふるさと公園展示資料館」に老朽化の課題がある 
 南山城跡等の調査において、国庫補助の減額により事業実施が制限されている 
 沖縄方言について、観光への活用手段の確立、方言指導者不足、地域との連携不足が課

題として挙げられている 
 方言関連事業について、R8 年度以降の財源が不透明とされている 
 展示資料の保存処理が未実施であり、長期展示に適さないものがある 
 市民アンケートを見ると、年齢別にみると、30 歳代では「やや不満」「不満」の割合が他

年代より高い 
 職業・立場別にみると、現役世代（就労層）では「やや満足」が中心で強い不満は少な

い一方、退職後や地域活動経験が豊富な層では「やや不満」が増加しており、生活・仕
事との具体的な関連性や新規性・発展性の不足が課題となっている可能性がある 
 事業者アンケートの結果をみると、観光・体験・ガイド・文化関連事業者では「やや満

足」が中心である一方、「やや不満」も一定数見られることから、歴史・文化・自然資源
そのものの価値は高く評価しつつも、活用の仕組みや事業展開の幅に課題を感じている
可能性がある 
 「満足・やや満足」を合わせると 47.7％、「やや不満・不満」が 27.8％となっており、一

見満足度が高いように見えるが、否定意見に「判断できない・無回答」を合わせると
52.1％となり、否定・判断不能が過半数を占めているといえる 
 宿泊・飲食・物販など間接的に関わる事業者では「判断できない」や中位評価に留まる

傾向があり、資源の存在は認識しているものの、自社事業とどのように結びつけられる
のかが明確でないといえる 
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 事業規模別にみると、小規模・個人事業者では「やや満足」または「判断できない」が
中心で、活用の重要性は理解しているものの、主体的に関わるための情報や支援が不足
している可能性がある 
 資源を「守る対象」から「活用する対象」として再整理することで、満足度の向上につ

ながる可能性がある 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-4 海人文化が息づく魅力あふれる拠点づくり 
基本施策 2-2 歴史・文化資源の活用と発信 
基本施策 3-1 観光ルートの景観美化と海辺環境の整備 
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③ 食の魅力づくり 

取組 

 漁業・水産業と飲食業・小売業等との連携を強化し、「糸満魚食」の構築を通じて、多様
な水産物を観光資源として活用 
 漁業・水産業と農林業、飲食業・小売業、地域住民等との連携を図り、地域の食文化を

活用した食メニューの開発や発信 
 市内飲食店の魅力向上を図るとともに、各種媒体やイベントを通じた情報発信 

状況 

 漁業・水産業と飲食・小売業等の連携による取組については、観光ガイドブックへの掲
載、グルメマップの発刊、糸満フェア等における食の PR が実施されている。また、「お
魚センター」において誘客が行われている。これらの取組は、観光プロモーション事業
および「お魚センター」を活用して実施されている。 
 一方、漁業・水産業と農林業、飲食・小売業、地域住民等の連携による地域の食文化の

活用については、未実施となっている。民間においては、「糸満漁民食堂」や「タラジィ
サビラ（高江洲鮮魚）」等による魚食が観光客に人気となっている。 
 市内飲食店の魅力向上と情報発信については、いちまんドライブマップの作成・配布、

糸満フェアの開催による市内飲食店の PR、庁舎 1 階ロビーでの地場産品展示、地ビール
と飲食店を組み合わせた情報発信が実施されている。これらは、地場産品販路拡大事業
や糸満フェア開催事業として行われている。 

評価 庁内 2.17（8/15 位） 市民 3.16（3/15 位） 事業者 3.22（3/15 位） 

課題 

 観光客が想起できる象徴的なメニューや、地域独自の食文化を体験できる商品（土産
物、飲食体験等）が不足している 
 ガイドブック掲載が中心であり、インターネットや SNS を活用した旬の情報発信が遅れ

ている 
 漁港見学、セリ見学、魚料理体験等、漁業・水産業を体感できるコンテンツが少ない 
 農水産物提供事業者と外食事業者との連携強化が課題とされている 
 「お魚センター」以外への展開について検討が必要とされている 
 地域の食文化の活用（食メニューの開発・発信）に関する取組が未実施となっている 
 リーフレットの情報更新ができていない 
 糸満フェアは会場規模の関係で出店数に限りがある 
 市民アンケート結果を職業・立場別にみると、就労世代・子育て世代では日常的な飲食

環境に一定の評価が得られている。その一方で、高齢層や地域居住歴が長い層では「や
や不満」「判断できない」といった回答が一部で見られた。これは、従来の食文化と比較
して新しさや変化を感じにくいことが、満足度の伸び悩みに影響している可能性がある 
 70 歳代・80 歳以上では「判断できない」が増加しており、新しい食の取組や外食機会と

の接点の少なさが評価材料の不足に繋がっている可能性がある 
 事業者アンケートの結果をみると、飲食業・食品加工・特産品開発など、食に直接関わ

る事業者では「やや満足」が中心である一方、「やや不満」も一定数見られることから、
地元食材や素材そのものの魅力は評価しつつも、商品開発支援やプロモーションの弱さ
に課題を感じている可能性がある 
 宿泊・観光・物販など間接的に食を扱う事業者では、「判断できない」や中位評価に留ま

る傾向が見られ、食の取組が自社事業とどのように結びつくのかが整理されていない 
 小規模・個人事業者では「やや満足」または「判断できない」が中心で、食の重要性は

理解しているものの、単独での発信や展開に限界を感じている可能性がある 
基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-2 市内産業と観光が響き合う地域経済の活性化 
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④ 宿泊滞在型観光の展開 

取組 

 観光事業者同士の連携を促進し、滞在型観光プログラムの造成・推進 
 糸満市文化・平和・観光振興センター（糸満市観光文化交流拠点施設）の整備を進め、

観光・交流・情報発信の拠点機能を強化 
 外国人観光客を対象とした医療ツーリズムについて、その可能性を検討 
 宿泊施設の魅力向上を図るとともに、新たな宿泊施設の誘致を進め、観光・スポーツ需

要に対応 

状況 

 観光事業所の連携による滞在型プログラムの推進については、観光庁コンテンツ造成事
業の実施主体社との連携に同意し、インバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コ
ンテンツ造成支援事業（令和 5 年度観光庁事業）等を活用した取組が行われている。一
方で、商品化に至ったケースは少ない状況にある。 
 糸満市文化・平和・観光振興センターの整備については、糸満市文化交流・情報発信拠

点施設整備推進事業により、令和 4 年度に開館している。 
 外国人を対象とした医療ツーリズムについては、未実施となっており、提供サービスの

開発検討には至っていない。 
 宿泊施設の魅力向上および新たな施設の誘致については、琉球ホテル＆リゾート名城ビ

ーチが開業し、スポーツコンベンション事業の推進により、キャンプ・合宿利用が増加
している。これらの取組は継続して実施されている。 

評価 庁内 2.00（9/15 位） 市民 2.90（4/15 位） 事業者 2.91（7/15 位） 

課題 

 滞在型観光プログラムについては、観光コンテンツ造成の取組が行われているものの、
商品化に至った事例が少ない 
 外国人を対象とした医療ツーリズムについては、サービス提供に向けた具体的な検討が

進んでいない 
 医療ツーリズムは、県計画との方向性の違い、高度な専門性、法規制対応の必要性など

から、実施のハードルが高い 
 宿泊施設については、スポーツコンベンションの推進により利用需要が増加している一

方で、宿泊施設の絶対的な供給数が不足している 
 キャンプ・合宿等の受入需要に対し、宿泊機能の量的不足が大きな課題となっている 
 市民アンケートの結果をみると、若年層（20 歳未満・20 歳代）では「判断できない」が

比較的多く、30〜40 歳代では「やや満足」が中心で一部に「やや不満」が見られること
から、宿泊を伴う観光が身近な選択肢として捉えられていない層や、家族・仕事との両
立を前提とした利便性・魅力度が十分に伝わっていない層において、評価形成が進みに
くい可能性がある 
 日帰り観光志向が強い層や、滞在中の過ごし方・体験価値を重視する層、旅行経験が豊

富で比較評価を行う層ほど評価が厳しくなりやすい 
 事業者アンケートの結果、スコアは上位であるが、「満足＋やや満足」(33.1%)、「やや不

満＋不満」(38.2%)が逆転することから、深刻さが明らかになっておらず、課題が表面化
しにくい傾向にある 
 特に、飲食・物販・体験事業など間接的に関わる事業者では、「判断できない」または中

位評価に留まる傾向が見られ、宿泊滞在型観光が自社事業の売上や集客にどうつながる
のか、具体的なイメージを持ちにくい印象が見て取れる 
 宿泊需要の季節変動への対応が必要である。また、施設単体でなく、地域全体の過ごし

方の提案を強化することが、満足度向上のカギとなる 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-1 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化 
基本施策 1-3 「スポーツのまち糸満」のブランド化と誘致推進 
基本施策 4-1 地域資源を活かした高付加価値な滞在型観光の推進 
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⑤ 魅せる農・林・水産業の展開 

取組 

 漁業者等との連携による体験漁業や地魚の活用促進 
 漁港や公設市場等漁業の風景の活用による新たな過ごし方提案 
 卸売市場移転計画に伴い整備が予定される各種水産施設の観光利用の検討 
 糸満市 観光農園 の整備・誘客強化 
 農業者等との連携による農林業体験や農林産物の観光活用の推進 
 電照菊・サトウキビ畑など 農の風景や、地下ダムなど特徴的な施設の観光活用の推進 
 農・林・水産業を魅せるための民泊受け入れ拡大と、受け入れ家庭でのプログラム充実 
 くくる糸満を活用した市内農林水産業の観光活用の推進 

状況 

 サバニ体験と高度衛生管理型荷捌き施設「イマイユ市場」の見学ツアーを組み合わせた
メニューづくりに着手するとともに、くくる糸満の常設展示室で生業（なりわい）を紹
介するなど、農・林・水産業を「見せる」取組は動き始めている。一方で、漁業体験や
漁港風景を活かした新たな過ごし方提案は未実施にとどまり、観光農園の事業定着・経
営安定も課題が大きい。民泊受入拡大や農林水産体験プログラムも十分な実施に至って
おらず、施策全体としては「可能性は高いが、まだ途上」という段階である。 

評価 庁内 1.48（14/15 位） 市民 2.85（7/15 位） 事業者 2.97（6/15 位） 

課題 

 漁業体験メニューがなく、出漁を伴う体験は安全面から観光客に適さず、「手軽に楽しめ
る体験メニュー」が整っていないため、漁業者も受入が難しい状況である 

 漁港・公設市場等の風景活用が未着手と、産業振興との整合が課題となっている 
 観光農園の事業定着・経営安定の遅れ、継続的な誘客・収益確保の仕組みが課題 
 農林水産体験プログラムの量・質ともに不足しており、農泊体験や地下ダム見学など個

別の取組はあるが、継続開催やプログラム化には至っていない 
 民泊受入家庭の減少と後継者不足については、特に農漁家民泊で顕著であり、「農・林・

水産業を魅せる民泊」の拡大が難しい 
 くくる糸満における農林水産コンテンツの不足については、農林水産業に焦点を当てた

展示・イベント・体験プログラムが限られ、市民・観光客への訴求力が十分でない 
 市民アンケート調査結果をみると、「農林水産業従事者」や「公務員」等の施策の当事者

で満足度が低い傾向にあるが、今回の市民アンケート回答者のうち、両属性の合算は約
12％と全体の１割程度であったために不満の声が反映されなかった可能性がある 

 世代間ギャップもみてとれ、30 歳代までが比較的満足度が高く、40 歳代以降の中高年層
で不満度が高いことから、自身が教育の一環として体験したことがある若い層や、子育
て世代が子どもを介して経験している可能性がある※打合せや委員会で肌感覚の補正必
要 

 糸満地域や西崎地域等の市街地では満足度が低い傾向にあるが、「判断できない」よりも
明確な「やや不満」「不満」が多いことから、逆に言えば市街地やアクセスの良い場所で
の体験の場を充実させることで、満足度を向上させられる可能性が高い 

 事業者アンケートからは、観光・飲食・物販など、間接的に一次産業と関わる事業者で
は、「判断できない」または中位評価に留まる傾向が見られ、農・林・水産業が観光資
源・商品価値としてどう連動しているのかが見えにくいという課題がある 
 加工・流通・観光を含む複合事業者では、「やや不満」が一部見られ、これは一次産業の

魅力を活かした商品化・体験化の仕組みが弱いと感じている可能性がある 
 一次産業との距離がある事業者では、「判断できない」が多くなる傾向にあり、魅力化の

取組が自社事業にどう影響するのかが理解しにくい構造が課題である 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-2 市内産業と観光が響き合う地域経済の活性化 
基本施策 1-4 海人文化が息づく魅力あふれる拠点づくり 
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⑥ 魅せる商・工業の展開 

取組 

 飲食・物販事業者による、糸満市ならではの商品・サービスの構築 
 公設市場における朝市（対面での相対販売）の振興と観光客の受け入れ 
 工場見学や製造体験の推進、工芸品の販売・制作体験の強化（既存プログラムの強化お

よび新たな見学・体験プログラムの構築） 
 くくる糸満を活用した市内商工業の観光活用の推進 

状況 

 飲食・物販事業者による糸満市ならではの商品・サービスの構築については、糸満市場
いとま～るにおける入居審査において、糸満のくらしとの関連や周辺への波及等を考慮
した運用が行われており、糸満のくらし体感施設管理事業として実施されている。 
 公設市場での朝市の振興と観光客の受け入れについては、糸満市場いとま～るが開館

し、糸満のくらし体感施設管理運営業務として運営されている。一方で、カフェや雑貨
等が中心となっており、観光客の滞在時間の長期化や食文化の深い体験にはつながって
いない状況となっている。 
 くくる糸満を活用した市内商工業の観光活用については、糸満市観光文化交流拠点施設

が開館し、糸満市文化交流・情報発信拠点施設整備推進事業として実施されている。 
評価 庁内 1.88（13/15 位） 市民 2.77（10/15 位） 事業者 2.85（15/15 位） 

課題 

 飲食・物販事業者の入居事業者すべてが糸満らしさを体現できているとは言い切れない
部分がある 
 公設市場は、道の駅いとまんとの機能的な差別化ができておらず、通過型の施設に留ま

っている 
 観光客の滞在時間の長期化や、食文化の深い体験につながる取組が不足している 
 工場見学や製造体験、工芸品の制作体験については未実施である 
 くくる糸満において、商工業に特化した催事や常設展示、体験プログラムの導入が遅れ

ており、商工業の魅力を効果的に発信し、消費につなげる機能が不足している 
 市民アンケート結果を年齢別にみると、若年層（20 歳未満・20 歳代）では「判断できな

い」が比較的多く、30〜40 歳代では一部で「やや不満」が見られることから、商・工業
を地域の魅力として認識する機会や身近な体験が不足している層と、存在は理解してい
るものの新しさや誇れる強みを十分に感じられていない層が混在している可能性がある 
 職業・立場別にみると、就労世代（非商工業従事者）では日常的な消費や雇用の場とし

て一定の評価は得ているものの、「地域の強み・誇り」としての印象が弱い 
 事業者アンケートでは、「満足＋やや満足」（24.5％）が全項目中でも低水準で、「判断で

きない＋無回答」（34.2％）が高い 
 商業（小売・サービス）・工業（製造）に直接関わる事業者では、「やや不満」も一定数

見られ、事業そのものの価値や技術力については評価している一方で、外部に伝える仕
組みが弱いと感じている可能性がある 
 観光・飲食・物販など、間接的に商・工業と関わる事業者では、「判断できない」または

中位評価に留まる傾向が見られ、商・工業の取組が、観光や地域ブランドとどう結びつ
いているのかが見えにくい構造があり、今後のブランド力向上への結び付きが検討課題
である 
 小規模・個人事業者では、「やや満足」または「判断できない」という回答が多く、日々

の事業運営が優先され、「魅せる」ための余力やノウハウを確保しにくい可能性がある 
 複数事業・製造や流通を含む事業者で「やや不満」が一部見られる理由としては、地域

全体としての商・工業の打ち出し方や一体感が弱いと感じている可能性がある 
 差別化・ブランド力を重視する事業者では、「やや不満」が生じやすい傾向にある。これ

は、技術や商品に強みはあるが、それらが「地域の魅力」として発信されていないと感
じる傾向にあるためである 
 商・工業の技術や商品が、地域の資源やストーリーとして整理・発信されておらず、「魅

せる」とは何かを明確に定めることが必要である。「つくる・売る」から「誇れる」商・
工業への転換に向けた展開が必要となる 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-2 市内産業と観光が響き合う地域経済の活性化 
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⑦ 資源の組み合わせによる体験プログラムの魅力化 

取組 
 資源の組み合わせによる体験プログラムの構築 
 体験プログラム検証・改善の仕組み構築 
 くくる糸満を活用した体験プログラムの構築 

状況 

 資源の組み合わせによる体験プログラムの構築については、帆掛けサバニアドベンチャ
ーツーリズムの構築・販売が行われており、地域おこし協力隊推進事業として実施され
ている。また、農園カフェ（市観光民泊部会）に関する取組も行われている。一方で、
商工水産課所管の取組については未達成とされ、農政課においては施設使用者の不在等
が記載されている。 
 体験プログラム検証・改善の仕組み構築については、実施中であるが、単発のアイデア

や企画に留まっており、実際に観光客を誘致し、収益性や運営の実現可能性を検証する
試行プログラムが不足している状況とされている。 
 くくる糸満を活用した体験プログラムの構築については、GSM を活用した体験型ツアー

が実施されている。一方で、くくる糸満を活用した「糸満ならでは」の独自性を持つ体
験プログラムが不足しており、観光客の誘客や消費行動に繋がっていない状況が記載さ
れている。 

評価 庁内 1.89（12/15 位） 市民 2.74（10/15 位） 事業者 2.89（9/15 位） 

課題 

 帆掛けサバニアドベンチャーツーリズムは商品化されているものの、平和と文化、漁業
と食など、複合的な資源の組み合わせにおけるストーリー性の設計や商品化が停滞して
いる 観光客の誘客増加に繋がる高付加価値な体験プログラムが不足している 
 イマイユ市場のセリ時間が早朝であり、他メニューとの時間調整に課題がある 
 持続可能なプログラムの構築ができておらず、収益性や顧客満足度を検証するための試

行プログラムやデータが不足している 
 くくる糸満を活用した独自性のある体験プログラムが不足しており、施設を観光拠点の

一つとして機能させることができていない 
 市民アンケートの結果をみると、若年層（20 歳未満・20 歳代）では、「判断できない」

が比較的多く、体験プログラムの存在の認識不足が課題として挙げられる 
 地域活動や観光関連への関心が高い層で「やや不満」が目立っており、事業の新規性な

どに課題が残っている 
 事業者アンケートの結果をみると、体験プログラム造成・観光・ガイド・教育分野に関

わる事業者では、「やや不満」も一定数見られることから、企画の深度や継続性、商品の
完成度等に課題を感じている可能性がある。（「判断できない・無回答」が 39.3％、「満
足・やや満足」21.8％を大きく上回る） 
 宿泊・飲食・物販など間接的に関わる事業者では、「判断できない」または中位評価に留

まる傾向が見られ、体験プログラムが自社事業の売上や集客と連動しておらず、関係性
の希薄さが見て取れる 
 小規模・個人事業者では、「やや満足」または「判断できない」が中心となっており、単

独では資源を組み合わせた体験造成の難しさが読み取れる 
 商品性・収益性を重視する事業者では、「やや不満」が生じやすい傾向にあり、体験の内

容は魅力的でも、価格設定・販売導線・集客支援が弱いと評価が下がることから、プロ
モーションや全体のコーディネートを含め、販売方法を検討していくことが必要である 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-1 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化 
基本施策 2-1 多様な学びに応える平和学習の充実 
基本施策 4-1 地域資源を活かした高付加価値な滞在型観光の推進 
基本施策 5-1 関係人口の創出と共創の促進 
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⑧ マーケティングおよびプロモーション体制の構築 

取組 

 観光協会を中心とした、マーケティング調査実施・体制の充実 
 各種メディア・ツールを活用した多様な糸満観光の魅力の発信 
 県外でのプロモーションの実施および関係者の連携による効果的な実施体制の構築 
 インバウンド誘致に向けた海外でのプロモーションおよび外国人向けウェブサイトでの

情報発信 
 糸満ファンの拡大に向けた、ファンクラブ等新たなコミュニティ構築の推進 

状況 

 観光協会を中心としたマーケティング調査実施・体制の充実については、未実施となっ
ている。観光客のニーズ把握に関しては、本格的な市場調査は実施されていない。 
 各種メディア・ツールを活用した観光情報発信については、いとまん観光なびによる観

光情報発信や、VTuber を起用した AR 案内板の設置が行われており、糸満市観光文化交流
拠点施設管理運営事業として実施されている。 
 県外でのプロモーションについては、東京都などにおいて地域観光＆物産展が開催さ

れ、販路拡大事業として実施されているが、実施は令和 4 年度のみとなっている。 
 インバウンド誘致に向けた取組については、いとまん観光なびにおいて多言語による観

光情報発信が行われており、糸満市観光プロモーション委託業務として実施されてい
る。 
 糸満ファンの拡大に向けたファンクラブ等の新たなコミュニティ構築については、未実

施となっている。 
評価 庁内 2.00（9/15 位） 市民 2.68（14/15 位） 事業者 2.80 (12/15 位） 

課題 

 観光客のニーズを把握するための本格的な市場調査は費用負担が大きく、継続的な実施
が困難である 
 データに基づいたターゲット設定や戦略的な商品開発に繋がっていない 
 SNS 等を活用したターゲット層に響く視覚的な情報発信が不十分であり、観光客の誘客に

繋がる魅力的な広報手段が不足している 
 県外プロモーションが単発的な実施に留まっており、継続性が確保できていない 
 多言語化による情報発信に留まり、情報拡散効果が限定的であるため、インバウンド誘

致に繋がっていない 
 ファンクラブ等の新たなコミュニティ構築については未実施である 
 市民アンケートの結果を見ると、若年層（20 歳未満・20 歳代）および 70 歳代・80 歳以

上では「判断できない」が比較的多く、30〜40 歳代では「やや満足」が中心であるもの
の、一部に「やや不満」が見られることから、マーケティングやプロモーションの取組
自体が評価対象として十分に認識されていない可能性や、取組の効果・変化を実感しに
くいという現状が見て取れる 
 事業者アンケートの結果をみると、観光・商工・地域活動に関わる層では、現場感覚と

して発信力や連携、継続性の不足を感じ、「やや不満」が生じている 
 「満足・やや満足」の合計が 18.9％と最小となっている 
 全体として、「マーケティングおよびプロモーション体制の構築（満足度）」が伸び悩む

背景には、発信内容や狙いの共有不足、メッセージの分散、成果指標や改善サイクルの
不明瞭が挙げられており、発信ツールや内容、ターゲット、効果検証まで一体的な設計
が求められるといえる 
 一次産業・製造業など、直接的な発信機会が少ない事業者では、「判断できない」または

中位評価に留まる傾向が見られ、マーケティング施策が自社事業にどう関係しているの
かを把握しにくい傾向にある 
 発信は行われているものの、集客・売上・認知向上など具体的成果が見えにくいと評価

が下がりやすい 
 民間主導や先進地域のマーケティングと比べ、スピード感や表現力に差を感じている可

能性がある 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 6-1 地域と調和するレスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）の浸透 
基本施策 7-2 観光ＤＸを通じた来訪者満足度の向上と受入環境の最適化 
基本施策 7-3 多様な媒体による一貫した情報発信の推進 
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⑨ 交通・情報インフラの充実と安全安心の提供 

取組 

 那覇市・那覇空港および周辺市町の観光拠点からの公共交通アクセスの向上 
 市内回遊性を高めるための公共交通（路線バスやデマンドバス等）の観光利用推進 
 市内各エリアでの案内サインや誘導サインの整備推進 
 観光地の駐車場整備の推進 
 移動を楽しめる道路空間の演出 
 道の駅や主要観光施設における観光情報の拠点・ハブ機能の強化 
 くくる糸満による市内各地への交通情報提供および災害時一時避難所であることの周知 
 観光危機管理計画の策定 
 観光施設や体験プログラム実施時の安全対策および事故時の医療機関等との連携強化 

状況 

 那覇市・那覇空港および周辺市町の観光拠点からの公共交通アクセスについては、東京
バスが糸満道の駅や市内ホテルを定時運行しており、既存バス存続助成事業として実施
されている。一方で、市町村の観光拠点を結ぶ周回バスの検討に関する取組が示されて
いる。 
 市内回遊性を高める公共交通の観光利用については、東京バスの運行開始により那覇空

港、主要ホテル、道の駅いとまん間のアクセスは向上している。また、いとちゃん mini
バス停マップチラシの作成・ホームページ掲載が行われているが、市内観光地等のきめ
細かな回遊には至っていない。 
 観光地の駐車場整備については未実施であり、大度園地・周辺海岸総合整備基本計画に

関する進展はないとされている。 
 くくる糸満については、防災訓練等が実施されている。 
 観光危機管理計画については策定済みである。 
 観光施設や体験プログラムにおける安全対策については、沖縄県・OCVB 作成の「安全安

心ガイド」の周知が行われている。 
評価 庁内 2.50（3/15 位） 市民 2.74（10/15 位） 事業者 3.02（5/15 位） 

課題 

 市町村の観光拠点を結ぶ周回バスに関する市町村間の協議が進んでいない 
 路線バスやデマンドバスの活用が進んでおらず、市内観光地等の回遊促進に至っていな

い 
 観光客への予約が取りにくい状況がある 
 案内サインや誘導サインの老朽化や情報の陳腐化が見られる 
 観光地の駐車場整備については、自然公園法や森林法等の法規制および整備費用が大き

な障壁となっている 
 道の駅や主要観光施設において、関係団体間の情報共有や事業連携が不足している 
 くくる糸満が避難所であることを含めた災害時対応の周知が十分ではない 
 観光危機管理計画に基づく具体的な施策や体制整備が未実施である 
 市民アンケートの結果をみると、交通に関しては観光や観光客向けインフラとしての評

価軸が明確でなく、利用頻度の高さゆえに利便性・安全性への期待が高まり評価が厳し
くなる層が存在している可能性がある 
 70 歳代・80 歳以上では「やや不満」や「判断できない」が増加しており、移動手段や情

報取得面での不安・不便さから、インフラ整備の恩恵を十分に実感できていない層が見
て取れる 
 職業・立場別にみると、就労世代・子育て世代では渋滞や公共交通の利便性、情報提供

の分かりにくさといった日常的な不便が評価に影響しており、高齢層や移動制約のある
層では、バリアフリー対応や多様な情報提供手段が十分に行き届いていないと感じるこ
とが、評価の伸び悩みにつながっている 
 事業者アンケートの結果、一次産業・製造業など観光客対応が限定的な事業者では、交

通・情報インフラが自社事業にどう影響しているのかを実感しにくい傾向がある 
 「やや不満＋不満」が 46.8％と最多だが、「判断できない・無回答」の層は 20.7％と低水

準。問題が顕在化しているが、相対評価で埋もれやすい傾向がある 
 複数拠点・広域対応の事業者では、「やや不満」が一部見られ、交通接続、渋滞、情報提

供の不統一などが、事業運営や顧客満足度に影響していると感じている可能性がある 
 事業者における交通・情報インフラの充実と安全安心の提供の満足度が伸び悩む背景に

は、観光客に説明・案内しやすい交通・情報設計になっていない、平常時と非常時を通



 

138 

じた情報提供の整理・共有が不十分であること、事業者の声がインフラ改善に反映され
にくい構造といった課題が挙げられ、今後の検討に活かすことができる 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 7-4 誰もが快適に周遊できるユニバーサルな環境づくり 
基本施策 7-6 観光危機管理体制の構築と観光客の安全確保 
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⑩ スポーツツーリズム・MICE 観光等の推進 

取組 

 スポーツ施設の整備活用（西崎運動公園の機能向上）によるスポーツキャンプ受け入れ
の推進 
 エコスポーツやマリンスポーツの振興 
 糸満市くくる糸満等、市内各施設の活用による MICE の誘致 
 市内での MICE および大型 MICE との連携によるアフターMICE の受け入れ 
 ヘルスツーリズム、医療ツーリズム、産業観光、エンターテイメント観光、リゾートウ

エディング等の新たな展開の模索と推進 
 新エネルギー・省エネルギーの先進地としての視察観光等の受け入れ促進 

状況 

 スポーツ施設の整備活用については、西崎運動公園を中心に、デフバレー世界選手権の
誘致開催や、屋内練習場完成に伴う千葉ロッテマリーンズ春季キャンプ利用が行われて
いる。あわせて、運動公園・体育施設機能強化事業や糸満市スポーツ観光拠点施設整備
事業が実施されている。 
 エコスポーツやマリンスポーツについては、糸満市長杯サーフィンコンテストの開催

や、米須海岸一帯においてサーフィンが盛んに行われ、市外から多くのサーファーが訪
れている。また、いとまん平和マラソンが実施されている。 
 MICE 誘致については、市内主要ホテルでの MICE 開催は順調に推移しており、糸満市観光

文化交流拠点施設においても MICE 誘致が行われているが、くくる糸満での開催実績は比
較的少ない。 
 アフターMICE の受け入れについては、大型宿泊施設での MICE 誘致が行われているが、市

内でのアフターMICE の受け入れは未実施となっている。 
 新たな観光分野については、サザンビーチリゾートホテルおよび琉球ホテル＆リゾート

名城ビーチにおいてリゾートウエディングが実施されている。一方、その他の分野につ
いては実施主体が事業者で多岐にわたり、全体を統括する連絡協議会は設けられていな
い。 
 新エネルギー・省エネルギー分野については、農政課において多数の先進地視察を受け

入れた実績がある一方、観光としての視察受け入れは未実施となっている。風力開発フ
ィールドテスト事業や地域新エネルギー導入促進事業が実施されている。 

評価 庁内 2.33（5/15 位） 市民 2.90（4/15 位） 事業者 3.12（4/15 位） 

課題 

 スポーツキャンプ受け入れにおいて、プロキャンプ運営ノウハウと人材の不足、誘致調
整機能の一元化不足、観客誘致と地域連携の弱さがある 
 マリンスポーツについて、競技振興にとどまり、観光消費の創出に繋げる取組が不足し

ている 
 くくる糸満における MICE 開催実績が少なく、施設の収容能力や多目的空間を十分に活か

しきれていない 
 アフターMICE 向けの高付加価値な周遊コンテンツや短時間ツアーが不足している 
 新たな観光分野について、実施主体が分散しており、サービス内容や実績、市場ニーズ

の把握が困難である 
 新エネルギー・省エネルギー分野の視察観光について、受け入れ主体間の連携不足によ

り実態把握ができていない 
 視察観光に関して、潜在的ニーズやターゲット層、必要な専門人材の有無が不明確であ

る 
 市民アンケートの結果をみると、若年層（20 歳未満・20 歳代）および 70 歳代・80 歳以

上では「判断できない」が比較的多い。30〜40 歳代でも一部に「やや不満」が見られる
ことから、スポーツツーリズムや MICE を自分ごととして捉える機会が少ない層や、取組
の波及効果・継続性を実感しにくい層において、評価形成が進みにくい可能性がある
（日常生活との接点が少ないことが、評価伸び悩みの要因の可能性がある） 
 観光・スポーツ・商工関係者では、イベントの規模感や誘致力、受入体制に対する課題

意識から「やや不満」が生じている可能性がある 
 取組が一過性に留まり地域への継続的効果が見えにくいという課題がある 
 事業者アンケートでは、宿泊・飲食・交通・会場運営など、スポーツ大会や MICE と直接

関わる事業者では、誘致の方向性や需要創出の意義は評価している一方、開催頻度や規
模、事業機会の継続性に課題を感じている可能性がある 
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 「満足＋やや満足」が 31.9％、「やや不満＋不満」37.1％、「判断できない＋無回答」
31.1％ですべての区分が同程度で突出がなく、問題が埋没しやすい構成となっているた
め、注視が必要 
 観光・商業分野で間接的に関わる事業者では、「判断できない」または中位評価に留まる

傾向が見られ、スポーツツーリズム・MICE が、自社事業の売上や集客にどの程度波及し
ているのかを実感しにくい可能性がある 
 小規模・個人事業者では、「やや満足」または「判断できない」が中心であり、スポーツ

大会・MICE が開催されても、自社が関与・参加できる余地が限られていると感じている
可能性がある 
 MICE やスポーツイベントは、一過性のイベントに留まり、継続的な売上やリピーター創

出につながっていないと評価が下がりやすいという傾向にあることから、事業者の事業
機会の創出や、継続的な関与に関する体制構築で検討が必要 
 スポーツ大会・MICE 参加者の地域内での消費を高める取り組みが必要であり、地域経済

への波及が求められる 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 1-1 地域資源を活かしたＭＩＣＥの誘致と受入強化 
基本施策 1-3 「スポーツのまち糸満」のブランド化と誘致推進 

  



 

141 

⑪ 観光のユニバーサルデザイン化 

取組 

 外国人観光客に対応する多言語表示等対応の推進（案内板やパンフレットなど）、食事等
の対応 
 クレジットカードや電子マネーの利用環境の整備 
 観光関連施設における外国人対応ができる人材の育成 
 障がい者や高齢者、子ども連れ客の受け入れに対応した施設改修・受け入れ対応の充実 

状況 

 外国人観光客に対応する多言語表示等対応については、市内観光地及び観光施設で多言
語対応の案内板の設置を実施しており、観光ガイドブックの作成を行っている。あわせ
て、観光客へのニーズに応えるために最新の観光地情報や施設、飲食店などを反映させ
たガイドブックを製作することとしている。また、多言語表記が未整備の施設について
は整備を継続し、案内板の損耗劣化等については修繕改修を進めるとしている。観光地
や飲食店で、外国人観光客の食文化に配慮したメニューを整備し、さまざまな食事ニー
ズに対応できるようにすることとしている。 
 クレジットカードや電子マネーの利用環境の整備については、未実施である。一方で、

商工会、観光協会及び地銀とキャッシュレス決済推進協定を締結し、環境の構築を図っ
ている。クレジットカードや電子マネーの利用環境については、市内店舗において一定
程度の利用環境が既に整っているとされている。 
 観光関連施設における外国人対応ができる人材の育成については、未実施であり、地域

おこし協力隊推進事業が記載されている。観光まちづくり協議会等を設立し、行政・協
会・事業者間の恒常的な連絡体制を構築する必要があるとされている。 
 障がい者や高齢者、子ども連れ客の受け入れに対応した施設改修・受け入れ対応の充実

については実施中であり、多目的トイレ、インクルーシブ遊具、ユニバーサルデザイン
の案内板の設置を行っている。運動公園・体育施設機能強化事業が記載されており、バ
リアフリーの施設やインクルーシブ遊具導入の検討が記載されている。 

評価 庁内 2.38（4/15 位） 市民 2.79（9/15 位） 事業者 2.83（11/15 位） 

課題 

 現ガイドブックが制作から 5 年経過しており、刷新が必要である 
 ガイドブックの増刷などの費用負担 
 宗教上理由などで食べられないものがある観光客への食事メニューや対応店舗の情報提

供 
 市としてキャッシュレス環境を構築するための支援が出来ていない 
 他事業者における外国人対応可能な人材の育成状況を確認できる連絡体制が取れていな

い 
 地域全体の育成状況の把握ができていない 
 財源の確保が課題となっている 
 市民アンケートをみると、若年層（20 歳未満・20 歳代）では「判断できない」が比較的

多く、30〜40 歳代では「やや満足」を中心であるものの、一部で「やや不満」が見られ
ることから、ユニバーサルデザインを自分ごととして捉える機会の少ない層と、子連れ
等の実利用経験を通じて必要性は理解しつつも不便さを感じている層が混在している可
能性がある 
 70 歳代・80 歳以上では「やや不満」や「判断できない」が増加しており、実際の移動や

利用の中で段差、案内表示、休憩環境などに不安や不便を感じ、十分に配慮されている
実感を得られていない可能性がある 
 「観光のユニバーサルデザイン化（満足度）」が伸び悩む背景には、ハード整備の有無以

上に、実際に使えるかどうか、安心して選択できるかといった“体感的な使いやすさ”
と情報の分かりやすさが影響しており、今後は点在する配慮を観光動線としてつなぎ、
現場検証・情報発信・人の対応を含めた総合的な取組が必要となる 
 事業者アンケートでは、一次産業・製造業など、直接的な観光客対応が少ない事業者で

は、「判断できない」または中位評価に留まる傾向が見られ、これは観光のユニバーサル
デザイン化が、自社事業とどう関係するのかを実感しにくいという点があげられる 
 小規模・個人事業者では、「やや満足」または「やや不満」が混在しており、 配慮の重要

性は理解している一方で、設備投資・人材確保・対応ノウハウの面で負担感を抱えてい
る可能性があることから、小規模・個人事業者への支援の在り方について検討の余地が
ある 
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 観光のユニバーサル化については、交通や案内等、事業者単独で取り組むのが難しい課
題が多く、成果を見るのが難しい 
 ユニバーサルデザインの方針を検討し、事業者が無理なく取り組める仕組みづくりを進

めることが必要 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 4-2 多言語対応の拡充と安心・快適な滞在環境の創出 
基本施策 7-2 観光ＤＸを通じた来訪者満足度の向上と受入環境の最適化 
基本施策 7-4 誰もが快適に周遊できるユニバーサルな環境づくり 
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⑫ 南部広域市町との連携推進 

取組 
 南部広域観光協会を活用し、各市町の受け入れ体制と連携した観光振興 
 南部広域市町との補完関係による観光プログラムの構築 
 くくる糸満を活用した、南部広域市町の案内・情報発信および相互連携の推進 

状況 

 南部広域観光協会の活用については、観光協会レベルでは南部広域における連携が取れ
ており、南部地区観光ガイドブック（英語版）の作成が行われている。一方で、南部広
域内における各市町の観光担当部署や行政間の連携・協力体制は十分に構築されておら
ず、コロナ禍以降、南部市町の観光行政に関する勉強会も実施されていない。 
 南部広域市町との補完による観光プログラムの構築については未実施であり、南部広域

市町村との具体的な連携は進んでいない。 
 また、くくる糸満を活用した南部広域市町の案内や情報発信、相互連携についても未実

施であり、センターを広域連携の拠点として活用する取組には至っていない。 
評価 庁内 1.33（15/15 位） 市民 2.88（6/15 位） 事業者 2.79（13/15 位） 

課題 

 南部広域観光協会レベルでは連携が見られる一方で、各市町の観光担当部署や行政間で
の連携・協力体制が十分に構築されていない 
 コロナ禍以降、南部市町の観光行政に関する勉強会等が実施されておらず、情報共有や

連携機会が不足している 
 南部広域市町との補完関係による観光プログラムの構築が未実施である 
 くくる糸満を活用した南部広域市町の案内・情報発信および相互連携の取組が未実施で

ある 
 市民アンケートをみると、若年層（20 歳未満・20 歳代）や 70 歳代・80 歳以上では「判

断できない」が比較的多く、30〜40 歳代でも一部で「やや不満」が見られることから、
南部広域市町との連携が日常生活や個人の体験と結びつきにくく、具体的な変化や成果
を実感しにくいという現状がある 
 取組内容や付加価値、成果が市民・事業者にとって見えにくいのが評価の伸び悩みの要

因でないか 
 事業者アンケートを見ると、一次産業・製造業など、広域連携との接点が少ない事業者

では、「判断できない」または中位評価に留まる傾向が見られ、広域連携が自社事業とど
う関係しているのかを実感しにくい傾向にある 
 小規模・個人事業主も同様に、参画の手法や効果が見えにくいという課題がある 
 広域連携の成果を売上・集客・業務効率等といった形で見えやすくすると、満足度向上

につながる可能性がある 
基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 7-5 南部一体となった広域観光圏の形成と滞在型観光の促進 
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⑬ 各地域での観光まちづくり体制の構築 

取組 

 各地域での観光まちづくりの推進および各地域での受入体制づくり 
 旧暦文化に基づく地域の伝統行事の実施・継承に対する支援 
 市民参加型によるイベントの開催 
 くくる糸満を活用した市民参加型の観光まちづくり体制構築の検討 

状況 

 各地域での観光まちづくりについては実施中であり、大里地区において観光受入体制の
整備が行われている。具体的には、嘉手志川周辺での公民館駐車場の開放や、公衆トイ
レの設置などの受入環境整備が実施されている。 
 旧暦文化に基づく地域の伝統行事については実施中であり、糸満大綱引行事委員会及び

糸満ハーレー実行委員会に対する補助金の交付、喜屋武ハーリーおよび名城ハーリーの
毎年開催、市指定無形民俗文化財である「米須ウスデーク」「真栄里大綱引き」への補助
金支出が行われている。一方で、コロナ禍以降、「真栄里大綱引き」は実施されていな
い。 
 市民参加型によるイベントについては実施中であり、「糸満ふるさと祭り」「いとまんピ

ースフルイルミネーション」「平和マラソン」が開催されている。 
 くくる糸満を活用した市民参加型の観光まちづくり体制構築については未実施である。

くくる糸満において、地元高校生企画によるバンドコンサートなどの市民参加型イベン
トは実施されているが、観光まちづくりの体制構築には至っていない。 

評価 庁内 2.25（6/15 位） 市民 2.82（7/15 位） 事業者 2.91（6/15 位） 

課題 

 各地域に点在する観光名所や伝統行事などの観光資源を、観光活用につなげるための地
域体制づくりにまで至っていない 
 地域で行われる取組が、地域コミュニティの活性化にとどまり、観光活用に結び付いて

いない 
 高齢化・少子化の影響により、地域の伝統行事の担い手が不足している 
 物価高騰により、伝統行事実施のための予算確保が厳しい状況にある 
 民間団体が主催するイベントと、市主催イベントの開催時期や内容が重複している事例

がある 
 くくる糸満を活用した市民参加型イベントは実施されているものの、観光まちづくりの

体制構築には至っていない 
 市民アンケートを見ると、観光まちづくり体制の取組が日常生活や個人の関心領域と結

びつきにくく、活動の実態や変化を実感しづらい現状がある 
 50〜60 歳代では評価が比較的安定しており、自治会や地域団体を通じて体制整備の前進

は一定程度評価されている一方で、体制の継続性や次世代の担い手確保に対する不安が
挙げられている 
 地域活動・観光関係者では、人材不足や役割分担の曖昧さ、支援体制の弱さを実感し、

「やや不満」が生じている可能性がある 
 事業者アンケートでは、観光まちづくりとの関与が限定的な事業者では、「判断できな

い」または中位評価に留まる傾向が見られ、自社の関与についてイメージが難しい傾向
にある可能性がある 
 人材不足への対応や事務局機能の強化、意思決定の速度等強化等に取り組むことで、成

果が実感されやすいという傾向にある 
 特に会議や、組織体制があっても具体的な成果がないと満足度向上につながらないとい

う課題がある 
 継続した運営に向けた体制構築に向け、議論の余地がある 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 2-3 伝統行事の継承と地域イベントの創出 
基本施策 7-1 観光まちづくり体制の強化と人材育成 
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⑭ 観光人材の育成 

取組 

 市民による観光受け入れの理解醸成を図るため、地域の歴史や食文化、自然環境等を学
ぶ講座の実施 
 小中学校と連携した外国人観光客との交流プログラムの構築検討 
 くくる糸満を活用した観光人材の確保および育成支援 
 観光関連事業で活躍する人材の確保および育成の支援 
 地域の魅力を発信するガイド人材の育成およびガイド人材が活躍する場の創出 
 地域での観光プログラム構築・運営を担うコーディネーターの育成、起業・創業支援 
 糸満市観光協会の体制強化 

状況 

 市民による観光受け入れの理解醸成を目的とした講座については実施中であり、農園カ
フェ（市観光民泊部会）を活用した取組が行われている。一方で、施設使用者が不在で
あることが課題となっている。 
 小中学校と連携した外国人観光客との交流プログラムについては未実施である。 
 くくる糸満を活用した観光人材の確保および育成支援については未実施であり、くくる

糸満が人材育成に十分活用されていない状況にある。 
 観光関連事業で活躍する人材の確保・育成については実施中であり、地域おこし協力隊

推進事業が位置付けられている。 
 地域の魅力を発信するガイド人材の育成および活躍の場づくりについては実施中であ

り、地域おこし協力隊推進事業が活用されている。 
 地域での観光プログラム構築・運営を担うコーディネーターの育成および起業・創業支

援については実施中であり、AT ツアーコーディネーター育成として、一級小型船舶免許
および小型特殊船舶免許取得への補助が行われている。 
 糸満市観光協会の体制強化については実施中であり、地域おこし協力隊推進事業が位置

付けられている。 
評価 庁内 2.00（9/15 位） 市民 2.67（15/15 位） 事業者 2.74（14/15 位） 

課題 

 市民向け講座において、施設使用者が不在であり、有効活用ができていない 
 小中学校と連携した外国人観光客との交流プログラムが未実施である 
 くくる糸満が観光人材育成の場として十分に活用されていない 
 行政の観光人材育成に関するノウハウが不足している 
 観光事業者や関係団体との連携が不足している 
 地域全体の人材ニーズや育成状況を把握・共有できていない 
 観光客の情報収集手段の多様化により、画一的なガイドの価値が低下している 
 沖縄の厳しい暑さにより、まち歩き需要が低下し、ガイド人材の活躍の場が減少してい

る 
 体系的な観光プログラム開発や起業支援の実績が不足している 
 専門的な講習会の企画・運営ノウハウが不足している 
 行政・事業者・住民間の情報共有および協力体制が不十分である 
 行政と観光協会の連携・情報共有体制が不足している 
 観光協会において自立した財源確保が十分でない 
 スポーツツーリズムを専門的に推進する体制が未確立である 
 市民アンケートの結果では、若年層（20 歳未満・20 歳代）や 70 歳代・80 歳以上では

「判断できない」が比較的多く、30〜40 歳代では一部で「やや不満」が見られることか
ら、観光人材育成の取組が自身の進路やキャリア、日常生活と結びつきにくく、判断が
難しいという課題が挙げられる 
 育成の成果や地域への波及が見えにくい 
 職業・立場別にみると、観光・商工・地域活動に関わる層では、人材の裾野拡大や実践

力強化が十分でないという現場感覚から「やや不満」が生じている 
 育成後の活躍の場やキャリアパスの見えにくさ、成果共有の弱さが課題となる 
 市民アンケートの結果を見ると、一般利用者や居住者層では観光地としての空間整備は

感じているものの、日常空間との違いが明確でなく評価が中位に留まりやすい傾向にあ
る 
 観光・地域活動関係者では、エリア全体としての統一感や動線設計の弱さを課題として

捉え、「やや不満」が生じている可能性がある 
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 周遊性・滞在性・記憶に残る体験を意識した空間形成に取り組むことで、満足度の向上
につながる可能性がある 
 事業者アンケートからは、観光人材育成が自社事業とどう結びつくのかを実感しにくい

傾向があり、成果が分かりにくいという課題がある 
 即戦力・現場対応力を重視する事業者では、「やや不満」が生じやすく、研修や育成が理

念・座学中心だと、実務で使えるスキルが身についていないと判断される恐れもある。
即戦力や、現場対応力のある人材を育成することで、観光まちづくりの体制づくりに寄
与することが期待できる 
 キャリア形成や定着までを見据えた人材育成が必要である 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 7-1 観光まちづくり体制の強化と人材育成 
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⑮ 観光地域としての空間形成 

取組 

 地域の美化緑化活動の推進および活動を魅せるための方策検討 
 市内各地区での糸満らしい雰囲気づくりの推進（風景づくり計画に基づく地域の生活空

間の魅力向上と発信） 
 自然環境・景観（海・川・森）の保全推進 

状況 

 地域の美化緑化活動については実施中であり、毎月第 2 土曜日に市民ボランティア清掃
を実施している。広報誌やホームページを活用して参加を呼びかけており、毎回 100 名
前後の市民が参加している。 
 市内各地区での糸満らしい雰囲気づくりの推進（風景づくり計画に基づく取組）につい

ては、表中に具体的な実績や実施状況の記載がなく、実施状況は明示されていない。 
 自然環境・景観（海・川・森）の保全推進については実施中であり、沖縄県の補助金を

活用して環境保全団体に海岸清掃を委託し、米須～大度海岸において清掃活動を実施し
ている。 

評価 庁内 3.00（1/15 位） 市民 2.74（10/15 位） 事業者 2.84（10/15 位） 

課題 

 市民ボランティア清掃に多くの市民が参加するため、清掃活動を行う場所が限られてい
る 
 海岸清掃を行っても新たな漂着ごみが流れ着く状況が続いている 
 大型の漁具や太いロープなどについては、人力での回収が困難である 
 市民アンケートでは、若年層（20 歳未満・20 歳代）で「判断できない」が比較的多い。

これは、観光空間の形成を意識的に評価する機会が少なく、日常風景との違いを認識し
にくい可能性がある 
 事業者アンケートでは、宿泊・飲食・観光施設・物販など、観光事業を行う事業者で

は、「やや満足」が中心だが、「やや不満」も一定数見られる。空間整備の方向性は評価
している一方、回遊性や滞在性が十分に高まっていないと感じている可能性がある 
 一次産業・製造業など、観光空間との接点が間接的な事業者では、「判断できない」また

は中位評価に留まる傾向が見られ、空間形成の取組が、自社事業にどのような影響を与
えているのかを実感しにくいという課題が残る 

基本
施策 

 本計画の基本施策への反映 
基本施策 3-1 観光ルートの景観美化と海辺環境の整備 
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03 計画の運用 

（１）施策一覧表 

将来像 基本方針 基本施策 主な取組 取組指標 基準値 目標値 担当課 

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

‐

誇
り
、
感
動
、
再
生
。 

幸
せ
が
循
環
す
る
新
し
い
観
光
の
カ
タ
チ
、
糸
満
。 

多様な 

地域資源を活かした 

「地域経営」の推進 

経済 

１－１ 
地域資源を活かしたＭＩＣＥ
の誘致と受入強化 

宿泊・大型施設と連携した質の高い受入環境の整備 

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ 推 進 連 絡 会 （ 仮

称）の開催（回／年） 
ー １ 

観光・スポーツ振興課 

糸満ならではの「ビジネスツーリズム」に対応したプログラム

の開発 
観光・スポーツ振興課 

ＭＩＣＥ推進体制の構築と戦略的誘致 観光・スポーツ振興課 

１－２ 
市内産業と観光が響き合う 
地域経済の活性化 

「糸満の食」を堪能する地産地消の推進 

地場産品商品開発数 

（品/累計） 
12 22 

農政課 
商工水産課 
観光・スポーツ振興課 

地域資源を活かした特産品・土産品の開発 
商工水産課 
農政課 

生産現場を体感する体験プログラムの充実 観光・スポーツ振興課 

産業まつり等のイベントによる魅力発信 
商工水産課 
観光・スポーツ振興課 

１－３ 
「スポーツのまち糸満」の 
ブランド化と誘致推進 

地域スポーツコミッションの設立と官民連携の強化 

市内のスポーツコンベンシ

ョン開催件数 
12 18 

観光・スポーツ振興課 
建設課 

合宿・大会を支えるスポーツ施設の機能改善 
建設課 
観光・スポーツ振興課 

スポーツツーリズムの推進と新規誘致の展開 観光・スポーツ振興課 

平和マラソン等の開催支援と地域経済への波及 観光・スポーツ振興課 

１－４ 
海人文化が息づく 
魅力あふれる拠点づくり 

「海業」による地域活性化と体験プログラムの創出 
海人文化に関する体験プロ

グラム（サバニ・ハーレー

体験等）の実施件数 

16 27 

商工水産課 

サバニ製作技術と漁撈用具の継承・発信強化 
商工水産課 
生涯学習課 

海人文化を軸としたストーリー性のある観光ルートの整備 
観光・スポーツ振興課 
商工水産課 

社会 
文化 

２－１ 
多様な学びに応える平和学習
の充実 

多様なニーズに応える「平和学習プログラム」の充実・情報発

信 平和祈念資料館・ひめゆり

平和祈念資料館における来

館者数 

740,741 増加目標 

観光・スポーツ振興課 

平和の記憶を次世代へつなぐ人材の育成・支援 政策推進課 

ラーケーション等の新たな学習機会の創出 観光・スポーツ振興課 

２－２ 
歴史・文化資源の活用と発信 

南山城跡をはじめとするグスク等の歴史遺産や文化財の保全・

活用 歴史・文化体験プログラム

の実施件数 
28 47 

生涯学習課 

「くくる糸満」の多言語化対応と観光客誘致の促進 観光・スポーツ振興課 

２－３ 
伝統行事の継承と 
地域イベントの創出 

伝統行事の継続支援と観光発信の強化 文化芸術イベントへの来場

者数 
30,008 35,000 

観光・スポーツ振興課 
商工水産課 
生涯学習課 

民間イベントの連携と新たなイベントの構築 
観光・スポーツ振興課 
商工水産課 

環境 
３－１ 
観光地の景観美化・活用と 
海辺環境の整備 

観光地の美化とまちなみ整備 

市民・団体等によるボラン

ティア清掃回数 
437 580 

建設課 
市民生活環境課 

地域景観の価値の再認識と利活用の促進 観光・スポーツ振興課 

ビーチの環境保全と管理体制の構築 
商工水産課 
市民生活環境課 
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将来像 基本方針 基本施策 主な取組 取組指標 基準値 目標値 担当課 

 

心を動かし、 

絆を深める 

「多面的な観光誘客」 

の展開 

国外 

４－１ 
地域資源を活かした高付加価
値な滞在型観光の推進 

「糸満ならでは」を体感するアドベンチャーツーリズムの推進 アドベンチャーツーリズム

等、体験プログラムの実施

件数 

49 82 
観光・スポーツ振興課 

宿泊・大型施設と連携した質の高い受入環境の整備【再掲】 観光・スポーツ振興課 

４－２ 
多言語対応の拡充と 
安心・快適な滞在環境の創出 

インバウンド対応力の強化と観光案内のデジタル化 
市および観光協会の観光公

式サイトのページビュー数 
307,678 401,728 

観光・スポーツ振興課 

観光・防災情報の多言語化による安心な滞在環境の整備 
観光・スポーツ振興課 
秘書防災課 

国内 
５－１ 
関係人口の創出と共創の促進 

ラーケーション等の新たな学習機会の創出【再掲】 
本市観光客のＮＰＳ 20 20 

観光・スポーツ振興課 

地域生活を体感する滞在機会の提供・周知 観光・スポーツ振興課 

共生 

６－１ 
地域と調和するレスポンシブ
ル・ツーリズム（責任ある観
光）の浸透 

地域資源を尊重し合う観光ルール・マナー啓発の推進 
市民や事業者が感じる観光

客マナー違反の割合 

市民：52.8 

事業者：44.4％ 
割合減少 

観光・スポーツ振興課 

アンケート調査等の活用による観光サービスの継続的改善 観光・スポーツ振興課 

安全と信頼を築き、 

進化を支える 

「観光基盤」の整備 

基盤 

７－１ 
観光まちづくり体制の強化と
人材育成 

既存の観光まちづくり協議会の刷新と連携ハブ機能の構築 観光関係事業者における糸

満市観光協会の事業内容や

活動に関する認知度 

57.1% 割合増加 
観光・スポーツ振興課 

観光協会の体制強化と地域スポーツコミッションの確立 観光・スポーツ振興課 

７－２ 
観光ＤＸを通じた観光客満足
度の向上と受入環境の最適化 

データの利活用によるリピーター戦略の推進 
本市を訪れる県外・海外観

光客のリピーター割合 

県外：53.9％ 

海外：13.3％ 

県外：87.0％ 

海外：30.0％ 

観光・スポーツ振興課 

デジタル情報発信基盤の整備と多言語ガイドアプリの導入 観光・スポーツ振興課 

観光ＤＸに対応した専門人材の育成 観光・スポーツ振興課 

７－３ 
多様な媒体による一貫した 
情報発信の推進 

多様な媒体を連動させた一貫性のある情報発信 
糸満市観光文化交流拠点施

設常設展示室の来館者数 
62,006 67,500 

観光・スポーツ振興課 

県やＯＣＶＢと連携した展示会等への出展 観光・スポーツ振興課 

くくる糸満の活用による魅力発信 観光・スポーツ振興課 

７－４ 
誰もが快適に周遊できる 
ユニバーサルな環境づくり 

公共交通へのアクセシビリティ強化 

観光施設における心のバリ

アフリー認定事業者数 
1 56 

観光・スポーツ振興課 
市民生活環境課 

観光バスの一時待機場所の確保 観光・スポーツ振興課 

ユニバーサルツーリズムの推進 観光・スポーツ振興課 

道の駅いとまんにおけるインフラ整備 観光・スポーツ振興課 

７－５ 
南部一体となった広域観光圏
の形成と滞在型観光の促進 

行政・観光協会が連携した広域実行体制の再構築 

ー ー ー 

観光・スポーツ振興課 

高付加価値分野（スポーツ・ＭＩＣＥ・平和学習）の広域誘致と

ルート造成 
観光・スポーツ振興課 

７－６ 
観光危機管理体制の構築と 
観光客の安全確保 

観光危機管理計画に基づく基礎啓発と情報伝達の強化 
観光危機管理プラットフォ

ームの定期開催及び訓練の

実施 

ー １ 

観光・スポーツ振興課 
秘書防災課 

プラットフォームの運営および実践的な訓練の実施 観光・スポーツ振興課 

観光客の安全確保に向けた避難誘導の最適化 観光・スポーツ振興課 

７－７ 
観光地経営を支える宿泊税の
円滑な導入と効果的な運用の
確立 

（仮称）観光目的税独自導入検討委員会の設立と実効性ある制

度設計 
ー ー ー 

観光・スポーツ振興課 

ＰＤＣＡサイクルによる税活用の「見える化」と効果検証 観光・スポーツ振興課 
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